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iよ じ め  に

○ 健 康教育 の実践

本校では昭和38年以来健康教育にとりくんで

まい0ま し―た。最初の頃は体育科を―中心に、1体‐

力の増強・技能の練磨をめざして、その充実徹

底をはか つてきたのでありますが、そ́の後、更

に健康教育へのとりくみの深化拡充をはかり、

保健教育 。安全教育・給食指導へと発展させて

いきました。つまり、体育・保健・安全 。給拿

の四本の柱をもって、健康教育の目標達成に努

力してまいったわけであります。

幸いにして、この面における一応の成果を挙

げることができましたが、その頃、兵庫県教育

委員会の指導助言の方針に「たくましいからだ、

豊かな心」がとり上げられるようになり、本校

でもその線に沿って、「か らだの健康」だけで

なく、「頭の健康」や お心の健康」へ も研究の

輪を広げていきました。知育・徳育・体育の調

和的発達を促すことが、心身共にすこやかな人

間づくりになると考えたわけです。

○ 創造 性 を 伸 ばす 理 科 教 育 へ

「頭」と ル心」と「からだ」の調和的発達を

促す健康教育は、やがで、「科学的な思考力・

創造性を伸ばす理科教育」へのとりくみへと発

一 -10年 の 歩 み

展してきました。昭和45年頃より、「探究心と

探究力を身につけさせ る理科教育」のテーマに

とりくみ、つまづきや抵抗 をの りこえ、考えに

考ぇ、軍夫に工夫 :を重ねてねば―り申 く、主体的

創造性の育成に実心 してまいったわけです。こ

のことは、とりもなおさず「健康な学校」 とは

いったい何なのか、と問い直し、従来の健康教

育の考え方を一新した ものであったともいえま

しょう。また、か らだの健康づくりを土台 とし

て、頭の健康づ くりへの拡大であったとも解し

てお ります。

塩 躍 先 生 と の 出 合 もヽ とバ ズ 学 習

昨年、はじめて塩圏先生におあいして、先生

の温容に接 し、その深い学理の一端にふれ、今

まで私共がtヽただ何 となく抱いていたバズ学習

に対するイメージが、全 く誤 りであった竜とに

気づきました。バズ学習が、ただ単なるプンブ

ン・ガヤガヤの学習でな く、個人個人に対する

きびしさを求めると同時に、個人 と集団・学力

と人間関係・集団対集団の相互作用に着目して、

ひとりのとりこぼしも許 さないとい う集団意識

に支えられなが ら、主体的に成長してい くとい

うこ:と がな らしヽであるか らです。このことは、

本校が多年念願 してきた「頭と心 とか らだの調



和的発達脅促す健康教育Jのす環としても非常

に大きな意味を持つも|の と考えましたも

昨年米、数回にわたって塩田先生のご指導を

受け、理論研究を積み重ねながら、二万、教科

における学習指導法の改善そ本年度の目標とし

て、教壇実践を続けてまいりました。本年は国

語 0算数・理科の三教科をとり上げ「ひとりひ

とりを伸ばすてだて」をバズに求め、競争的学

習から協力的学習への方法転換を図ることによ

つて人間関係を深め、更に学力の向上をねらも

ていこうと考えたわけであります。勿論私ども

は、従来 この種の学習形態が、とかく批半」を受

けやすい進度の遅れと、学力の低下には、つと

めて警戒しながら進めてきたつ もりであります。

竹のでだでのひとつとして「 児童ひとりひとり

に、はつきのとした自分の考えをもたせる」た

めの課題の定着と、個人思考を十分にや らせる

こと、「友だちの意見をよく聞いで自分の意見

と比較対照する」 ことによって培われ る繁団

淘の和やかな人間関係 (学 習態度 )、  F本当に

学/4Jが身についたかどうか」としヽ う検証への努

力にはずい分と気をつかってまいりました。時

には実証授業をとおして、児童びとりひとりに

対する学力の定着度を客観的に評価し、謙虚な

昭和 49年 11月 29日

姿勢で授業を反省しなが ら今 日を―迎えました。

以上のとお り、.本 校のバズ学習ヽのとりくみ

は、 日尚浅く、ほんの入国にさしかかった程度

であ りまして、幾多の問題点、疑間点をか かえ

てお ります。統合学習における学力|と 人間関係

がどのよ うにして相互に高まもてい くかな.|:そ り

見 きわめl‐4つ いて も未だしの観があり1ま すし、

.各教科によって、それぞれバズの位置づけも変

わってく褥と思いますが、それについ:て の定型

的なもの も持ってお りません。ただ答えられま

すことは、バズ学習をはじめてか らιま、児童た

ちの動きが活発になり、人間関係が好ましい方

,向 を示し、児童間に、学習が楽しくなもてきた、

とささやかれるのを聞ひて、一種の満足感を味

わってお ります程度の も鼈ですё今回たまたま

全量大会の会場をお薔|き うけしました0も 、多

くの方々よ う、 鐘れ らの問題点につし`でご指導

をたまわ り、今後の指針とlノ たひ念願からlrcほ

かなりません。     |

最後に多忙な業務の中を、お」がやす く何国と

なくご指導 衛いたださました民古屋大学塩国教

授をはじめξ多 くの先輩諸先生の熱識あふれ る

ご鞭撻に対しまして、Jかか ら謝意 を表 します。

龍野市立小宅層ヽ学校長 治 治



健康教育への取り組み

「 たくましいからだと豊かな心」

昭和38年以来 体育科を中心に

その後、健康教育の金分野……安全教育・

保健教育・給食教育・社会意識

理科教育への取り組み

「 探究心と探究力」

昭和45年以来

倉J造性豊かな人間の育成

人間尊重の教育に徹する

「頭」と い心」と「からだ」の調和的発達

望ましい人間関係の樹立

4.「 ひとりひと りを伸ばす教育J

への取 り組み

人間関係を促進 し、

学習効果を高めるバズ学習

0塩田先生との出合い。……………S48。 11.9

・教育の本質、今後の教育のあ り方を解明

・学習指導の問題点を指摘

0先進佼 (姫路市安室小学校 )全 員参観

……・P・ …S 48。 12.3

・授業参観 と吉国先生の指導を仰 ぐ

。塩田教授を迎えて佼内学習指導研究会

・…………S 49.5。 16

0国語 ,算数 )理科の 3教科の授業研究

・教育懇談会 (夜 )

PTA講演会…………………… S49。 5。 25

・演題  「家庭教育上のF●5題点」

・講師 名大 塩 田 教 授

0先進佼参観

・豊田市小清水小学校………… S49.6.13

・滋賀県五個荘小学校………… S49.6.20

・豊川市国府小学校…………… S49.6.25

0バ ズ学習佼内研究会…………… S49.6.27

0尼崎市日新中学校 前田佼長の指導

Oバ ズ学習研修会………………… S49.8。 7

・塩田教授、鈴木教育長による指導

0内地留学……………………… S49.8.8。 9

・名古屋大学へ学習指導法の研究

(3名 出張 )

実験的授業 (集団課題解決の研究 )

。実証授業の指導・……………… S49。 9.8.9

ι実証授業の計画案検討

・実証授業の意義、万法の指導

名大 塩田教授 杉江大学院生

0実証授業の実施

・期  日 9月 17日 ,18目 ,19日 ,

20日 ,21日 (5日 間 )

・実施学年  2年 ,4年 ,5年 ,6年

・事後処理 約 1か月

0全国バズ学習事前協議会開催

49,11.8

塩田教

49.11,9

5.展 菫

研究経過の機甕



A.小 宅 小 の 教 育

/ィ
;ヴ

/′

教 育 精 神  (本校教育の象徴 )

鏡……知  正 直  (正 し く )

玉・・・・…仁  慈 悲  (仲 よ く )

剣……勇  勇 気  (強  く )

2.教 育 目 標 … …頭 と心とか らだ

人間尊重の本義を理解し、倉J造 力に富む知性

と教養を身につけ、たくましいか らだと、誠実

で豊かな心をもち、意志の強い実践的行動人の

育成をめざす。

3。 経 営 方 針

(1)教師と児童相互における敬愛 と信頼く心を

大切にし、師弟同行の姿において、魂のふれあ

う教育を進める。   ・

(2)教材を構造化し、 自発的、主体的に思考を

積み重ねていく授業をくふ うし、探究的な眼を

育てる。

(3)人 間意識にめざめた和の精神 を強調、人間

関係におけ る意識の変革をめざし、差別解消の

実践力をつける。

(4)素 朴にして強靱 な体力を養 つため、健康教

育をおし進め、ねばりや根性の精神を培 ってい

く。

(5)集団の中で、個の存在意義を自覚して、ひ

とりひとりが能力、通性を十分発揮で きるよ う

きめ細かい配慮で楽 しい学級、学校づくりに努

力する。

4.生 活 五 則

(1)健康は、まずしせいか ら。

(2)あ い さつ、へんじは、はっきりと。

(3)よ く見、よく聞 き、進んで発表。

(4)勉強、仕事は、最後まで。

(5)友だち、仲よ く、助け合い。

5。 理 想 の 教 ET像

(こ んな教師をめあてに )

(1)授業を大切にし、一時間、一時間に、精魂

をかたむける教師になろう。

(2)絶えず問題意識 (創意 )を持って研修に努

力しょ ぅ。

(3)子 どもに対 して、誠実、公平できめこまか

い配慮 をしよ う。

(4)教 育者 としての、 きびしさとゃさしさを併

せ持つ教師になろう。

(5)自 分の言動に責任を持つ教師になろう。

(6)明 るさと、ユーモアを持 とう。



B□ 研 究 主 題

ひ と りひと りを伸 ばす教育

一一一学習指導の実践
一

I 研 究 主 題 設 定 に あ た って

1。 現代教育の矛盾、ひずみから

(1)生存競争的色彩を帯びた学習……本来人間

尊重の教育でなければならないのに、生活指導

の面では協調性を唱えながらt学習指導t即 ち

教室にはいると、人をおしのけても競争や発言

を求める排他的な「ハイ、ノ、イ、学習」におら

入り、優越感と劣等感に支えられた「差別の教

室」を生み、一部の子を除いては学習意欲が阻

害され、全員の学力保障にいたらない。

(2)教師中心による子ども不在の授業……強制

抑圧、指示による詰め込み学習の悪循環で、学

びたtヽ 、勉強した'い
という「学ぶことへの姿勢」

を阻害していないだろうか。

(3)観念的で自らの暮しにつなげない……テス

トさえよければよいというこテス トに強い人間

をつくり、絶えざる探究的態度にならず、学ん

でいく態度、能力、姿勢を形成することに欠け

ていfrjい だろうか。     .   :  ‐

2.児童や地域の実態から

(1)自 主性に之しい……現代っ子の特質でもあ

るが、教師からの指示による学習をこのみ、自

分からものにとりついていく、即ち主体的に問

題をつかもうとする意欲が之しく、受けとるば

6

か り、また持 っているものをはき出す積極性が

乏 しい。

(2)忍耐強さ、ねばる根性が弱い……自分はで

きない ときめこんでしまった り、途中で投げや

りになった りしてねばっこく勉強にいどみかか

る根性が乏しい。

(3)協調性にかける……利己的な風潮が強 く人

間相互の連帯感に欠け、 自分さえよかった らと

い う個人主義的な考えが強い。

3。 教師の授業への取り組み姿勢から

(1)楽 しい学習を創造していたか……｀
わかる《

｀
できる、よろこびを感じる「楽ししヽ学習」を

倉」造 していたか。

(2)「差別の教室」力)ら 「解放の教室ゴヘ脱皮

たてまえでな く本音をはく学習、わか らないこ

とる勇わか らないといえる学習になっていただろ

うか。

(3)自 己の可能性に挑戦する学習・・―。・ひとのひ

とりの児童が自分の可能性にいどむ自己発見を

支える学習になっていただろうか。

(4)豊かな人間関係で学習を促進…。・。はげまし

合い、助け合いによって緊張感をほぐし、恐怖

や不安のない安定した学習になってけただろう

力)。



4.本校の教育精神も教育目標から   ,
以上のように ① 現代教育のむじゅん、ひず

み ② 児童や地域の実態 ③ 教師の授業への取

り組み姿勢から教育の社会的健命を問いなおし、

本校教育目標の具現化のため「ひとりひとりを

伸ばす教育」を本年度の努力目標として設定し

た。 i            :
0正 しく・・:… 自発的、主体的に思考 を積み童ね

てい く探究心tF真理追 求の眼

o仲 よく :・ …・人間関係における意識の変革をめ

ざす実践力 (相 互援助 ) :
o強  く……ねば りや根性の精神

以上 3つの柱の調和的な発達をはか りなが ら

ひとりひとりが持 てる能力、通性 が十分発揮で

きるよう、それぞれの指導領域や分野にしたが

って特殊的、具体的な目標、すなわち児童の具

体的な場面における行動変化の意味におし1｀ そ明

確にしていくg            :

目標設定 (目 標の具体イヒ)二 指導 (学習‐経

験の組織イヒ)二評価 (効果の半J定 と調整 )

このサイクルに従い楽しい学級、学校の創造

Ⅲ 本校の志向する   [
「 ひとりひとりを伸ばす教育」

きる人間、今や 1ヽ人が抜けがけの功名をする時

代ではなく、協調して1う の目的を達成してい

く時代。       ■      ‐

(3)創造性豊かな子           ‐

現状を安易な気持ちで眺めるのでなくtも も

と良い もの、 もっと優れたものはないかという

ような、いわば批判的に現状を見る態度、いう

までも教科書 レベルにとどまもて確実に記憶す

ることばか りやっていては、それ以上の発達は

望めない。        ‐

2。 「 ひとりひとりを伸ばす」■

ともヽう目競 識

ひとりひとりの能力に応じて扱いを変えてい

く安易な個別化学習は成績だけに着目したす面

的理解である。教師がこのように成績によつて

子どもの全体を判断し、1固 定観念をつくりあげ

てしまうと、ひとりひとりを生かそうとする場

合に大きな障害になる6た とい成績がわるいと

いっても
.そ

の原因はいろいろある。  :
教師はこれ らの固定観念に支配されずξ柔軟

性を持った新鮮な目で多面的な見方をする姿勢

が大切。  :      |    ‐ |`1‐

3。 豊かな人聞関係が学習を促進しくひとりひ

とりを4率ばす  .   |

(1)授業の中で仲間と思いめぐらし、みが き合

い、追求 してい く集団学習。友だちがわかった

かどうかには含く無関心で、ただ自分だけが発

言でき、教師に認められようとする個人主義的

な学習でなく、互いに援助 しあ
ttヽ

、追求しぁtヽ、

協力しあっていくなかで、みんな勉強がわかる

ようになろうと取り組を学習を通じて民主的t

共同的な性格ξ態度、行動様式を子どもたちの

ものにする。       ‐   ‐   i

(2)、 やる気をおこし、可能性を最大限に発揮 t

集団の中で他の成員に認められると共に自身も

認め、仲間の援助で、かれ自身が自分のものを

見つける。ぞして自分
:の:可

能性に挑戦するも
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(3)生 きる喜び、わかる喜びが湧く楽 しい学習

個々の主体性 と集団の力によって学習す る態度、

方法を体得した子 どもは、安定感があ り、生存

充実感があ り、学習が楽しくなる。

4.個々の主体性と集団の力によつて学力を全

員のものにする

人間関係を高めさえすれば自然に学習効果が

あが り、学力は伸びてくるとい う単純なもので

はない。個人の主体性が問題、また学習に参加

しないひ。とりの友だちも許 さないとい うグルー

プの意識が必要。

(1)学習集団における主体形成は、「 主体的学

習」のよ うに、個の問題として予習課題を各 々

にや らせ ることによって主体性が育つ とい うの

ではなくて、学習集団を通 して、学習集団の中

で子 どもたちを「共同で学習する主体」 として

形成 しよ うとするものである。

(2)教師は授業を子どもたちの主体的、能動的

な行動 として組織 してい き、同時にまた共同的

な活動 として組織 してい く。このように個々の

主体性 と集団の力によって集団で学習する態度

方法を体得 した子どもをつ くる。

・みんな勉強のできる。

。みんなで励ますことのできる。

・矛盾をみんなで解決す る。

。わか らないことわゞわ力>ら ないといえる。

Ⅲ  バ ズ 学 習 へ の 取 り組 み

1。 動  機

さきに も述べたよ うに、個々の子どもの可能

性を最大限に伸ばし、学習権 を真に尊重 したわ

かる授業は、教師中心の一斉授業にみ られる競

争的、排他的な優越感と劣等感の交錯する分裂

の状況にある群れでなく、すべての児童 を恐怖

や不安な く、 自由に自発的に学習に参加させる

ことにある。

対人関係か らくる緊張をやわ らげ白我関与を

8

高め、全員を積極的に集団活動に参加 させ る。

学校の学習は本来集団学習で、教師一― 教材

一―児童 とい う単純な図式で示されるものでは

ない。そこには複雑な人間関係、集団関係が存

在する。そして個人の行動や学習成果に重要な

影響を及ぼす。

そこで、本佼は、児童の集団活動を活発にす

る最 もよい万法としてバズグループによる話し

合いの学習に取 り組んだ。

また、運動場では協力をとなえ、教室では競

争を余儀なくされた一貫性を欠 く指導原理を統

一 し、運動場と教室を人間関係とい う一本の太

い線で結ぶ教育に変革しよ うとしている。

2.バズ学習体制の基本的な考え方

(1)学 力を伸ばす指導と人間関係を高める指導

の統合。

知的な面の指導に熱心なあまり、必要以上に

テス トをして個人的競争を刺戟して、しらずし

らずの間に学級内の人間関係を悪化させ、劣等

感に 1脳
むものや不安状態におらいるものをつ く

っている。

学級内の人間関係を高めることによって教科学

習それ自身の効果を高めよ うとしている。

(2)個 人の学習に関する原理と集団相互作用に

関する原理を統合した包括的な指導の万保論。

ただ学級内の人間関係を高めさえすれば学力

は伸びるとい う単純なものでない。

学習は もともと個人のものであ り、児童ひとり

ひとりを学習活動に積極的に参加させることが

大事である。学習目標が各個人に徹底し、各個

人で解決に取 り組み、しかる後にグループの話

し合い活動にはいる。これによってグループ内

におけるコ ミュニケーションは充実した有効な

ものとなる。

(3)学級集団の成長 と個人の発達

よい個人はよい集団によってのみつ くられ、

よい集団はよい個人によってのみつ くられる。



という意味において個人と集団の関係を統一的

に理解 し、学級が学習のための望ましい集団と

して成長することにつとめる。

3.パズ学習の具体的な問題

(1)指導の自標

指導目標を次の二つの立場で設定する。

O認知的目標……知識や理解や技能や能力など

いわゆるアカデ ミラヽクな面の目標を意味する。

気づ くこと、知 ること、発見すること、洞察

す ることを意味する。

O態度的目標 ……態度的目標を更に次のように

分類する。

0学習に対する態度

・教師や仲間に対す る態度

・協力や 自主や積極性などの社会的態度

この認知目標 と態度目標の同時達成をね らっ

ている。

認知目標は体系イヒしてい るが、態度的目標は、

個人的にも、集団 としても特質があり差異 も大

きい。従って本佼では学年の発達段階に応じて

一定の基準を設けている。

学習に対する態度 として、国語、算数、理科の

三教科について一― 資料編に掲載

教師や仲間に対する人間関係についての一般的

態度 (自 主性、協調性、積極性などの社会的態

度 )

これは一応の基準であり、あま りこれにこだわ

るとかえって人間関係を阻害することも考慮 し

ている。

(2)課題について

課題のないところに学習は存在 しない。指導

目標達成の価値づ くりと考 える。 これが大事だ

との必要性を提示するものである。

① 課題づくり……教材を精選し、教材研究

を十分することも大事だが、児童の実態を把

握し、願いを正しく受けとめた時、教師の作

成した課題が児童の問題になる。

② l適切な問題の提示……小集団による課題

解決の方法として、課題の提示方法、グルー

プ構成の仕万、課題解決のストラテジーを十分

ふまえないと児童の満足度を高める有効なも

のにはならない。

③ 課題の構成、提示……学習のはじめに全

体計画を立て、解決目標としての問題提示、

これを解決することが本単元の目標であるこ

とを知 らせ、単元全体及び各時限での学習目

標を明確にする。このようにすると何をどの

よ うに学習してい くのか、ステップがはもき

りするし、動機づけを高める。

④ 解決目標による問題の提示……単元全体

の学習目標を明らかにするため、解決目標に

よる問題 (単元の終 りの練習問題など)を提

示 し、実際にやらせる。 (事 前テス ト)そ し

て最後の時間に学習内容の総まとめをして練

習問題 (事前テス トに使用したもの )を 各自

に取り組ませて定着を知る。

③ 取 り組ませ万 (解決ストラテジー )

1.通切な課題の提示

2.各 自で短時間に取 り組ませる。

(個人思考 )

3.グループで仲間による相互作用

(グループバズ )

4.学級全体での解訣 (全体バズ )

5。 教師によるまとめ

⑥ 課題イ＼の取り組みの訓1練

。分類態度 (拡散反応 )。・・…課題に対して

類別、弁別、比較対応などによって考え

る。課題解決の予想をたて解決の方向、|

見通しをもつ。          |
0初発態度 (集中反応 )… …自分の考えた

予想を実証する解挟行動。課題解決に没

頭し、熱心に取 り組む。   |
・持続態度 (衝動的悪索反応 )・ … 解̈決に

あたってねばり憾 く、失敗に耐え、成功



するまで努力を積み重ねる。

0確認態度 (主体的反応 )……学習を反省

し、問題点、疑問点、正しかったところ

まちがったところを明確にたしかめる。

練習や応用をやろうとし、よ り確実に知

ろうとす る。

0課題に対す る満足度……学習活動に対する態

度は、仲間に対す る態度はどうであったか自

己評価や相互評価す る。

O課題達成について……教師は事後テス トの結

果について反省し、達成状況か ら、

・課題に問題があったのか

。課題の取 り組ませ方、解決ス トラテジーに

問題があったのか

以上のことを検討す ることが大切である。

(3)バ ズ学習による授業過程

基本原
骰→グノλプ→暦猿→まつめ→イξ欠

① 個 人……課題の要点、疑間点、困難点、

取 り組みの方向、課題に対す

る考えの明確化  個人思考

② 分レープ…。・メ情報交換、相互援助 (社 会相

互作用 )‐―一共同思考

③ 全 体……更に練る。グループで解決し

ない問題点の共 ll il思 考。

④ まとめ……学習事項の確認、 ドリル、応

用次時の発展。

③ 個 人……定着、確認.

学習は本来個人にはじまり個人に終結する。

第 1時限 全体計画……全体の学習目標を

明示し、練習問題をする。全体

の見通 しを立て、分析課題をつ

個人が考
グルず

バズ
全体

Jヾ
ズ

ま と め

単テt全体のまとめ (教師の補足

練習問題

最後の時

限

第 2時限

以降

くる。

毎時間の授業の流れ

本時学習目標

課題鶴示
3

授業計画の基本的態度

学習の主体は児童、指導の主体は教師。

教えるべ きところと話し合わせるべ きところの

けじめをはっきりした計由iを たてるc大筋の流

れは以上のよ うに考えている。

更に 1時間の授業原41Jを 、導入一― 展開―― 整

F「 の段階に区分すると次のようになるc

l時間の授業の流れ

導
入

（準
備
過
程
）

準備

経験、知識の想起を]1と した導入的

内容・……必要な説明 `助 言

個人で考える。

班で話し合 う。

展
開

（中
心
課
程
）

中心……取 り組み解決する (目 標 とす

る知識技能 を得る )JI解・思考・創

造……必要な説明・助言

(個人で考える ⇔ 班で話 し合 う )

(発 表、学級全体での話し合い……

教師の補足 0説明・助言 )

整
理

（確
認
過
程
）

確認……学習内容の確認 。応用・次へ

の発展的な内容・ ドリル的要素……

必要な説明 0助 言

(個人で考える → りIで話し合 う )

(発表、学級全体での話し合い……

教師の補足・修正・ まとめ・次時へ

の指示 )



(4)評   価

評価 とい うことは元来価値を半」断 し決定する

とい う意味。教育や指導において価値は目標で

あり、したがって教育や指導の目標がどれはど

達成 されているかを判断 し決定するのが教育評

価であるといえる。そして教育目標の達成状況

を知ることによって、教育計画や指導活動の適

否を判断 し、その改善を図 ることが大切である。

①  フィー ドバック式……教育の計画や実践

活動を通宜通切にフィー ドバックし、その成

果を確認しつつ進む。

② 自己評価……計画  指導  評価 とい

うサ イクルにしたがった自己調整機能、すな

わら自己評価が重要である。本校では、課題

一 学評―一 評価とい うサ イクルに従 って学

習を進 め、学習活動の面 (認 Afl)仲 間に対す

る山f(態度 )の lllll~重 iか ら自己評価をさせた り、

相角i評価をさせたりしている。

0 即時評価……調整機能 としての評価は即

時的でなければならない。 日標を明確にし、

それ を達成する計画をつ くり実行する。そし

て日標達成状況 を知 り、次の目標へと進んで

い く。このサ イクルの中で絶えず評価 を加え

ことによってはフィー ドバックをす る。児童

に対しての尉]時評価は観察を主としメモに残

す。

④ 事前、事後、把握、転移テストの実施

品定めの目的でなく、把握の実態、進歩量の

度合いを知 り、教師の 自己調整機能として役

立てる。同時に児童の自己評価で もある。

以上のような考え方で、児童が目標をいかに

自分たちの目標としてとらえ、それを達成する

ために、どのよ うに自主的、協調的、積極的に

取 り組んでいるか。その結果として、かれ らに

どれだけの目標を達成しているかを指導 =学 習

とい う一つの全体的な過程の所産 としてとらえ

的確な判断の もとに、続 く指導をよ り効果的に

するためのものであると考 えてい る。

(5)通 知票について

評価の考え方は先に述べたとお りであるが、

この方針か ら当然通知票のあり方を検 討す る必

要がある。通知票の役害Jは 、児童の学校におけ

る活動状況やその成果を保護者に報告 し、学校

と家庭が協力 して児童の教育や指導にぉけ る一

貫性と全体的な教育成果を期待することにある

と考える。学校には学校独自の教育目標や方法

があり、家庭には家庭としての特有の教育方針

や生活がある。それぞれの立場から、子どもた

ちの自己統合、自己実現 を援助するのが真の意

味での両者の協力であろ う。学校の成績をよく

するためだけの協力を期待したり、学校の下請

け的な家庭学習だけを期待す ることではなぃ。

将来自分を切り開いていくことのできるたくま

しい人間、他人 と協力 しよりよい生活を目指 し

て倉」造的に活動できる人間をっ くるための教師

と父 fこ の相互理解をね らっている。幸い塩田先

生のお世話で全国の代表的な通知票を入手した

ので、 これ を参考に目下試案をたて検討してい

る。

(6)話 し合いの型 (相互作用 )

対人法 (二人バズ )… …・話 し合いの基本、活用

度大、 ドリル的学習、教え合い、相互確認。

輸番法 (llkバ ズ )… …バズ長の指示で順番に意

見や感想 をのべ結果を報告。 (か たよ らず全

員発言で きる )

自由会話法 (自 由バズ )……複雑な思考を要 し

た り、問題を解決す る場合。 (多面的な見万

考え方ができる )

テス ト法・……班内のだれかが簡単な問題を出 し、

クイズ化。

ききバズ (質問バズ )… …わか らない ところの

質問、不トップをかけ分団の全員に質問する

こともある。

きめバズ(解決バズ )… …決定 した り、結論を



だしたり、意見をまとめる。しかし分団で必

ず一つの意見に絞ることにあまりこだわらな

い 。

あわせバズ (た しかめィヾズ )……各 自の意見や

解答をつ き合わせ確認.

練習 /N・ ズ…… ドリルや練習を能率的にする場合

(1:1・ 1:多数・ 2:2・ 多数 :多数 )

そ のほか、あらす じバズ、予想バズ、段落バ

ズ、反省バズなどいろいろ考えられ るが、バズ

学習を効果的、能率的にす るため、授業の中の

どこをどのようにバズさせ るか、位置づけを明

確にすることが大切。

またあまり形式化しす ぎて、かえって児童の自

由な相互作用を妨げることがないよ うに配意 し

てい る。

聞 く態度をしっか り身につけさせる。一万的

に話すだけではだめで、しっか り聞 くことを重

視 している。

(7)グループ編成 と机の配置

なぜ編成す・るかとい う意図を十分理解する必

要がある。従 つて定型はない。大切なことは、

学級全体の人間関係を高めるとい う視点、そし

て学級を学習のために望ましい集団 として発達

させ るとい う立場か ら問題 をとりあげなければ

ならない。

① 人  数

6低学年・……2人から出発 (基礎的態度 )

4人

O高学年…… 6人 を限度

O偶数がよい (2人ペアで活動できる )

0男女同数がよい

。能力別編成より、異質 グループ(差別なし )

(但 し実技 を伴 うものは能力別がよい )

0班編成の期間 `・
:・ …1か月前後 (新鮮味や束J

激を与えるため )

0編成のしかた

. 。教師が知能指数、成績、性格を考えて

12

(ソ シオメ トリック調査 )

・子 どもにまかせ る (仲間同志の能力、気

心、指導性を知っている

`)0机の配置

全体 として変イヒのある配置を

考えたいが、教室の面積、人

数か ら変イヒに之しい。また高

さも一定にな らず苦心してい

る現状。

採光、前後等考慮 して常に同じ条件になら

ぬよ う健康保健面への配慮をしなければな

らない。

将来、個人机より半月型、円卓のような設

備 もほしい ものだと思っている。

0バ ズ長……特定の ものでなく、だれで も人

間関係の調整をす る能力をつけるよ うにし

ている。
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(9)研 究 実 践

① 授業研究

O研究教科…・̀
・算数 。国語 e理科 。同和

0万法……低中高にょるグループ研究

教科別による研究

② 先進校の参観 ■     ・‐■

0姫路市安室小

O滋賀県五個荘小

0豊田市国府小

0豊田市小清水小

③ 図書による研究

Oバ ズ学習方式

0小学校のバズ学習

0バ ズ学習の実践的研究

。わかる授業の研究

O自 発協同学習

Oそ の他

④ 講師招待

0名 古屋大学塩田教授 6回

O尼崎市 日新中 前田校長

0竜野市教育委員会 鈴木教育長外指導主

事並に各先生万によ る数回の指導

そのほかサークルによる自主的研究など、講 |

師先生をかこんで深夜まで研究討議が続いた |

こともある。   ‐      l  t
しもゝしヽ私達の研究な■もと窓目を開心たに遇 :

ざず、伝統的な指示的方法にll■ れてきた教師に :

とって多 くの固難を感 じる。子ども達 も新しい |

指導法に慣れず、グループ学習を適用して も直 ‐

ちに成果があがるものでない。混舌Lや 当惑 をひ

きおこし、一時に もせよ学習が遅滞 したことも

あるが、教師相互、教師―児童、児童相互の間

に信頼関係を確立し、この新しぃ民主的な学習

指導法の基本姿勢 を確立、ひとりひとりをいか

に伸すか、この課題に向って今後 とも全員一致

して苦心 と努力を積み重ねてい く覚悟です。

ご指導を仰 ざます。
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c二 実践の反省 としての

1.実 証 授 業 の ね らい

我々は、実証授業を行いその効果を半J定す る

ほどバズ学習に習熟し、自信を持ったわけでは

ない。 この実証記録は、我々の教育目標がかな

え られつつあるかを確かめたい とい う、素朴な

願いにほかな らない。

① 楽しい学習・考える学習・個を生かす学習

主体的に学びとる学習 。そして「ひとりひとり

を伸ばす教育」に一歩一歩近づきつつあるか。

② バズ学習の。3つの基本的な目標 (性格 )

すなわら、

Oバ ズ学習は、いわゆる学力を伸ばす指導と人

間関係を高める指導の統合を目指す指導体制

である。

Oバ ズ学習は、個人の学習課程に関する、事実

や原理と、集団相互作用の過程に関する事実

や原理を統合する包括的な方法論に基礎づけ

られた指導体制である。

Oバ ズ学習は、学級を一つの学習集団としてそ

の望ましい発達をはかることを目標とする指

導体tllである。

以上の基本的なね らいからはずれてはいないか。

③ 現在までの本校の実践のまとめとし、そこ

から問題点を見いだし、今後の歩みの指針とす

14

る。

以 上、三つのね らいについて充分に話し合い

児童を犠性にしないと言 うことを確認 した うえ

で、全職員一体 となって実証授業に取 り組むこ

とに した。

2。 調 査 内 容

① 児童の能力調査

0知能偏差値 (4月 実施 )

。実証授業の教科の学力偏差値 (4月 実施 )

O能力 (知能偏差値+学力偏差値 )÷ 2

以 上の 3項 目について、学級 。ア・イ・ウの 3

集団グループ毎の平均値を求める。

② 認知目標に対する理解度調査

:抒顧]il}言鷲↓言舞『
ストの内容は全

。は持 テス ト 事前テス トと数調・名詞及び

順序を変更する。 したがって

質的には同じ。

O進  歩 量 事後テス トー事前 テス ト

。進  歩 率        100

以上の 5項 目について、学級 。ア・イ 。ウの 3

集団及びグループ毎の平均値を求める。

(資料憂HD頁 参照 )



③ 学習に対する参加度調査(資料
“
頁参照)

0課題に対する満足度 (4項目 )

。グループ学習fヽ の満雇度  (3項 目 )

O仲 間に対する満足度 (5項 目 )

。教師の援助に対する満足度 (3項 目 )

〔
[曇馨季 IFに

児童の自己評価によっ

〕

この参加度調査にっぃて、学級・ ア・イ・ウの

集団及び グループ毎の平均値を求 める。

(資料 《胸眸頁参照 )

④ 社会相互の調査 (資料
“

頁参照 )

児童の自己評価によるもの

。目的的態度        (3項 目 )

0個人学習の態度      (2項 目 )

0話 し合いの°
態度      (3項 目 )

以上、毎時間終了直後に調査する。

調査員 (教師 )の評価

0課題に対する態度  (資料 0・■頁参照 )

。学習活_EJJに 対する全般的態度

。話し合いに於ける態度

グループ毎の平均値を求める。

⑤ ソシオメトリック調査 (資料 Ole頁 参照 ):

。・同じグループで学習したいと思う友だち

0同 じグループになりたくなしヽ友だち

実証授業の事前と事後に行 う6

1週 間の実証授業の期間に人間関係が変

わると思えない。主としてグループ編成

の資料にするものである。

すなわら、相互選択・相互拒否をさけ る

ための ものである。‐

3.実 施 計 画

① 対称学年及び教科

2年生……理科  4年生……国語

5年生・……算数  6年 生……算数

0算数を2学年で実施した理由

6年生・ 5年間の基礎学力が比較的少ない

新教材で行う。

5年生・ 6年生とは対称的に、 4年間の基

礎学力を必要とする教材で行 う。

・教材の内容を精選し、 8時 間の指

導計画 (教科書 )を 5時間で行う。

② 授 業 者

担任外の教師が担当する。そのねらいは、

O教師・児童ともに新鮮な気持で授業できる。

。率直な評価がで きやすい。

0あ る特定学級の研究でなく、各学年部・全

校の研究とするため。

③ 教材  4～ 5時間教材とする。

④ 分団編成

。異質等質グループ 能力が平均するよう留

意する。

O男 女混合

4.実  施  順  序 .

① 教材の決定

2年 糸電話   4年  万言と共通語

5年 Xを 使Pて  6年 図形の形と大 きさ

② 授業細案の作成    (資 料噸 参照 )

③ ソジオメトリック調査

④ グループ編成

③ 事前テスト     (資 料4010BI参照 )

⑥ 時間割の変更(1週間 )

⑦ 実証授業・参加度・社会相互作用の評価

③ 事後テスト、教材終了直後

③ は事テストく実証授業終了より1週間後 |

◎ 教 師 の 声

『 実証授業の指導案づくりのために、1本・ 金曜

日と、 7時過ぎまで中学年部で話し合いをした

が、遅くなり帰宅は 8時半になった。

しかし、研究の実があがったため気分がよくt

疲れ も琴じず、すく
゛
明日の教材研究ができた。

そのせいか子どもたちも学習にのってきたようだ』
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ア・ イ・ ウ集団 Bll、 知的能力及び進歩度続計表

M 平均値 s.DI標 準偏差

16

学年 人数

知能偏差値

M D

学力偏差値

M

(知偏十学偏 )÷ 2

学

年

55.0       9.5 50.8       9.2 53.0      8.0

34 55.1      17.8 .nu u_ t, o 
l_rr_r__ 1r:

40 65。 4 ‐     8.7 控 L上 ± 21‐
44 49.0      10.9 49.5 9.6

控
10,2

集 団 人数

知能偏差値

M D

学力偏査値

M D

(知偏十学偏 )÷ 2

M    soD

ア 64,0       4.6 60.5      4.5 61.5    2.8

イ 55。 5       7.2 50。 9   ギ   4.9 53. 5       2.6

ウ 46。 1       5.5 41.5    4.6 44.1       3.6

ア 62.7       4.0 60.6       2.9 61.5    2.3

イ 57.1       3.3 48.2       2.3 52.7       2.3

ウ 45。 9      10.4 38。 2       5.9 42. 3       7.4

ア 63.7       4.9 57. 9       4.2 60. 8       3.7

イ 56.6       4. 1 51.3    3.0 54.0       1.9

ウ 47.6       5.0 41. 3       6.8 44. 5       5。 1

60。 6      3.2

47.5       5.748。 7       4.7

39. 1       6.240。 4       5。  1

ア 15 60.5 3.9 60.5 3.6

イ 14 48. 1 5。 1

ウ 15 37.8 7.4



事 前 テ ス ト

M   S.D

事 後 テ ス ト

M   S.D

歩進

　

Ｍ

里

S.D

歩進

　

Ｍ

率

SoD

は 持 テ ス ト

M   S.D

30 0      9.3 85。 1    25。 2 55.0     16.3 78.6    22.1 78.8     16.3

40.5    18.5 82.0    15.0 41.0    20.4 71.0    19 3 83.7     15。 2

46.4    20.8 76.4    19。 3 30.0    15.6 56.0    24.9 75。 8    26.8

51.6   14.8 89.9   8.3 38.5     9.6 82.2    14 5 90.4     10。 1

事 前 テ ス ト

M   SoD

事 後 テ ス ト

LI   S.D

進  歩  量

M   S.D

歩進

　

Ｍ

率

S.D

は 持 テ ス ト

M   S.D

34.1     7.8 91.9  10.2 57. 8     13.6 85。 9    16.3 88.5    13.3

31.1    8.0 80.0     18.4 48.9    15.3 71.7    24.5 80。 7    20.4

24.9     8.8 83.9    16.8 58.4    15.9 78.2    16.8 75.0    13.9

59.5    12.6 93.0     6.0 32. 9     15。 5 79.0    17.7 93.2     5,9

37.4    16.5 84.0    11.5 46. 3    14.1 75.4    15.7 83。 9    15.6

24.5     8.6 69.0    15.0 43.9    14.7 58 3    19.2 74. 1    14.8

65.3    15。 7 90.4      7.3 25。  1    16。 2 72.3    21.2 91.3  11,0

50.6    11. 1 78。 7    11。 1 28。 1    11.5 56.8    22.9 83。 2    10。 3

28.2    17,1 64.5    24.2 36.3    18.1 50.6    23.4 56.0    23.9

59。 4    10。 1 96.2      5.2 37.9     8.3 90。 7     12.9 95。 1      5.4

52.3    12.9 94.2     8.1 41.5   11。 4 88.6    13.2 92.9     6.7

43.2    16。 3 79.2    11.8 36.0     10.5 66.9    16.6 83.2‐    17.3



グループ Bll、 別知的能力及び進法度統計表

グ

ル
ー
プ

人

数

知能偏差値

M D

学力偏差値

M    S`D

(知偏十学偏 )÷ 2

Li     S.I)

事前テス ト

Iヽ    Se D

年

57.5     7.4 52.0     ・6.0 54.8     6.2 33.8     10.8

57.5     7.7 48.0    12.4 52 8     9 5 33. 8      9.6

57.5     9.0 50 8      6.6 52.3     6.6 31.3   4,7

53.5     6.1 48.0      9.0 50.8      5.3 32. 5      5.6

55 5    13 7 50.3      7 4 52 9     6.7 21.5   3.9

56.8      5.1 49 5     4.3 53.2     4.3 28 3      4.7

53.5     11.1 56.0      9 7 54.8     10.3 38. 8      9.6

53.8     13.6 48.6     7.7 51.4   9.7 22.0      7.6

52.0     12.4 54 8     11.5 53.4     11.1 27 5      9.0

56。 5     6.0 50.3      9.7 53.1     6.0 32 5       2.3

年

56.3     6.8 46. 5     11.3 51.4   8.2 27.0      6.0

52.5     9.3 47.8     15.4 50.1     10.5 48()    20 3

55.0     2.8 47.0     12.1 51.0   6.O 40.0   13.6

52.5     4. 1 51 5      6.2 52 0     4 3 47.0     14 8

53.8    15 2 51.6     11 6 5(3 0    13 6 50 0     19 8

56.8     5.6 52.0      9 7 54 4     7 1 44.0    22 1

57.4    10.9 48 2     10 5 52 8    10.4 32.0     24 0

56.3     3.4 45.8     3.3 51 1      2.9 34.0      9 7

年

52.0     6.0 48.0      9.2 50.0      3 1 40.8     11.6

58.0      9.5 56. 5      9.2 57.0     8 2 51.3    230

54.0     6.2 52.0     4.0 53.0      3.2 50.6     19.2

52.0     5.3 48 0     7.6 50.0     6.1 50 5     13 4

52.5     7.2 49.0      7. 1 51.0   6.5 40 5     19 5

58.0     9。 4 52.0      6.6 55.0     9。 3 47 3     21.l

55.7     4.8 52.0      1.7 54.0      4.6 45 7     17 5

年

49。 3     9,9 47.8      8 9 48 6     9 1 56.0     10 3

49,0    12.6 53. 1      9.2 51 1     11.6 7  107

52.8     5.1 51.2     11 5 52.0     8.6 3   12.4

54.5     7.4 53.5      8 3 54.0      5.9 52 0     11.7

47.2     15.4 53.0      9 6 50 1     11 1 45.0     11.4

44.l     14.○ 47.8      8 9 46.0     11.3 44.7     13.2

48.8     8.9 47.0     10.0 47.9     10.0 46.0     16.3

47.2     8.5 53。 7      6.4 50.5      7.0 61.3   14.0
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事後 テ ス ト

ふl    Se D

進 歩 量

M   S.1)

進  歩 率

M    S.D

は持 テス ト

M    S.D
進歩の度合

78.8      2.2 45。 0      9.4 67.3      4.3 75,0     11.2 E

93.4      8.2 60.0     13.7 90.1     13.6 92.5     12.6 B

83.8     8.9 52.5     10 2 76. 1     13.2 75.0      8,7

98.8      2. 1 66.3      5 4 98.2      3.0 85 0      5.0 A

82.5     19. 1 61.0    21.1 77 3     25 0 82.5     10,9 B

82.5     15,6 54 2     13.9 74.3     19.8 67.5     13 0 C

87.5     13 6 48.7    10.8 80.9     19.1 87.5     21.5 C

80,0     24.6 49.4     23.4 61.3     30.7 77.0    24.0

86.3     21.0 58.8     15。 6 83.3     24.5 82.5     15,1 B

91.3     8 9 58.8      6. 5 87.5     13.2 88.5     16.9 13

79 3     14.5 52.5     11 9 72.3    18.3 83.5     10.5 A

82 0     14 3 33 8     15,0 67.6    23.1 85.0     17_ 1

88 0      7.9 48.0      9.1 81.8   12.4 92.0      6.2 A

81.0   5.7 34. 3     12 1 63.8     10.0 89 0     7.2 D

94.0      7.3 43.6     16.2 87.5     11.8 89 0     9.4

82.0     10 4 37.3     13.6 67.5     8.8 85 0     7.5 B

79.0     18.6 46. 8     13. l 73.9    18.2 82.0     14.9

66.0     16.8 :31.5   13.8 48.8     20,8 63.0     21.0 E

74.0     30.2 33.2     15,1 65.0    32.8 73.0     31.3 A

83.0     12 0 31.5     17 3 71.0     20.2 78.0     21.2 A

75.0     21.3 24.6     10.2 55.0    27.6 71.0    23.2 C

72.0     16.0 21.5   8.4 47.0     19.3 74.0     16.7 E

71.0   11.8 30.5     18.3 50 0    12.1 72.5     26.0 C

82.0     10,4 34.8     16.5 68.0    22.9 76.0     22. 3 A

85.0      6.3 39.0      9.3 71.0   15.7 89.5     11.8

95.3      5.4 39.3      9.7 89.0     11.9 91.3   4.3 A

83.3     12.5 38.7      8.5 86, 9     22.4 87.3      6.3 A

92.0      6。  1 30,7      8.4 86。 4     14.4 98.6      1.7 E

96.0       2.8 44.0     12.0 91.0   5。 7 97.5      2.6

90.6     12.7 46. 6      7.7 87.0     18.4 94.0      4.8

84 6     15. 1 40.0    6.1 87.2     22.1 84.0     12.9 A

83.3     23.3 37. 3     12.6 86.9     23.2 82.0     23.2 B

94.7      7.8 33.3     13.8 86.8      9.6 90.6      9.5 C
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合 につ

1‐ 学 年 平 均

①‐ 一斉学習との比較検証ではないので、この

データーで、バズ学習の可否を論ずることは出

来ない。 またね らいに述べたよ うにその可否を

検討するための ものでもない。

我 々は進歩の度合いをいろいろの角度か ら考察

してまず満足出来 るもの と考えてい る。

② 五年生のデーターはよくない。

五年は、 0基礎学力の必要な教材

0学 習の精選によ‐って学習の進度を

速める。

この場合どんな結果が生じるか。 と大 きな望

みを持ってお りながら、そのための手だてが足

りなかったことを反省 している。

第一に、基礎学力を必要としなが らレデイネス

としての復習課題 をや らなかった。

第二に、進度を速めるために、教材内容 の精選

だけを研究し、その裏づけとしての重点的な練

習を、いつ、どこで、どのようにさせ るかとい

う面への配慮 が されていなかったことであ る。

2.ア ・ イ 0ウ 集 団に つ もヽ て

① ウ集団の進歩量が多い。

統計的には、 1名 ないし2名 の優秀児・遅進

児を省いた方が正しいと思われるが、「ひとり

20

ひとりを大切に」 と言 う考え方に立 って全児童

の資料から統計をした。

ウの集団は、事前の能力が低 く進歩の可容量

が大 きいのだか ら進歩量が大きくて当然 とも思

われるが、全学年いずれ もがアの集団を上まわ

り、偏差値平均 も4月 の学力偏差値 (実証授業

教科の標準学カテス ト)を 上まわったことは、

まず目標に一歩近づきつつあると判断している。

②  ウの集団の進歩率が低い c

残された進歩の容量が大 きいのだか ら、進歩

率は低 くて当然とも言えるが、量に対し進歩率

は、質的な向上を意味 しているよ うに思われ る。

我々の援助のあり万 も創意 くふ うと努力が必要

である。

③ SeD

今回の事前・事後テストは、高度のものとは

言えないが、平均値は我々を満足させるもので

ある。 しかしなが ら、問題は、ウの集団のS.D

値が比較的高いことである。

このことは、平均的に進歩量は多いが、ばらつ

き、すなわち差が多く、おちこぼれようとする

子どもたちがいることを示 している。

④ 事前テス トと事後テス トの考察か ら

04.5年生のウの集団は、極端に低い。

02.6年生のウの集団は、悪 くない。

結 果 の考 察



基礎学力 を必要する教材を学習 した 4.5年生

が、表のように、ァ集団 とウ集団との差がこの

よう7こ ブtき しヽこと,ま 、 「 おらこ|ゴポしをなく
‐
する

ことが教育の今 日的課題Jと 言われ る原因で も

ある。

しか しなが ら、 2年、 6年 のよ うに新教材な

らば、よい学習指導法にのっとって教師 と児童

が努力すれば、子どもたちは、それぞれに持 て

る能力を発揮で きることを示 している。

⑤ は持テス トについて

04.6年生は、は事テス トが良い。

4年生は事後テス ト終了後 も漢字の練習を

続 けた。 (全 佼漢字の練習を続けている )

窯 圏 Ell参 加度 ∽続 計

6年生は、大単元の二部小単元で実証授業

を行い、終了後 も関連学習を続けたために

「 は持 テス ト」が、向 上したと考えられ る。

02.5年生の一部集団は、は事テス トが悪い。

特に留意 しなければな らないのは、ウの集

団である。

原因 として、この子 らには、バズ学習に於

いて質問はできても、友だらに自分の意見

を言ったり、説明をした りする時間は、ほ

とんどなかったと考え られる。

いわゆる基礎学力を養 うため、練習量を如

何にして確保するかは、今後の課題の一つ

である。

4   編F 5年 2年 6   生F

事 前 事 後 事 前 事  後 事  前 事 後 事  前 事 後

ア 59.5 93.0 65.3 90。 4 34。 1 91.9 59。 4 96. 2

ウ 24.5 69.0 28.2 64.5 24.9 83,9 43.2 79,2

差 35.0 34.0 37。 1 25。 9 9。 2 8.0 16。 2 17.〇

課題に対 し

M  SoD
グループ学習に対し

LI    SeD
仲間に対 し

M   S.D
教師に対し

M    Se D
計

ЬI    Se D

一
一　
年

ア 5.9  1.61 3.7    1.20 6.7    1.54 4.7    1.00 21.0   3.77

イ 6.6    1.50 4。 3  1.14 6。 6    2.54 4.8  1.13 22.3   5.62

ウ 6.0    1.43 3.9    0。 98 6.3    4.70 4.5  1.41 20.7   3.86

四
　
年

ア 7.0    1。 32 5.3   0.84 8.0    2.02 4:9   0。 88 25。 1   4.03

イ 6.8  1.91 5.0  1.18 8.7  1.41 5.4   1.68 25。 8   3.41

ウ 5。 1    1.18 3.6    0。 78 6.3    0.76 4,〇    〇。93 19。 0   3.08

五
　
年

ア 7.4    0。 78 4。 3  0.61 7.5    2.16 4.9   0,49 24。 1   3.03

イ 6.0    1.37 4。 4    1.04 7。 9    1,77 4.9   0.66 23.9  3.51

ウ 6.5    0.97 4.5    1.24 8.0    1.76 4。 9    0。 68 23.9   8.58

一ハ
　
年

ア 7.6   0.62 4,8  0.91 8.3    1.43 5.6   0.73 26。 4   2.15

イ 7 1    1.20 4.7    1.04 8。 1    1.67 5,1    0.76 25。 2   3.60

ウ 7.2    0.82 4.7    0.86 86  1.10 4.9  0。 71 25.5  3。 14

得点の

基 準

瓢

ｏ

中

４

臨

８

瓢

ｏ

中

３
鍋
６

最高 中 最低

10   5   0

最高 中 最 f_4‐

6    3    0

最高 中 最低

30   15   0
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により幾分な りともかなえられつつあると半J断

したい。

②  4年生のウの集団の指数がf_Xい 。

中学年は、 自己中心か ら、仲間意識ができ集

団意識の高まる時期である。その過程に於いて、

友だちの行動、発言内容が気になる。このこと

事態は大切に育てねばならないが、なかには批

判のための批判をし、いわゆる妨害的発言 とな

り競合現象を起 こす ことがある。

このため一部児童は圧迫され、仲間に対する満

足度指数をf_Aく した ものと思われ る。

バズ学習は、話 し合いができさえすればよいの

ではない。認知面 と態度面の同時向 上を目ざし

ているものである。これ らの妨害的発言はきび

しく押え、競合現象を排除しなければな らない。

3.教 師 に 対 す る 満 足 度 に つ い て

教師に対する満足度の指数 を上下 させ てい る

項目は、 Fバ ズ学習への教師の援助 のあ り万」

「 自分たちの意見を、取 り入れて くれたかど う

か」にある。

我々は平常に於いては、思い切って教材 内容 を

精選し、児童の実態に合わせ るのだが、いざ研

究会になるとあれ もこれ もと児童をきりきりま

いさせ る。

また、40人の意見を取 り上げようとあせる。子

どもたちは教師に取 り上げて貰 うものは嬉 しい

のだが、40人 のなかまが、 4～ 6人のなかまが

真剣に聞いて くれることに満足感を持つ ことを

忘れてはいけない。これこそグループバズ・全

体バズの長所である。

力男電参力囲度 につ いて

1.課 題 に対 す る満 足 度 に つ もヽ て

① 2年生のみ、ウの集団の指数が高い。

課題が、常に実物に員Jし 、全員がしっかり把

握でき、今か ら学習することに不安がな く自信

を持ったためと思われる。

進歩の度合いにア・ イ・ウの集団の差がないこ

との一つの要因と推定できる。

したがってこのことは、課題及び課題提示のあ

り万について考えさせられる指数である。

②  4.5.6年生は、いずれもウの集団の指数が

相対的に低い。

特に 4.5年生の指数が低い。 これは、事前テ

ストの平均値の低いことと関連があり、我々に

「 もっと研究しなさい」 と言 う指数でもある。

すなわら、課題の内容、課題への取り組み方、

レデイネスとしての予習課題及びレデイネスと

しての復習的な学習等、研究と実践を積み、 ウ

の集団の不安を取り除き、学習集団の学習意欲

を高めねばならない。

2.グ ル ー プ学 習・ 仲間 に対 す る満 足

度 に つ もヽて

両者は、よく似た傾向を示しているので同時

に考慮をしたい。

① 2.5.6年生は、ウの集団の指数がわずかで

はあるが高い。

一斉学習にあっては発言の機会が非常に少な

く、あっても「同じです」「○○です」 と単純

発言であった子どもたち、「私 も学習に参加し

たい」「 ぼくも勉強がわか りたい」と言 う子ど

もたらの願いが、バズ学習、特にグループバズ
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グ ノンー プ に つ い て

電.グ ルー プの 知 能 点 に つ もヽ て

異質で等質のグループを基本としているが、

表のように、 5年生、最高 57、 最低 50、 6年

生、最高 52、 最低 46の差ができた。

グループ編成は、知的能力も大切な要因である

が、それ以上に人間関係を重視しなければなら

ない: した 0ゞ ってこのように差があり、SoDも

ある程度高くて当然である。

2.グ ルー プ毎 の デー タTを 考 察 す る

態度

。ひとりひとりが態度目標を達成すれば、互い

に仲間に対する満足度が高まる。言い換えれ

ば、仲間に対する満足度の指数が高いことは、

ひとりひとりの態度が平均的に良いと言える。

O課題 0教 師の援助はt各 グループともほぼ同

じ条件にあると思われる。

Oそ こで、ひとりひとりがなかまの人権を尊重

するようになれば、グループの学習への参加

度指数が高まると思われる。 (た だし同一学

級集団内での相対的な意味に於いてである )

◎ 以上のように仲間に対する満足感や、学習

への参加度及び認知目標に対する進歩の度合

いの三者は、互いに深い相関関係があると推

定した。

◎ 2.4年 生は、 4人 グループ、 5.6年 生は、

6人 グループである。このように小人数の平

均値を重視し、それを基にして考察すること

は、無理があると言える。しかし、 4学級28

‐グルァプ全体の動向から考察すれば、信頼度

が高まると思 う。 (各学級の人数の異なるグ

24

ループは統計か らはずした。)

6.仲 間 に対 す る満 足 度 と参加 度 及 び

進 歩 の度 合 い の相 関 関係

① 考察の方法

Oま ず、学級毎に各グループの、仲間に対す

る満足度・参加度・進歩の度合いを 5段階

に分ける。

O仲間に対する満足度を基準にし、 1段階の

差を-1と してその合計をだす。

例 仲間 C  参加度 C  進歩 B
の場合、参加度は o、 進歩は-1と なり、

このグループの指数は-1と なる。

指 数 グループ数

4グ ループ

-1 2グループ

-2 9グループ

-3 6グループ

-4 6グ ループ

-5 0グループ

-6 ○グループ

0指数の解釈

0=多 いに関係がある。

-1=関 係がある。

-2=や や関係がある。

-3=ど うとも言えない。

-4以 上=関 係あ るとは

言えない。

② 考  察

グループの能力の平均及び教育的環境の平均

にも差がある。 したがって上記の指数 とグルニ

プ数か らみて、 3項 目の相関関係がなり立って

いると「訂えよう。

これは、バズ学習の基本的 目標である、「学力

を伸ばす指導 と人間関係を高める指導の統合を

目指す指導体制」に一歩近づきつつあると言え

るのではないだろ うか。



4。 仲 間 に 対 す る S,Dの 最 高 と最 低 の

差 が 大 き もヽ

2年生の最高 5.5に 対し、最低は 1.9である。

他学年 もグループ間の差が大 きいことは、分レー

プ指導の大切なことを示 している。

5。 教 師 に対 す る 満 足 度 に つ い て

①  グループの満足度指数が異なる。

グループの能力は、ほぼ平等になるよ うに分

団編成をした。 しか も児童、教師はともに新学

期当初のよ うな新鮮で希望を持って、学習にの

ぞんだにもかかわ らず、表のよ うな差がで きた

理由を考察 しなければならない。

0バ ズ長の力不足 も大 きな要因であろ う。特に

2年生では、話し合いを進める内容をまとめ

るには、 グループによって教師の援助が必要

であろ う。

O子 どもは、ひとりひとり異なる。 グループも

それぞれ特質を持っている。 したがって教師

の援助が lFilじ では、ほんとうの平等にはなら

ない。我 々は、個に応 じた指導と同じよ うに

グループに応じた指導をしなければならない。

O教師が教科内容 をぐい ぐい指導 したときは、

満足度が下がる。

児童にとって教師の説明は絶対でぁる。まと

めまでは、先生は結論を出さない と言 う安心

感を持たせ るべ きだと思 う。

児童 の教 師へ の願 もヽ

① ぼくは、Xを だす計算はよくわかるのです

が、文しょう題がなかなかできません。バズの

時間を長 くして下さい。

② 社会の時間、グラフの読み取りでバズをし

てくれるかな、と思っているのにさっとやって

しまうた。「先生、バズをしてください」

③ つぎの班がえのときは、私たちでや らせて

下さい。よく考えてよい班をつ くりますから。

④ ぼくは、 きょうどういうわけかだらけてい

ました。こんなときはきつくしかって下さい。

バ ズ 学 習

わたしは、みんなの前だったら、あんまりは

っぴょうが できなかったけど、グルTプ のと

きは、よく はっびょうができて、

「よかったなあ」と、思いました。

でも、みんなの前で、あんまり・はっぴょうしな

かったことが、くやしいです。

それから、 2人で糸でんわをしてわかったこと

がたくさんあって、わたしは、

「よかったなあJと 、思いました。

また、はんの子は、わたしがわからないこと

を、たくさん教えてくれたことも、たいへんう

れしかったです。それで、はんちょうは、

「やさしいなあ」と、思いました。

原くんは、はんちょうです。だから話し合いの

とき、 うまくみんなのいけんをまとめて、

「えらいなあ」と、思いました。
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社会相 互作 用につい て

児童の自己評価

グルー プ毎の社会相互作 用

統計資料
①

り、

も

相 :

を

②

各

担

メド

え

③

表のように自己評価の指数は、 平均化してお

、 グループ及びア・イ・ウの集団にまとめて

その特徴がでない。

互作用は、主観をまじえず、客観的にデーター

取るべ きではないだろうか。

教師の評価

我々は児童の自己評価に対し、観点をきめ、

ステ・シプ毎に客観的に評価 しよ うとした。

任教師が、 グルニプの活動状態を知るには、

常に役立ったが、バズ学習全般か ら考察を加

るには、その指数に自信が持てなかった。

1 社会相互作用の研究には

。目的 をしっ力>り 持つ。

Oス テップをはっきりさせる。

O児童の態度・発言を数量化 してお く。

能 力 別 社 会 相 互 作 用

(自 己 評 価 )統計 資 料

的
度

Ｄ

的

　

Ｓ

目
態

Ｍ

習
度

Ｄ畔岬」

話し合い
の 態 度
M SeD

計

M S.D

13.3(1e) 8.5(2.5) 13.8(4,9) 35.6(9.3)

11.8(2.8) 8.0(2.1) 10.3(3,3) 30.1(8.2)

r1.7 (r.7 ) 7.0(14) 9,0(0.0) 27.7(3 1)

M.0(■ 2)1123(25)ll&8(24) 38.1(6

12.5(2.2)8.8(0.9)112.5(2.1) 338(5.2)

存

13 3 (t.z) 8.s(1 s),11 5(2 e) 33.3(6.1)

11.9(2.3)7.5(5.1)111.5(5.0) 309(24)

四

ei
----t

lt) 
i

---:1:

21

31

-41

14,8(0.6)8.3(3.0)112.0(27)|

12.8(2.3)11.3(2.2)112.8(4.2)|

12.8(23)8.3(18)1103(1.3)|

120(2.2)17.5(2.7)110.8(2.8)|

tZ.B(r.s), 8.5(0.3) i12 B(1.3)

11.0(3.7)17.3(、 1.3)110.0(2.2)

35 1(6.3)

36. e( 8.7 )

3.^(r-)

-

so.s(7 7)

*r(r.r)
,ssc 2)

′F 12.5(2.7)18.5(2.2)111.3(3.3) 32 3(8.2)

li.8(29)l z8(■ 9)198(20) 29.4(6.8)

14.3(00)19.3(0.1)112.0(30) 3s.6(3 1)

目的的態度

M  S.D

個人学習の
態   度
M  SoD

話し合いの
態   度
M  So D

「ｌ‐　一‐２‐

12.0(23)173(1.5)19.0(2.9)|

123(29)18‐ 7(■ 5)|&2(25)

28 3( 6.7)

2e.2( 6 3 )

一
一
　

生

ア 12.2(2.4) 8.5(1.9) 11.0(3.0) H掲 (23)|&κ ■0)|&80つ ) 28.8(6.2)

イ r1.e (z.s ) T.z (z.a ) 8.5 (1.5 )
1博

2⑩埓)19∝α8)1900・ ) 31.7G 7)

ウ 12.5(2.7) 8. 1 (z.t ) 9。 7(2.7) 129(20)lα∝h4)“∝23) 27 5(5 7)

四
　
年

ア t3.7 (r.s ) 9。 3(1.6) LZ.o ( 1.8 ) |&ズ
L"19∝20~ 2(5.8)

イ LZ.o (1.e ) 8.3 (1 e ) 10.8 (2 6 ) M.8(■の IZ∝・
3)IHЮ (・ 6) 3:1 6(+ o)

ウ 11.1 (2.4 ) 7.9(1.7) 10.0(2.8)

年

t2.s(z.B) 7.6{0 e) 0(s.a) 2e.e(7.t)

五
　
年

ア Ls.z (r.ag) 8.8 (0.7e) e.6 (z.z ) 13.5(1,0) 9.2(0.6) LZ.B (2 3) 35 5(3 e)

イ 11.9(2. T.B (r zo) 8. e (z.za) 13.5(3.1)

12.6(2.6)

s.s(1 6)

a.z(r.s)

11.6(3 1) 33.6(7 8)

ウ Lr.7 (1.6 ) 8.3(2.06) 8.2 (2. rs) 11.0(2.8) 31.8(6.e)

一ハ
　
年

ア 15. 1 (1.6 ) e.2 (1.1 ) 12.2 (z.z ) 14.8(0.4) 8(o. e ) 13.8(1 6) 38.4 (z e)

イ LZ.t ( 1.8 ) 8。 1(1.1) ra.z (z.s ) 項  目

ウ t z.L (2.6 ) 7.8 (1 5 ) tt.Z (3 I ) 最高点 40
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実証授業り指導計画

2.指導計画

第 1時

第2学年 理科学習指導計画

1.単  元  糸でんわ

第 2時

1。 なぜ、はなれているのに糸で

んわは聞こえるのでしょう。

2.ど こがふるえて、声が伝わる

か調べ る。

③ 全体計画

① 糸でんわが聞こえなくなるの

は、どんなときでしょう。

2.糸が長くなったときの聞こえ

方はどうか。

長いとき

みじかいとき
くらべる。

第 3時 ① 糸でんわの糸を、針金。紙テ

ープ・ 毛糸にかえて、聞 こえ

るか どうか調べてみよう。

2.ふ るえを調べ るには、 どのよ

うにすればよいか。

3.て つぼうや、〃Lで も、音が伝

わるだろ うか。

① 今までにわかったことを、ま

とめてみましょう。

2.板書 (図 )、 OHPで 単元のま

とめをする。

(○印は学習課題 )

第 4時

篤4学年 国語科学習指導計画

1。 単  元  方言と共通語

盆.指導計画

第 1時  1.
2.

③

第 2時  ①

第3時  ‐①

第 4時  ①

2.

3.

第 5時   1.

2.

③

筆者のいぃたい ことは伺か。

文章を大きく五つに分ける。

全体計画

ふたりのことばが通じなかっ

たわけ。

方言 とは何か。

共通語 とは何か。

共通語がなぜ必要になって き

たか。

社会人として どんなことに気

をつけて、ことばを使えばよ

いか。

どんな時に共通語で正し く話

し、正しく書けばよいか。

万言のよい ところ。

会話テープを聞 く。

方言は、なぜ、心と心を通じ

合わせ、なつかしい気持 ちに

させるのでしょう。

まとめの文に書いてあること

は「 1か 。

文章の組み立てをしらべ る。

筆者のいいたい ことは何か。
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第 5学年 算数科学習指導計画 第6学年 算数科学習指導計画

1.単  元

2。 指導計画

第 1時

①

第 2時  ①

第3時  ①

第4時  ①

第5時  ①

″を使って

(5時間 )

全体計
画を立
てる
学習の
仕方

1.時全体計画

2.数量の関係の式

3.″の値の求め方

4.問  題

5。 練習とまとめ

1。 単  元

2.指 導計画

第 1時

①

第 2時  ①

第 3時  ①

第4時  ①

図形の形 と大きさ

(4時間 )

全体計
画を立
てる
学習の
仕方を
考える

2.図形の形 と大き

さ

3.大小 2つの三角

形・四角形

4.大小 2つ の絵・

円

図形について形が同じ (相似

形 )の意味を学習する。

図形がいろいろに変イヒする方

法。

太小二つの三角形や四角形に

ついて形が同じであることを

たしかめるには、 どこと、ど

こを調べればよいか。

三角形②と〇は、ほんとうに

2:1に なっているか。

四角形の②と〇、大きさはち

がいますが形は、同じですか。

2つ の大きさのちが った絵や

円が相似形であるかどうかを

たしかめるには、どこと、ど

こを調べればよいか。

② と○のチュー リップの大き

さの関係が 1:2に なってい

るか。

まとめ

未知数を″として、関係の式

に表わす。

″+5=12を 使って文章題

を作る。

″÷ 4+6=10の ″を求め

る。

2.8X″ +5=45

の ″を求める。

公式 ″を使

って高さを求

める。

全体のねだん=1こ のねだん

×こ数十いれ もの代

に、″数量をあてはめ、未知

数を求める。

P85の 問題を公式にあては

めて未知数を求める。

P86、 P87の残した問題を解

く。

わからなかった点を分レープバズ

みんなでまとめる。

学習態度を自己評価し、 グル

ープで話し合 う。
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|

2年指導案の一輌1  理科・糸でんわ 4時間配当の第 3時分  2年

1.き の うはどんな勉強したか覚えているでしょう。糸でんわの間 こえ

なくなるのはどんなときか調べ ましたね。

きようは、糸でんわの糸をは り金や糸、テープや毛糸にか

えると、聞こえるかどうか調べてみます。

板  書

(1)い ち ど予想 してみな さい 。 グループ ー→ 全体    は り金  ○

毛 糸  ○×

紙テープ ×○

(2)な ぜ、そうなるのですか。

(3)よ く聞こえるでんわは、ここでふるえたのが糸に伝わって、ここ    よそう

に伝わるのだったね。

ふるえてい るの畑 べるのはどうするとよいのでしょう。

3。 (1)き ょうは紙でするより、手でさわったほうがよいので、手でそ     ふるえる一―→

っとさわってみて ください。                          きこぇる

実験する前に約束しておきます。同じ声の大きさにしないといけ    ふるえない一一→

ませんね。 2人がすむと交代するのですよ。     グループ        きこえない

(2)わかった ことを紙に書きなさい。           frl人
(3)話 し合いましょう。            グループ → 全体

4.教師のまとめ

は り金や毛糸が どうなったとき、でんわはよく聞 こえましたか。     ふるえて音が伝わっ

それがきょうの、大事なところです。                 ていることを確認す

る。

5。 ③ P 63の 絵を見て 一一 こんなことをしたことがあ りますか。

(1)こ れは音が伝わってい るだろうか。

(2)机をたたいて調べてみましょう。                  ガー ドレール

(3)ほかにどんなことがありますか。                   ぉ寺の鐘

6。 きょう調べたことは、音はふるえて、伝わっていたことですね。     本時のまとめをする。

あとで、鉄ぼ うなどを調べておきましょう。
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実証授業 教師の活動計画

4年指導案のT例  国語 。方言と共通話 5時間配当の第 4時分  4年

1。 第 3時は、大きな社会に生活するわたしたちは、共通語が正しく使

えることが、大切であるとい う学習をしましたね。

板  書

きょうは、方言のよい ところをしっか りみつけましょう。

家 族

近  所

土地の人

1.心と心が通じ合

い、生き生きと

したやりとりが

で きる。
(1)本を読んで、ここだと思 う中心 のところに線を弓|き ましょう。

l         i   個人 一→ グループ ー→ 全体

3.二つの会話のテープを聞き、どちらの会話がよいか。それはなぜか。

(方言のよい ところ 1の確認 )グ ループ → 0全
体

4.石り|1啄 木とい う人が、 うたを作っているのですが、意味がわか りま

すか。

(補説して理解 させる )

5.皆 さんの中で、こうい う時や、このような気持ちに似た時は、あり    2.ふ るさとのこと

,ま せ んか 。 その時のことを話して もらい ましょう。             ばとして、特別

.               (方 言のよいところ 2の確認 )     のなつかしさを

感じる。

0こ きょうをはな
6.方言がなぜこんなに、心と心を通じ合わせ、なつかしい気持ちにさ      れている人

せ るの でし ょ う。 その力は、 どうしてできたのでしょう。

(文中か ら)個 人 一→ グループ ー→ 全体

(1)理由と、よいところをつないであることばがあ りますね。

….¨ 。:..… ..・ ……・0… …・‥  (だか ら )こ うい うこと|ピにと二意づ
‐
ると、        地 :た

「で

文の読み取 りがしやすいね。                     生まれ

使われ

7.き ょうの学習のねらいである、方言のよいところはわか りましたか。    親しまれた

各 自ノー トにまとめましょう。

(個 人 一→ グループでたしかめ )

8。 第五段落のまとめのところには、何がかいてあるか。また、 この文

全体 が、 どんな組 みたてになっているかとい うことを学習します。
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教 鰤仰活 動計画実証授 業

1 6年指導案の二Ell  章薮 :1面形あ形
=英

墓琴 1  411e間 甲半の第1甲↑ 6年

1.第 3時は、大きさがちがって も、形の同じものを、相似形 といい、

それをたしかめるためには、対応す る辺の長 さの比 と、対応する角の

大 きさを、調べ るとよいとい うことを、学習しました。

きょうは、 2つ の大きさのちがった絵や、円が、相似形で

あるか どうかを、たしかめるには、どこと、どこを調べる

とよいか、とぃ うことを勉強し、相似形の性質を、はっき

りさせていきます。

板  書

(1)2つのチューリップは同じ形ですか。考

00互Pで 見せる。

O lmi人の予想 をノー トさせ

0予想の人数を板書する。

(2)大 きさの関係を調べ る方 、話 し合

0グループの援助活動

きさが 2

めるには

と〇の大

(3)条件の分折をしなさい。

0 0HPを使用し、説明し合 う。

3。 次の 2つの円は、相似形ですが、たしかめるには、

比がればよいでしょう。P6の 6番を見て、考えなさい。

0理解出来かねている児童の指導に配慮す る。

O自 分の考えを、グループで話し合う。

。対応する半径の長さの比    。角の大 きさ

。円周上の点を結んで出来る、辺の長さの比

4。 本時のまとめをします。相似形であるか

には、 どうい う条件をしらべるとよしヽか、

ない。

0対応する辺の長さの比が等しい

0対応す る角の大きさが、等しい

ｏ
　

　

を

大

か

⑤

る
　

　

法
　
。　
　
　
・

相
　
２
　
じ
　
　
　
い
　
つ
　
は

ｃ
　

ヽ
　

　ヽ
同

　

ｏ

て
　
測

係

沖
○‐ま
い
鏃
沖
わ
費
曜

統
鋭
鏃
鋭
瞳
激
どヽ
浴

予想

相似形 ( )人

○は⑥の2倍 ‐

( )人

②と〇は相似形でな
い ( )人

前時学習 した条件を

を生かして、考えさ

せる。

Ott ABと 辺 DE
l:2

0角 Aと 角 Dは 同じ
大きさ

大小 2つの円が、相

似形であることを、

実証する方法をグル

~プで話ヒノ合い、た

しかめ合 う。

本時の学習をまとめ

る。

相似形の条件

織‐↓

こど

た
　
ま

を
　
で

か
　
プ

ン
つ

　

一

ど

　
ル

　ヽ
グ
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実証授業 事前 0事後テス ト(2年理科 )

① Oよ くきこえる糸でんわを作りたいとおもい

ます。 一→のところに、どんな ものをつか

うとよいですか。よいと思うものを○でか

こみなさい。

1.ち りかみ

2。 おかしのふくろ・ ビニール・ ナイロン

3.あ つがみ

0糸はどんなものをつかいますか。

③ つぎのもんだいにこたえましょう。

あ

い

う

1.け いと 2.ミ シンの糸

3.ふ といひも

01の 一→のところの、はりかたのわるい も

つに○じるしをつけな さい 。

よこか らみたところ
0し

(  )   (  )

お  年ゞツ

0そ れは、なぜですか

|

よくきこえる糸でんわはどれですか。

れ なぜですか。

ちヽばんきこえにくい糸でんわは、どれですか

ん

　

　

　

　

ヽ

ゴ

　

　

　

　

ま

い

１
１
１

そ

〉)|()|

なぜで し ょ

かるく手でさわって、

どうなると思いますか

④ O糸でんわの糸を、下のようにかえて話をし

てもよくきこえるものに○をつけなさい。

(  )に 6

ヽ
―
―
―
―
―
Ｉ
Ｊ
″
ぉ
　
　
ｏ
ヽ
―
―
―
―
―
メ

まの

　

　

ｏ

る

　

ンつ

え

　

よ

こ

　

し

き
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
　

ヽ

く
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
は

よ

書
　
　
　
　
　
　
　
　
糸

手

が
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
と

わ
　
け
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
　
る

ん
　
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
　
す

紅

ンつ
ｏ

　

　

綱

議

②

D(

o ("21x i
4 irt,"
T) {,

音をつたえるだ

木 (

はり≦金:に

↑
かみテープに

↑
けい とに

や、いた (本)は 、

32
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① 。よくきこえる糸でんわを作りたいとおもい

ます。 → のところに、どんなものをつか

うとよいですか。一ばんよいとおもうもの

を○でかこみなさい。

1。 あつがみ

2.ち りかみ

3.おかしのふ くろ ビニー ル・ ナ イ ロン

③ 。つぎの糸でんわのうち、いちばんよくきこ

えるものに (  )に 〇、いちばんきこえに

くいものの ( )に ×をつけ、そのように

考えたわけをかきなさい。

0い ちばんよくきこえる糸でんわのわけ。

0い ちばんきこえにくい糸でんわのわけ。

④ O糸でんわの糸を、下のようにかえて話をす

るときこえに くい ものに○をつけなさい。

()

紙テーブ

()
はり金

()
けいと

0つ くえや、ガー ドレールは音をつたえるで

しょうか。

つ くえ  (          )

ガードレール (              )

は持テス ト(2年理科 )

つよくつまんだとき

たるませたとき

―
0→ のところの、はりかたのよい ものに○

じるしをつけなさい。

(  )   (  )

③ l

② O糸でんわが、とお くはなれているのによく

きこえるのはなぜでしょう。よい ものに○

をつけなさい。

声が糸の中をとおるか ら、

・糸だけがふるえて、つたわるか ら。

・紙 と糸がふるえて、つたわるから。

・紙だけがふるえて、つたわるか ら。

O糸でんわの糸を、かた く手でさわ ってお話

をすると、手はどうなるとおもいますか。

5る

( )

()



① 保   管

実証授業 事前・事後テス ト(4年国語 )

1.次 ことばの意味を考えて正しい意味の記号に○をつけましょう。

ア。自分の物を大切に持っておくこと。

イ。人からあずかった物をすてること。

ウ。人からあずかって大事にしまっておくこと。

ア。へんなこと。 ア.目 ざましい。

② 変  化 イ,力 >わ ること。     ③ 目ざましい  1イ .目 をきょろきょろさすこと。

ウ.う つすこと。 ウ.大変すばらしいこと。

ア。土 の 台 。 ア.ゆ かいなこと。

④ 土  台 イ.ふ み 台。  ⑤ くつ ろ ぐ |イ .く つをぬぐこと。

ウ. き    そ。 ウ.ゆ ったりと楽にすること。

2.46ペ ージを読んで次のことに答えましょう。

Oふ たりの話が、正しく通じなかったのはどうしてでしょう。

3.① 万言の意味をわかりやすく説明しましょう。

② 共通語の意味をわかりやすく説明しましょう。

4.方言のよいところを 2つ 書きましょう。

5。 筆者は共通語と方言について、皆さんにどんなことを言いたか ったのでしょう。
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実証授業 事前・事後テス ト(4年国語 )

1。 次の文を読んで線が弓|い ているところに漢字を書きましょう。

① 申学校を そつぎょう する。

② デパートの しょくどう につとめている。

③ 「 こんな物、どうして大切にしまうてあるんだろう」と ふしぎ に思いながら、おかあさん

にたずねてみた。

④ わたしは、大きくなったら日本の せいじ のことをしっかり勉強して、立派な国になるよう

に力をつくします。

⑤ 夏休みに おおさか の親せきの家へ行ってきました。

⑥  バスがとまるところを ていしゃば ともいいます。

⑦'ふ るさとのことばとして とくべつ のなつかしさを感じます。

③ 旅行した時の写真ができました。パンダの写真をみて、「 じっさい は、もっとかわいくて大

きかったね」と、話し合いました。

2.次の文を読んで、線が弓|い ているところによみがなを書きましょう。

① 妹のたから物を保管していたら、色が ,変イヒ してしまっていた。

② 共通語を正しく身につけると 同時 に方言も大事にしたい。

③ 長い間、その地方の人だけに 親 しまれてきた。

35



実証授業 事前・事後テスト(6年算数 )

図形 の 形 と大 き さテ ス ト

1。 次の三角形のうち、合同な三角形はどれでしょう

1 ‐

2.右の図を方眼紙を使って、次のような図をかきましょう

① たてだけを、 2倍にした図。

② 横だけを、 2倍 にした図。

③ たて横も、 2倍にした図。

3.台形 A

▲

川 G―

E一

BCDは 台形 EFGHの 2倍の拡大図です。 2つの台形をくらべなさい。

① 長さが、 2倍になっているのはどこですか。

② 大きさが変わらないのはどこですか。

③ このような 2つの図形関係をなんといいますか

4.下の図の、C之〇、Oと②lこ ついて次のことに答えなさい。

① 対応する辺の長さの比について

② 対応する角の大きさについて

③ C之〇、③と④が、それぞれ同じ形といえるでしょうか。
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5。 右の図で ( )

のと○は(

にあてはまる数や、ことばをかきなさい。

の長 さの比はみな (

)ですか ら、対応する対角線

):(  )で す。

6.右のような 2つ の花があります。

②の花の絵を、 2倍 に拡大したのが〇の花です。

つ詩Dこ とに、答えなさい。

① 直線ABと 直線 DE

直線 ACと 直線 DFの長さの比は、何対何にな

りますか。

② 直線 AB、 ACの間の角が 30° であれば、直線

直線DE、 DFの間の角は何度ですか。

(        )
① この 2つの形は、同じ形でしょうか。 (

7.下の図で、次の集合をつくり( )の 中に図の番号をかきましょう。

＼ | |___ノ L

|

① 合同なもの

② 形の同じもの

8.大 さきのちがって も同じ 2つの長方形があ ります。

B′ C′ の辺の長さは、何徽でしょう。

△
′

9餡 |

3′

3ア

Ｃ

⑥
　

　

　

　

冒



図 形 の形 と
'大

き さテ ス ト

次の図の中で合同なもをみつけましょう。また、相似形を見つけましょう。

① 合同なもの ( )②  形の同じもの(相似形 )(

同じ形の四角形があります。大きさがちがっても、

A

C′ B′ の辺の長さは何銘でしょう。

右の図の方眼紙を使って、次のような図をか きなさい。

たてだけを 2倍 にした図。

横だけを、 3倍 にした図。

たて、横 ともに 3倍にした図。

4.下の図で ( にあてはまる数や、ことばを書きなさい。

薇 )

② と〇は、 (       )で すか ら、

ABに対応す るA′ B′ の長 さの比は、

(   ):(   )で す。

また、角 Cの大きさと、角 C′ の大きさは

(       )。

①

②

③

＞

　

Ａ
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5.下の図の⑤と〇、③と②について、次のことに答えなさぃ。

① 対応する辺の長さの比について

⑤ と○ (        )
⑤ と② (        )

対応する角の大きさ

④ と〇 (        )
⑤ とC)(        )

C之〇、⑤と④は、それぞれ同じ形といえますか。

② と〇 (        )
⑤ とC)(        )

6.下の四角形 ABCDは 四角形 EFGHの

A

②

③

E

F

2倍の拡大図です。この2つの四角形をくらべなさい。

① 長さが 2倍になっているのは、どこ

ですか。

(    :        )

② 大きさが変わらないのはどこですか。
G

(            )

③ このような2つの図形関係をなんといいますか。 (

7.下のような 2つのちょうの絵があります志

②
▲        E

②の絵を 2倍に拡大したのが、〇の絵です。次のことに答えなさい。

① 直線ABと 直線HI、 直線EGと 直線LKの長さの比は、何対何になりますか。

② 直線AB、 BCの間の角が 25° であれば、直線HI、 I」 の間の角は何度ですか。

(               )
③ この 2つ の形は同じでしょうか。 (               )
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学習参加 度の調

(全 学 年 共 通 )

つぎのしつもんをよくよんで、思ったとおりにこたえてください。こたえは、イロハのうちの一つ

をえらんで○をつけてください。

1.あ なたは、きょうの○○のべんきょうがおもしろかったですか。

イ. は  い 口。 どちらでもない /\. L\L\a
2.あ なたは、きょうのべんきょうのないようがよくわかりましたか。

イ. |ま  い 口.ど ちらでもない ハ.い い え

3.あなたは、きょうのOOでならったことをもっとべんきょうしたいですか。

イ.は  い     口。 どちらでもない     ハ。いいえ

4.あなたは、きょうの○○のじゅぎょうでは、ねっヒ/んにべんきょうにとりくみまヒノたか。

イ. |ま  い 口.ど ちらでもない ハ.いいえ

5。 あなたは、きょうの○○のじゅぎょうでは、 グループのはなしあいにねっしんに参加でき

ましたか。

イ. |ま  い 口.ど ちらでもない ハ。いい え

6。 あなたは、きょうの○○のじゅざょうでは、グループでやっていてたのしかったですか。

口。どちらでもない /\. i,\L\a

「一査

一

課
題

に
対
す
る
満
足
度

グ対
lす
ルる
学満
習足
に度

教満
師

鍵足

す
る度

イ. !ま  い

仲
間
に
対
す
る
満
足
度

7。 あなたは、きょうのじゅぎょうでいまと同じグループの人となりたいですか。

イ. は  い ./\. L\L1a

グループの人たちは、問題のとき方にっいてねっしんに話しあいましたか。

イ.は  い     口。 どちらで もない     ハ.い いえ

グループの人たちは、おたがいに力をあわせて問題をときましたか。

イ.は  ぃ      口。 どちらで もない     ハ.'い いえ
‐

グループの リーダーは、みんながよくはなしあえるように、 こころがけましたか。

イ。は い      口。 どちらで もない    . ィヽ。いいえ

グループの リーダーは、みんなのいけんをうまくまとめようとしましたか。

イ. は  い 口。どちらでもない

12.グループの人たちは、 リーダーに力をあわせましたか。

イ . は  い 口.ど ちらでもない

13.あ なたは、先生のせつめいでつぎの○○の時間に何をやるのかわか りましたか。

イ . は  い 口。どちらでもない /\. LiLle

14.は なしあいが うまくいかなかったとき、先生のたすけがや くだちましたか。

イ. 1ま  い 口。どちらでもない /\, L1L\a

15.ク ラス全体でのはなしあいのとき、それぞれの グループのいけんはよ く、とりいれ られま

したか。

イ.は  い     口. どちらでもない

◎ はい =2    どちらでもない =1   いいえ

1

ハ.いい え

ハ。いい え

ハ。いいえ

一一
　

〇

40

口.ど ちらでもない



1. 2. 3. 計

きょうのべんきょうでは、たずねられたことがよくわかりましたか。

日

的

態

度

たよ
い

んい

ま
あ
よ
い

ぜ
ん
ぜ
ん

あ
ん
ま
り

ふ

つ

う

5

個
人
学
習
の
態
度

　

話
し
合

い
の
態
度

2.そ のもんだいをねっしんにかんがえましたか。

5          4
3。 ともだちはあなたがいったことを、わかってくれましたか。

54321
4.き ょうのようなもんだいを、もっとべんきょうしたいですか。

5          4
5。 これでよいと思うまで、かんがえたリノー トしましたか。

6.き ょうはよ く、はっぴょうしましたか。

54321
うi「卜んめい ききま したか 。ともだちのはっぴょうをいっしょ

ともだちの考えにつけたしたり、

5          4

なおしたりしましたか。

グルー プ し らべ

これは、みせあってはい lrjま せん。

しばらくしたら、みなさんにあたらしいグループになって勉強していただきます。

そこで、あなたは、このくみのだれとグループになって、いっしょに勉強してみたいと思いますか。

なまえを 3人 書いてください。男子でも女子でもよろしい。

(           )(           )(           )

それではぎゃくにあなたが、いっしょに勉強したくないと思うともだちのなまえを 3人、左からじゅ

んにかいてください。 3人ないときはあるだけでよろしい。

)(
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社会相互作 用の1調1査

1,課題に対する認知側面

① 課題の意味の理解

② 個 人 学 習

③ 筋道をたてた情報交換

2.学習活動に対する全般的態度

① 課題に対する興味関心

② 集  中  性

③ 持  続  性

3。 話し合いにおける態度

① 発 言 頻 度

② 人の意見の聞き方

③ 発言の平均化

④ 内容の高まりへの努力

⑤ リーダー活動の適否

段階  1.

蘇  ]｀  :i「  ↑  i
54321

54321

54321

54321

54321

54321

5          4

2           1

54321

54321

感 想

42



知 能

偏差値

学 力

偏差値

知 十学

2

事前テスト

(プ リ )

事後テスト

(ポスト)
進歩量 進歩率

は持テス ト

(リ テ ン

シ ョン )

ア

の

集

団

FI

G

H

I

J

K

L

M

N

O

M

SD

72

59

64

63

60

60

59

58

62

62

57

56

60.5

3.9

70

70

62

60

63

61

62

62

57

58

59

61

54

57

53

71.0

64.5

63.0

61.5

61.5

60.5

60.5

60.5

59.5

59,5

59.5

58.0

58,0

57.0

54。 5

60.5

3.6

60

68

60

44

72

84

52

60

52

52

64

60

44

64

56

59.4

10.1

100

92

88

92

96

100

92

84

100

100

100

100

100

100

100

96.

5.

40

24

28

48

24

48

40

24

48

48

36

40

40

36

44

37.9

8.3

100

75

70

86

86

100

83

60

100

100

100

100

100

100

100

96

100

84

94

96

96

100

96

92

100

100

96

96

96

84

95.1

5.4

Ｆ
Ｉ

Ｉ

Ｉィ
ー

ド

堪

ド

』

―

―

―

A

B

C

D

E

F

G

E

I

J

K

L

M

N

54

53

46

49

53

57

52

46

51

46

46

39

42

48

53

54

60

56

48

44

48

53

48

51

50

55

52

43

53.5

53.5

53.0

52.5

50.5

50.5

50.5

49.5

49. 5

48.5

48.0

47.0

47.0

45.5

64

76

48

36

68

56

60

68

44

32

48

52

40

40

96

100

92

80

92

100

92

100

100

72

100

100

96

96

32

24

44

44

24

44

32

32

56

40

52

48

56

56

89

100

85

69

75

100

80

100

100

57

100

100

93

93

96

92

100

80

80

92

100

92

100

84

96

96

100

92

44
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教科 (算数 )教 材 (図 形の形と大きさ ) 6年

知 能

偏差値

学 力

偏差値

知 十学

2

事前テスト

(プ リ )

事後テスト

(ポス ト)
進歩量 進歩率

は持テスト

(リ テン
シ ョン )

ウ

の

集

題

M

SD

A

B

C

D

E

F

G

II

I

」

K

L

M

N

O

M

SD

48.

4.

47

43

40

44

44

36

46

42

45

35

31

34

32

26

22

37.

7.

47.5

5。 7

43

46

48

44

43

50

39

43

34

39

38

34

33

37

35

481

5.1

45.0

44.5

44.0

44.0

43.5

43.0

42.5

42.5

39.5

37.0

34.5

34.0

32.5

31.5

28. 5

39. 1

6.2

52.3

12. 9

36 6

32

72

60

48

36

40

52

76

48

32

44

12

28

32

43

16

94.

8。

80

68

100

88

96

80

88

96

92

68

72

88

32

72

68

79.

11.

41.5

9.9

44

36

28

28

48

44

48

44

16

20

40

44

20

44

36

88。

13.

69

53

100

70

92

69

80

92

67

38

59・

78

23

61

53

66.

16.

96

80

72

84

100

84

92

96

100

96

80

88

32

88

60

83.2

17.3

全
　
体

M

S勝

49

10。 9

49.5

9.6

49.2

10. 2

51.6

14. 8

89。 8

8.3

38.4

9.6

82.1

14.5

90.4

10。 1

45



グループBll知 的能力及び進歩度統計資料

知 能

偏差 l■L
学 力

偏差値

知 十学

2

事前テスト

(プ リ )

事後テスト

(ポス ト)
進歩量 進歩率

”シヨン＞A

B

C

D

M

S:D

65

57

57

46

56.3

6.8

65

45

35

41

46.5

11. 3

65

51

46

44

51.4

8。 2

23

34

31

19

27

66.0

9()

94

78

55

79.3

14。 5

67

60

47

36

52.5

11. 9

87.0

90。 1

68.1

44。 1

72.3

18. 3

96

90

72

73

A

B

C

D

M

SD

66

61

50

33

52.5

9。 3

62

46

47

36

47.8

15。 4

64

54

49

35

５０

　

Ю

68

24

69

33

85

84

100

60

82

14. 3

17

60

31

27

53

78

100

40

1

9

2

6

1

100

73

100

69

85

17. 1

A

B

C

D

M

S:D

56

56

58

50

55

2.8

64

50

32

42

47

12. 1

60

53

45

46

51

6,0

62

40

26

32

100

80

82

90

88

7.9

38

40

56

58

48

9.1

100

66

75

85

100

90

90

83

92

6.2

A

B

C

D

M

SD

57

54

46

53

52.5

4.1

57

57

50

42

51.5

6.2

57

56

48

48

52

4.3

62

61

28

37

47

14.8

81

90

80

74

81

5.7

19

29

52

37

50

74.3

72.2

58。 7

63.8

10,0

84

98

97

83

89

7.2

46



教科 (国語》 教材≪方言と共通話 )  4年

知 能

偏差値

学 力

偏差値

知 +学

2

事前テスト

(プ リ )

事後テス ト

(ポ スト)
進歩量 進歩率

ト

ン

＞ま持テスけションA

B

C

D

E

63

68

60

55

23

62

59

56

50

31

63

64

58

53

27

52

73

64

46

15

100

92

98

98

‐ 80

48

19

34

52

65

100

73.3

94。 4

96.2

76.4

95

84

100

95

74

M

SD

53.8

15.2

51.6

11.0

53

1316

50

19。 8

941

7.3

43.6

16.2

87.5

11.8

89

9.4

A

Ｂ
　
Ｃ
　
Ｄ

56

,54

66

51

61

45

62

40

59

50

64

46

71

38

57

12

88

85

90

64

17

47

33

52

58。 ,4

75.8

76.7

59.0

95

90

87

71

M

SD

56.8

5。 6

52

9.7

54.4

7.1

44

22.1

82

10.4

67.5

8。 8

85

7.5

A

B

C

D

E

65

62

65

36

59

58

57

47

29

50

62

60

56

33

55

62

60

20

10

8

96

96

88

50

64

34

36

68

40

56

89。 4

90

35

44,4

60。 S

88

96

96

68

60

M

SD

57.4

10,9

48。 2

1◎.5

52.8

10。 4

32

24.0

46。 8

13. 1

82

14, 9

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

56

60

58

52

48

60

理3

42

32

55

51

47

36

49

24

27

85

75

62

40

49

25

38

13

76. 5

"。

9

50

17. 8

85

84

56

35

M

S:D

56。 3

3.4

4う。8

3,3

51。 1

2.9

34

9.7

66

16.8

31. 5

13. 8

48。 .8

20。 8

63

21.0

全

体

■ll

SD

55,1

17. 8

48.8

12.0

52.2

8。 9

40. 5

18. 5

82:0

15.0

41,0

20.4

71.●

19。 3

83.

15.

7

47



簾圃pll参 加咤統計釉愧

課 題 に 対 し 乃レープ学習に対し 仲 間 に 対 し 教師に対 し

総 計

計 計 計 ず討

ア

の

集

団

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

2

2

2

2

1

2

2

2

2

2

1.5

2

2

2

2

2

2

2

2

1.5

2

1.5

2

2

2

2

2

2

2

1.5

2

2

1.5

2

2

2

1.5

2.

2

2

2

1.5

1

1

8

8

8

7.5

7

8

8

7.5

7

7

5.5

2

2

2

1.5

2

1.5

1.5

2

1.5

1.5

1.5

1

1

2

2

1

1.5

1,5

2

2

2

1

1

1

1

1.5

1

1

0.5

0.5

2

1

1

4

4

5

5

4

4

3.5

4.5

5.5

4.5

3.5

1.5

1.5

2

2

1.5

1.5

2

2

1.5

0

2

2

0.5

2

1

1.5

2

2

2

1

1

1.5

2

0.5

2

1

2

2

2

2

1

1

1

1

0.5

2

1

1.5

2

2

1.5

1.5

1・

2

2

0.5

1

1

8

9

10

9.5

6

4

8.5

9

4

9

5

2

2

2

2

2

2

2

2

1.5

2

1.5

1

1.5

1

1.5

1

1,5

2

1

1

1

1.5

2

1.5

2

1.5

1.5

2

2

2

1.5

2

1

5

5

5

5

4.5

5.5

6

5

4

5

4

25

26

28

27

21.5

21.5

26.0

26.0

20.5

25.5

18.0

Ｍ
　
鋤

7.4

0.78

4.3

0.61

7.5

2. 16

4.9

0。 49

24 1

3.03

イ

の

集

団

Ａ

Ｂ

Ｃ

ｅ
Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

2

1

2

2

2

1

1

2

2

2

2

1.5

1

2

2

2

2

2

0.5

2

2

2

2

2

2

2

2

1

2

2

2

2

1

2

2

1

1

2

1

2

1.5

2

2

2

1

1.5

2

1

1

1.5

1.5

1.5

8

5。 5

8

8

8

4.5

5.5

8

7~

6

6.5

7

5.5

2

1.5

2

2

2

1

1.5

2

2

1

1.5

2

1

2

1

1

2

2

1.5

1

2

2

1

1

1.機

1

1.5

1

2

2

1

1.5

0.5

2

0

1

1

1

1

5.5

3.5

5

6

5

4

3

6

4

3

3.5

4.5

3

2

2

1.5

2

2

2

2

1.5

0.5

1

1

2

2

2

1.5

1.5

2

2

1.5

2

1.5

1

1

1

2

2

2

0.5

2

1

2

2

2

2

2

1

1

2

2

2

1

2

2

2

2

2

1

2

1

1

2

2

2

1.5

1

2

2

0.5

1

1.5

2

1

1

2

1.5

10

6.5

8

9

10

8

9

7.5

7.5

5

5

10

9。 5

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1.5

1.5

2

1.5

1.5

2

1

2

1

2

2

1

2

1

2

1.5

2

1

1.5

2

1.5

1.5

2

1

1.5

1

1

2

1

5。 5

4.5

5.5

.5

5.5

4.5

6

5

4.5

5

3.5

5.5

4.5

29.0

20.0

26.5

28. 0

28.5

21.0

23.5

26. 5

23.0

19.0

18. 5

27.0

22.5

48



賤群 六躊数 》 教材 鍾″を使 って )  5年

課 題 に対 し 分レープ学習 :こ対し 仲 間 に 対 し 教師に対 し

総 計

計 計 計 計

N 0.5 0.5 21.5

Ｍ
　
鋤

6.0

1.37

4。 4

1.04

7.9

1,77

4.9

0.66

23.9

3.51

ウ

の

集

団

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

1.5

2

2

1

2

1.5

2

1.5

1.5

1,5

0,5

2

2

1

1

1

1.5

2

1

1.5

1.5

2

2

1.5

2

1

2

2

1

2

2

2

1

2

2

2

2

1

2

2

2

1.5

2

2

1

1.5

1

2

1.5

1.5

2

1

2

1.5

1

1.5

2

2

1

5.5

7

7

5

7

65

8

6.5

6

7

4.5

7.5

7.5

7

5

1.5

1

1

2

2

2

2

2

2

1.5

0

2

2

2

1.5

2

2

0.5

1.5

2

2

2

2

1.5

1

1

2

2

1

1

2

0

1

1

2

1.5

1.5

1.5

1

1

1

2

2

1

1

5.5

3

2.5

4.5

6

5。 5

5.5

5.5

4.5

3.5

2

6

6

4

3.5

1.5

2

1

2

2

1.5

2

0.5

1

2

0

2

2

2

1.5

2

2

2

2

2

2

2

1

1.5

2

1

1.5

2

2

0.5

2′

0.5

1.5

2

2

2

2

1.5

2

0。 5

1

1

2

2

1.5

2

1

1.5

2

2

2

2

2

1.5

0.5

2

1.5

2

2

1

2

1

0.5

1.5

2

2

2

1

1.5

1

1.5

2

2

0.5

1

9.5

6.5

6.5

9.5

10

9.5

10

6

7.5

6

5.5

8

10

9.5

5.5

2

2

・2

2

2

2

2

2

2

2

2

1.5

2

2

2

1.5

1.5

2

1.5

1.5

2

2

2

1.5

1

1

1.5

1

2

1

1

2

2

1

'1

1.5

2

1.5

1.5

1.5

1

2

1

1.5

1

4.5

5.5

6

4.5

4。 5

5。 5

6

5.5

5

4.5

4

5

4

5.5

4

25。 0

22.0

22.0

23.5

27.5

27.0

29.5

23.5

23.0

21.0

16.0

26.5

27.5

26.0

18.0

Ｍ
　
錮

4.5

1.24

8.0

1,76

2.0 4.9

0.68

23.9

3.58

49



グループnll参 加度統計資料

課 題 に 対 し 分レープ学習に対し 仲 間 に 対 し 教師に対 し
総 計

計 計 計 計

A

B

C

D

2

2

1

2

1

1.5

1

2

2

2

0.5

2

0

1

1

2

5

6.5

3.5

8

0.5

1.5

2

2

0

2

1

2

1

1.5

0

2

1.5

5

3

6

1.5

0.5

0.5

2

1.5

1

2

2

2

0

2

2

0

2

1.5

2

1.5

0.5

0

2

6.5

4

6

10

2

1.5

1.5

2

獅
|

2

1.5

2

2

5.51

3   1

1'|

18.5

18.5

17.0

30.0

Ｍ
　
ＳＤ ¶

5。 8

1.67

3,9

1.75

6.6

2. 17

4.8

1.14

1

23

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

2

2

1

2

2「

1.5

0.5

2

2

2

1

2

2

1

0

2

8

6.5

2.5

8

2

1

0.5

2

1

2

0.5

2

1

1

2

0。 5

4

4

3

4.5

1

1

0

1.5

2

0.5

1

1

0.5

1

0.5

1.5

2

2

1

1

2

1.5

0.5

2

7.5

6

3

7

2

1

1.5

1

2

1.5

1.5

1

2

1.5

0.5

1

6

4

3.5

3

25。 5

20.5

15.5

22.5

Ｍ
　
鋤

1.5 6.3

2.45

3.9

0.55

0。 9 0.9 5。 9

1.75

4.1

1.14

A

B

C

D

Ｌ

　

　

　

　

２

　

２

1

1.5

1.5

1

1.5

1.5

5。 5 ■
　
　
　
　
２

　

２

１
．
　

　

　

０

　

１

0。 5

2

1.5

6

6

4.5

4.5 21.0

23.0

19。 5

Ｍ
　
鋤

6.5

0。 70

4.7

0.48

0.5 0。 8 5.5

0,71

4.5

1.24

21.2

1.43

Ａ

Ｒ

Ｃ

Ｄ

2

2

2

2

1

2

2

2

2

2

2

2

1.5

1.5

1。 5

2

6.5

7.5

7.5

8

2

1.5

2

1.5

2

1.5

1.5

0.5

0

0

1

1

4

3

4.5

3

2

2

1

2

2

1.5

2

2

0

0

2

2

0

2

2

1

2

1

1

1

6

6.5

8

8

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

6

6

6

6

22.5

23.0

26.0

25.◎

M

S:D

1.6 7.4

0。 55

0.5 3.6

0.67

7.1

0.89

A

B

C

D

2

2

2

2

1

2

1.5

1.5

1.5

2

1.5

2

0。 5

2

2

2

2

1.5

2

1.5

2

1.5

1.5

0.5

0

0

1

1

4

3

4,5

3

1

1.5

1.5

1.5

2

1.5

2

1.5

2

1.5

2

2

2

1.5

2

1.5

1

0.5

2

1.5

8

6.5

9.5

8

1.5

1.5

1.5

2

2

2

2

1,5

5.5

5。 5

5。 5

5

22.5

23.0

26.5

23.5

M

SD

6.9

1. 14

1.4 0。 5 3.6

0。 67

8

1.07

5.4

0.22

23.9

1.57

A

B

C

D

1

2

2

1.5

1

1.5

1.5,

1.5

1

2

1.5

1.5

2

1

1

1.5

5

6.5

6

6

2

2

2

2

2

量.5

2

2

2

1.5

2

2

6

5

6

6

2

1

1.5

1.5

2

2

2

2

2

1

2

2

1.5

1

2

1.5

2

1

2

1

9.5

6

9.5

8

2

2

2

2

2

1

1,5

1.5

2

1.5

1.5

1

6

4.5

5

4.5

26.5

22,0

26.5

24.5

M

SD

5。 9

0,55

5.8

0.蛇

8.3

・1.43

5

0.57

25。 0

3.73
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教科 (理科 )1教材 (糸 でんわ )  2年

課 題 に 対 し 乃レープ学習に対し 仲 間 に 対 し 教師に対し
総 計

計 計 計 計

A

B

C

D

1。 5

1.5

1

1.5

1。 5

1.5

1

0。 5

1

1.5

1

0.5

2

1.5

1.5

0.5

6

6

4.5

3

1.5

1

2

0

0.5

0.5

0

1,5

2

0

2

3

6

0

2‐

1

2

0

2

0.5

2

0.5

1.5

1:5

2

0

2

1

2

1

1

0.5

2

0

8.5

4.5

10

1.5

2

1.5

2

2

0.5

1

2

1:5

1.5

0.5

2

0

4

3

6

3.5

20。 5

16.5

26.5

8.0

M

SD

4.9

1。 24

0。 8 0,9 2.8

2. 16

0。 9 6.1

3.35

4.1

1, 14

17.9

6.72

A

B

C

D

E

2

2

2

2

2

1

1.5

1.5

1.5

1.5

0.5

1.5

1.5

1.5

1

1

1.5

1

0.5

1

4.5

6.5

6

5.5

5.5

1

1

2

1.5

1.5

1.5

2

2

1

2

0

1

0

0.5

1

2.5

4

4

3

4.5

1

1

1

1.5

1

2

1

1.5

1.5

1

1

0.5

0

0.5

1

1

0.5

0

0

0.5

1

1

1.5

0.5

1

6

4

4

4

4.5

2

1

2

1

1

1

1

2

2

1.5

1

1.5

2

0.5

1.5

4

3.5

6

3.5

4

1710

18.0

20.0

16.0

18.5

M

S:D

1,4 5。 6

0。 71

0.5 3.6

0.75

0.6 0。 4 4.5

0。 79

4.2

0,92

17.9

1. 36

A

B

C

D

2

2

2

2

0.5

2

2

2

1.5

2

2

0

0

2

2

2

4

8

8

8

1

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1.5

1

4

5

5,5

5

1.5

1.5

菫

量。3

2

2

1

1.5

⑫

菫

菫。5

0.5

1。 5

0。 5

1.5

0

1.5

1.5

0

1,3

6.5

6Q5

5

5

2

2

政.5

2

0

2

1

2

0。 5

2

2

2

2.5

6

4.5

6

17:0

25.5

23:0

24:0

Ｍ
　
鋤

7

1.73

4。 つ

○。55

0.8 |.9 5.8

0.74

4.8

1.43

A

B

C

D

2

2

2

0

2

2

2

2

1.5

1.5

1.5

2

2

2

2

2

7.5

7.5

7.5

6

2

2

1.5

1.5

1.5

2

2

1.5

0

1.5

0.5

1

3.5

5。 5

4

4

0

1.5

1.5

2

0

2

1.5

1

0

2

1

1.5

0

2

2

2

0

2

1

2

0

9.5

7

8.5

1

2

1.5

2

0

2

1

2

1

2

1

1

2

6

3.5

5

13.0

28:5

2210

2315

Ｍ
　
鰺

7。 1

0.57

0.8 4。 3

0。 7亀

0。 3

3.71

4。 1

1.52

21:8

5。 59

学

級

Ｍ
　
錮

l。 8量 .53 斑。57 1.43 6,34

1。 70

1,63 1.32 ○。96 4. 量1

1.30

1。31 1.53 量.14 .25 量,22 6.4は

1。 95

1.ア l 量。31 4:73

0。 72

51



ループull社 会欄亙作用統計

目 的 的 態 度 個人学習の態度 話 し合いの態 度
総 計

計 計 計

A

B

C

D

E

F

5

3

5

5

4

4

4

3

5

5

3

3

3

4

4

5

4

2

12

10

14

15

11

9

3

3

5

5

5

5

6

5

9

10

8

8

4

4

5

5

4

3

2

1

4

2

3

2

10

9

10

12

9

6

28

24

33

37

28

23

M

SD

4.3

0.57

3.8

0. 90

3.7

0 94

11.83

2.11

4.3

0。 94

3。 3

0.94

7.67

1.77

2.8

1.57

4.2

0.69

2.3

0。 94

28.83

4.88

A

B

C

D

E

F

5

4

5

5

3

3

5

4

5

4

2

4

15

12

12

14

9

10

5

5

5

5

5

5

4

4

3

5

4

3

9

9

8

10

9

8

1

4

5

2

1

2

5

4

4

5

5

2

4

2

4

2

1

2

10

10

13

9

7

6

34

31

33

33

25

24

M

S.D

4.2

0.89

4

1.08

3.8

1.07

12.00

2.08

3.8

0.69

9.00

0。 71

2.5

1.50

4.2

1. 11

2.5

1. 12

9。 17

2.07

A

B

C

D

E

F

5

4

5

5

3

4

5

4

5

5

4

2

15

12

15

15

10

11

5

5

5

5

5

5

10

9

8

9

8

9

5

3

5

5

4

4

11

5

15

8

6

6

36

26

38

32

24

26

M

SD

4.5

0。 76

4.3

0。 75

4.2

1.07

13.00

2.08

3.8

0.69

8.83

0.69

1.8

1.46

4.3

0。 75

2.3

1.88

8.50

3.31

30。 3

5.34

A

B

C

D

E

F

5

3

4

5

5

3

5

5

4

4

5

5

3

3

3

5

5

3

13

11

11

14

15

11

4

5

3

5

5

5

5

5

5

5

5

5

9

10

8

10

10

10

5

4

5

4

5

4

9

6

7

10

12

8

31

27

26

34

37

29

M

SD

4.2

0。 89

4.7

0.46

3.7

0,94

12.50

1.61

4.5

0.76

1.8

1. 21

4.5

0.50

2.3

0. 94

8.67

1,72

∞。6

3.42

52



教科 〔算数 )教 材 <″ を使って )  2時 分  5年

目 的 的 態 度 個人学習の態度 話 し合いの態 度
総 計

計 計 計

A

B

C

D

E

F

4

1

3

3

3

5

12

5

10

8

13

13

2

4

2

5

5

b

2

3

3

3

4

3

4

7

5

8

9'

8

1

4

1

1

4

5

3

5

4

5

5

7

8

7

6

11

8

23

20

22

22

33

29

M

SD

2.8

1.21

4.3

0。 91

3.2

1. 21

10。 17

2.91

3.8

1. 34

3

0.58

6.83

1.77

2.2

1. 34

4.5

0。 76

1。 2

0.37

7.83

1.57

24.8

4.60

A

B

C

D

E

F

5

4

4

5

1

2

5

4

5

5

4

3

13

11

12

14

10

8

5

5

5

3

4

3

4

5

4

乙

3

2

9

10

9

7

7

5

5

3

5

5

3

3

3

1

2

2

1

1

9

6

10

9

6

5

31

27

31

30

23

18

M

S:D

3.5

1. 50

4.3

0。 75

3.1

0。 86

11. 33

1,97

4。 2

0。 89

3。 7

0。 94

7.83

1.67

1.8

0.69

4

1.00

1,7

0.74

7.50

2.06

６
。

４
．

A

B

C

D

5

3

3

3

5

3

4

3

5

4

3

3

15

10

10

9

5

5

3

4

5

5

3

2

10

10

6

6

5

1

3

2

2

5

2

4

5

4

2

3

12

10

7

9

37

30

23

24

M

SD

3.5

0。 71

3,7

0。 68

3.7

0.68

11. 00

2.35

4.1

0.69

3.7

1.06

8. 00

2.00

2.7

1, 21

3.2

1.06

3.5

0.82

9.50

1. 80

53



算 数科の態度 的 目標

国語科態度的園標 (読む・ 書く )

1: 筋道の通 った考え方を育て、 ものごとを合      む。

理的に処理する態度。 4年  むずかしい文でも、最後まで読み通す。

2 新しいものごとを理解しt創造する態度。 .  5年 読書のしかたを反省して、その向上をは

|             かる。

饉 鐘 別 翻 標 6年  自分の生活や意見と比べなが ら読む。

計 算

豪数を通対する認識を深め、基本的な計算能力を   書くこと (作文 )

身につけ、数に関する判畿や見とおしを立て、    1年  簡単な文章を書こうとする。

実生活に適用してい く態度。 2年 進んでllF序 よく文章を書こうとする。

o量 と測定量についての基礎的な知識を習得さ   3年  文章表現することに意欲を持ち、かな り

せ、■ll定の基礎的な技能の習熟をはか り、それ      長い文章で も書こうとする。

総 括 的 臨 標

1児童の知的活動を数理的な面で最大限に伸ば   読むこと

そ:う とする態度。

具 体 的 自 標

が鞠確 0能率的に活用する態度。

図 形 |

1空間と区形に関する直観洞察の能力を養ぃく

ふう倉J造する態度
=

数 量 1関 係    |

関 数

事象の中にとらえた関数関係を、ものごとの

処理や問題解決に利用する態度。

式 。表示記号を使って
°

数量図形に関する事がらや関係を簡明に表現

し、ものごとを正しく処理する態度。

文章題

文章題新しいものごとを理解し創造する態度。

各 学 年 別 目 標

上記目標に直結し、内容 0生活経験に基づい

て行う。

54

1年 興味をもって読む。         '
2年 進んで楽しみなが ら読む。  .   :
3年 登場人物の気持ちになって考えなが ら読

4年  自分の考えをはっきりさせて、文章に書

き表わそうとする。

教科の特質上

理科の態度的目標 (認知園標 )

仏 観   察 実  験 all  定 操作技 術

大 きさ、色

形、個 と個

の比較 をし

て観察する

態度

教科 書を も

とにして実

験 を考 える

態度

手の親指と

小指とのは

ばや、テー

プ、ひもを

使って測定

する態度

実物を指示

して使用順

序を話し合

う態度

手ざわ り、

におい、味

などの情報

か ら観察す

る部分 と部

分の比較す

る態度

実験 をして

い くい く
'頂

序について

考え る態度

■ll定に使用

する用具を

準備する態

度

速 く正確に

llH序正 しく

使用す る態

度

実験に必要

な材料、用

具

'方法に

を

必要器



学 習 に 対 し

① 進んで話す。

② 落ち着いてはきはきと発表する。

③ 終りまで注意して聞く。

④ 話し手の方を見て聞く6

⑤ わからないことを聞きかえす。

① 自分の意見を仲間にわかってもらえる

ように話す。

② 仲間が話しやすい態度 (う なづく)で

犀暑く。

目的、その場のようすを考えて話す 。

自分の意見と比較しなが ら聞く。

要点をメモしなが ら聞く。

に 対 し

わけへだてせず、誰 とも仲よ くする。

わがままをやめ、 きまりを守 って仲よ

く学習する。

① 公平な態度で学習する。

② 仲間の良い意見をすなおに自分の考え

にとり入れる。

1.バ ズ学習の有効性を 3教科以外への適用。

2.複習バズを日課の中でどのように位置づけ

効果を高めるか。

3..望 ましいバズグループの科学的研究。

4.バ ズ学習の評価とフイー ドバックの関連。

5。 バズ学習と学習の進度 との関係 。

6.バ ズ学習と生活指導の統合。

7.親への啓蒙 (意識の改革 )。

8.望 ましい通知票のあ り方。
・

9.個人カルテによるひとりひとりの学力保障。

以上のほか今後に残された問題は山積してい

る。本年度ようや く門戸を開いたにす ぎず、そ

の成果は微々たるもので真に子どもたち願いが

かなえられたか、地域社会の人々lrc新 しい指導

法に対する理解が得 られたかを思 うとき空虚な

感がする。ヒノかし、今後残された問題点、困難

点を克服して豊かな人間関係で学習を促進する

新しい民主的な学習指導法の研修に情熱をささ

げる教師全員の取 り組み姿勢に継続 してご指導

を賜わ りますことを念願します。

低

学

年

中

学

年

①

②

③

　

間

①

②

高
学

年

　

仲

　

⑪

〇

③ ①

積

⑪ ①

O①

③ ①

協力的 。建設的な態度で学習する。

極   性

困っている仲間をほっておかない。

わからない仲間の質問に答える。

(わ か らない事をすすんで聞 く )

質問に説 ll■ 方法を考えて援助する。
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今 後 の 問 題 点



ン シ

は  じ  め  に

ひとりの喜びは、みんなでわけて、大 きい喜

びにして喜びあい、ひとりの悲 しみは、みんな

でわけて、小 さく背負いあい、みんな仲よく、

ひとり残 らず………。 この精神を忘れず、ひと

りひとりの子が、話せ る学級集団づくりを目ざ

しました。

4 月  明 るくはきはきした学級の子に育

てたい。低学年は、話し合いの訓練の場である

と言われ るが、 どの子 も話せ る子に………。

1,「 はいJと 返事のできる子。

2.「○○です」語尾まではっきり。

3.先生やお友だちに聞こえる声で。

すすんで、大 きな声 をだして話せるようにな

った子をどんどんほめてい く。徹底すること約

一か月。

5 月  班編成 ふたり集団

とな りどうしで、話しあう訓練の場をつくっ

た。

ご
一ばんすきな友 だちと班編成 をする。 しか し

協調性のない班 もみえだす。参加できla_く しヽ班

は、考えたり、話しあったりすることを好まな

い子がいる班である。

も 蝿  バス形式の中 lr_、 スキンシップに

よるバス学習が生まれ る。暗中模索の中に生み

だされたものである。 どの子 もひとことでいい

巨.実 践 記 録

ップ に よ るバ ズ 学 習

第 1学年 教諭

助けあって話す場、考える場、ぶたりのふれあ

いの場である。低位ではあるが どうして も、話

す機会 を得 られなかった子たちの集団を救いだ

した学習方法である。

↓‐       ‐

みんなが、話しあう全員参加の学習

方 法  ふたり集団

耳 もとで。「あのね」 と相談、わかれば、

うなず き合い、「 わたしもそう思 うのよJと

耳 もとでささや く。相談したことをふたりで

なかよく発表 をす る。

発 表  話しことばを、文節に分ける。

ザ
A児が、発表をするとB児にタッチしてt

ふたりでなかよく発表 をする

き ようは、大へんよい天気です。

この方法をとると、一方の友だちが考えたり

相談したりするので、自分も参加しなければ、

全員の場で、発表をすることができない。責任

が果たせない。幼 ぃ子 どもに も、 自己にきび

しい場ができ、真剣に話しあいをしだした。勇

気をだして、全体の場で発表をす るようになっ

た。 A児はB児 の手 をしっか りにぎり立ちあが

る。ふた りだけの合図をしなが ら、責任を果た

していった。
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A児



ひとりの思考の練 りの不足 も、ふたりになれば

深 くしてい くことができた。

ア 月  文節に分けて発表 をしていたが、

このころになると、文の発表にまで話しあうよ

うになった。

K児「 ありは、はとをたすけようとして、 りょ

うしにち力>づ きました」

A児「 りようしの足に、ありはかみつきまし赳

ここまで、子 どもたちは成長しました。本当

の意味の全員参加の学習となりましたが、ここ

でまた、つまず きました。

長所 どの子 も話し合いに参加できたこと、

責任感が もてたこと。

短所 一方の意見に流れ易くな り対立の意見

が
‐
でにくい。

対立す ることがないので、内容が高ま

りにくい.

9 月  4人 の班編成

ふたりの班 を他の班 と組ませる。気のあった

班がで きる。 4人の班の中から、バズ長 を互選

させた。

バズメンバーの基本語型をきめる。

バズ長「○○さんどう思いますか」

A 児「 わたしは、○○だと思います」

B 児「わたしも、○○です」

C 児「 ぼくの意見は、反対で○○です」

バズ長「 ぼくの意見は、OOです」

以上のような話型に子 どもたちを訓練す る.

どの班の相談のしかたがよいか。班全員の発表

を、学級全体の場へ持ち込む。

C班の例

A「 Bさ んどうですか」

B「 たべ させてあげないよ」

C「犬やねこてつどうたか」

D「なぜたべ させないときまっとん。 きまっと

うへんで」

A「食べさせ る意見に反対ですJ
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K「 C班の Bさ ん lra、 どちっちの意見かわか ら

ないです」

U「 Bさ んの声は小 さいです。 もっと大 きく言

ったらいいです」

班の相談のしかたを、学級全体で批評しあっ

たことは、大へんよい結果 となった。 どの班 も

リーダーが育ち話し合いが、よくなってきた。

よい班の例を参考にして、 自分の班の特質 を生

かし、それぞれの班の長所がみえるようになっ

て きたが……………。

型の _Lでは、 4人仲よく学習をしてい るように

みえるが、友だちの助けがなければ、学習でき

ない子がいる。ふたりで伸よく責任を持 って話

しあっていた f― が、 4人になると「 あなたよ」

「 つづ きよ」との触れあいがな くなり、リーダー

が、班の責任 を持つ場が多くなってきた。

0ど の子 もバス長をすればよいが、幼い 1年生

の Fど もの中には、自分で話す ことす らでき

ない子どももいる。楽 しく学習に参加す るこ

とが精一杯の 1年生の子どもの姿であること

を、教師は忘れてはな らない。

どの子も同じように、真剣に考え、話し合い

責任 を持たなければ、ひとりひとりを生かす

学習は、育ちにくい。 ひとことでいい話せ る

子に、 との願いを忘れてはな らない。

10月   3人 集団の班編成

4人の代表 をして言った りまとめたりす るこ

とのむずかしか った子たちも、 3人集団になる

と、それぞれの責任 を持ち、ふたり集団のよう

に各 自が責任 を果たしていった。

2.3.が、まとめた

意見を発表する。

キンシップによる発表

―

一

司会 まとめ役  1.



1.2.3共 に責任があ り、落伍者 をつくらない

ように、 3人が協力をす る姿勢ができだした。

人の意見を聞かないで、ぼんや りしている子に

は、班員が「 おともだちの目を見てきく。のよ」

「 あなたは、つぎよ」 ときびしく注意 をしあっ

た。

自分で考え→話しあい→班の意見をまとめる

→発表 をする。

3人集団になってか ら、 自分たちの班の意見 と

ちがっていたら「だれさんに質問します」「○

班に質問 します」「 ○さんは、同じグループだ

のに反対の ことを言うたらおか しいです」「 グ

ループの人助けてあげなおか しいですJ

このような姿に子どもたちが成長しだすo3人

で助け合い、質問に対しては、本人が言えない

ときには、班の 子がかわって発表。助けあ う中

に も個人の考えが生 きるよう……。低学年では

個の考えを大切にしてい る。

3人集LNllに なってか ら、 リーダーである子が全

体の場で発表できなかったH子 を励ますよう、

になった。 S児は自分の発表を減しH子 に勇気

を与えた。「仲間意識が育ちあう」 この ことば

が S児の班に、ぴたり。

はっぴょうできた  1の l H子

わたしは、はっぴ ようをするのがはずか

しくてできません。おはなしをしょうとお

もってもこえが、でなかったんです。 Sく

ん とおなじグループになって、いっぱい、

いっぱい、はっび ようをしました。なんで

かい うと Sく んが「はよういい、はようい

い」 とい うてわたしのふくをひっばってく

れ るんです。

それでもよういわなんだ らSく んが、な

くんです。「みんながんばらなあかんでJ

というてなくんです。みんなができたら、

「みんなできた。よかった、よかった」と

よろこんでくれるんです。わたしも、がん

ばります。

母 親 の 声

今 日娘の作文を読んで、日頭があつくな

り、涙がでました。 S君 と同じグループに

なってか ら、発表のできない娘の服をひっ

ばって発表をさせてくれたこと、発表しな

いと泣 きなが ら娘の発表のことばを、助け

てくれたので、無口な子でも、グループの

力で、話せ る子になっていることが、わか

りました。

先生のおっしゃった、バズ学習グループ

学習の大切なことが、身にしみました。親

子共感謝をいたしております。

スキ ンシ ップ によるバズ学習を通 して、低

位ではあったが、全員話せ る子にな りました。

このような訓1練の場で、低学年の基礎づ くりを

しています。バズ学習 を通して、学習権 を保障

し、明るく生 き生 きした子どもたちに育ってい

くよう。遅々たる歩みですが、毎 日の実践を大

切にしています。ひとりの思考の練 りは浅いけ

ど、ふたり→ 3人→ 4人→ 6人。できる子 も、

できない子 も、ますますできる子に育てていき

√こい。子 どもの触れあい を大切に、子 どもの能

力 をひきだす教師に……・…・0。 先の先を目ざし

て………。

びすむ
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全 員 参 加 を め ざす バ ズ 学 習

1. は し 続バこ

さまざまな家庭環境の中で育ってい る 40名

の児童が、 1つの教室で学習に取 り組む,と も

す ると、児童を無視 した教師中心の一方的な授

業に陥る傾向になる。そのためか、本学級の児

童は学習に消極的で発言も一部の児童に限られ

学習意欲が乏しかった。

そこで、 40名 の児童ひとりひとりの人間性 を

大切にし、 1つの課題をみんなで協力して解決

することの素晴しさを啓じとらせたo｀ との願い

から、ささやかであるが、バズ学習への取 り組

みを始めた。

2。 先は、グルァプづくりから

④ 4月～7月 ペアバズ

メンバーの組み合わせは、能力を基準 として

(交友調査や性格 を加味 )異質の等質になるよ

うに教師が編成した。

発表llEを ①② と決め、グループバズの際は必ず

①の児童が発言してから②の児童が発言するよ

うに、約束をきめた。

しかし、人間的にしっくりいかず、時間内にバ

ズの出来ないグループもあるので、児童の動き

を観察し常に修正するように努めた。

0 9月 ペアバズ～4人バズヘ

入学当初より実施していたペアバズも、仲間

意識が育って くるにつれて 4人バズヘ と移行す

るようになってきた。 4人バズは 2組ペアが集

まって行な うものである。
|

発表llIも ペアの時 と同じく、消極的で発言回数

の少ない者から①②③④と番号をつけ、①～④
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のllkで 発言をしている。

「 3人寄れば、文珠の知恵」 とか、

2人 よ り4人の方が課題解決のしかたが様々

思考活fJJを より高めてくれ る。

3.話し合いのヨ1練

0聞 き手の方を見 る

Oみ んなに聞こえる声

O結論と理由を話す

Oゆ ず り合い全員発表

0目 と耳で聞く

O最後まで聞きとる

O自 分の考えと比較

しなが ら聞く

話しじょうずは聞きじょうず

上記の約束を踏まえて先は個人思考をし、そ

れよ リグループバズヘ入 る。 この際優秀児の先

走った発言で終わることな く、みんなが課題に

向って思考 し発言できる子に育てるために、相

当な時間を要 した。従って訓練期間中は、教材

の遅れもしばしばだったが、児童も教師の熱意

にまかれ何 とか全員が自分の意見をグループや

全体の場で、意思表示ができるようになってき

′こ。

「小さい白いにわとりがしたこと」 を調

べ る勉強 をしました。 はじめは、本を見な

が らひとりしらべ をしてノー トに書 きまし

た。 それか ら松本君 とノー トを見せ合 って

話 し合いました。ふたりとも同じでした。

わたしは、みんなの前で、むざまき、むぎ



か り………。と発表 しました。

みんなが手をたたいてほめてくれました

なんだか勇気が出てきました。・………略

0こ れは、 K子が発表 をしたときの喜びを、

作文に表現 したものである。 この ときのK

子の発言内容は課題に対する答ズバ リで、

それに賛成す る児童 も多 く嬉 しそうだっチ亀

OK子以外の児童への働 きかけ。

○○さんのき ようの発表は素晴 しかった

ね。問題をよく聞いて自分でよく考え、そ

して○○君 ともよく話し合っていたか ら、

みんなの前で も発表ができたのです。

もう一度みんなではめてあげましよう。

(全児童拍手す る )

さあ、○○さんの次によい子になるの

は、誰かな? 先生楽 しみにしている島

と話し、 きょうよりも明日への進歩を期待 し

た。

L記の言葉にのって、 II子 OM子 OH児 0

Y児・… 0。等、グループ内だけでなく、全体バ

ズにも積極的に参加するようになってきた。

4.ひとりひとりが、課題をつかむ

教師が大きな声でしゃべ り自分だけがわかっ

たような気になって進み、肝心の子 どもは今何

をしているのか知 らない場合がある。そこで授

業の最初に教師は的確な課題 を板書し、全員に

課題 をつかませ るべ く罰慮した。

④ 全員に課題をつかませるが1練 をする。

O黒板の課題 を全員で声 を出して読む。

0黒板 を見ないで言 う練習。

Oペ アで課題の確認をしあう。

0全体で課題の確認をしあう……これ らを毎

時間繰 り返す うちに、教師が今日のlit強 は

……0と 言い板書 しはじめると 80の眼が一

斉に黒板 を注目す るようになってきた。

○ 課題の把握から個人思考へ

一算数 (た しざん )の授業よリー

あわせ るとなんこになるか。

|ぺ
が要ト

0全員が「 13こ Jと 正答を出したので、答

の出し方について考えさせた。

答の出し方 グループバズより

0102・ 3・ …と数えれ 左のように、ひと

りの力で考えつかな

い多くの方法が出さ

れたが、検討の結果

8+5と して考える

ことになった。

子供の素本卜な知能を

大切にしなが ら、筋

道にかなった人間に

育てたい と反省 させ

られた。

O頭で計算す る。

08+5=13

08+2+3=1

05+5+3=1

05+8=13

5。 今後の課豚

バズ学習は、学力を伸ばし人間関係 を高める

ための指導体市」と理解 したものの、 D子の作文

のごとく、個人思考を疎かにし人 を頼 る傾向が

見 られる点研究を続けていきたい。
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バズ学習はいや    D子 の作文

算数の時間にたしざんをする時○○さん

は私のを見ました。か くそうとしたら「 こ

れ教えて」 と言いました。 とうとう私のを

見て、書いたったです。



ひ と りの と りこぼ しも許 さめ
バズ学習 を鵡 ざ して

I バズ学習へのとりくみの動機

4月 にかわいい 1年生 41名 をむかえ_、 1目

もはや く学校生活に慣れ るよう、教師 として励

んだつ もりであったが、日がたつにつれて、さ

みしそ うな子、だまっている子、なにか不満の

あ りそうな子が次第にはっきりとしてき、気に

な りはじめた。 そこで児童が積極的 lla学 習に参

加し、児童どうしのコ ミニュケーションを高め

るためには、 どうすればよいかが当■l~の 課題と

考えた。そのために基本的な要素 となるのは、

支え合 う仲間づくりであ り、バズ学習であると

考えた。

Ⅱ 実践の具体的方法 (話 し合いの深め方 )

02人の編成に①②の番号をつけ発言の少い①

の子から発言することを約束する。よく発言

する②の子は、①の子の発言をまず聞くこと

と約束する。教師は常にこの約束が守れてい

るか気をつけてみる。②の子が先に発言して

いたら注意する。そして隣どうしのバズがで

きたら前の子と、次にななめ前の子とバズを

していくことを約束する。

″o上手に聞けている②の子をほめたり、なかな

か言えない①の子を、その場であるいは目記

帳をとおして励ましたりする。

O①の子については、給食の時、遊び時間等、

機会をみつけて教師からいろいろ話しかけ乙

そして①の子が考えていることが気軽に話せ

る子にしむける。

O毎 日終会時に、個人個人の自己評価をグルー

プごとにして、聞き方の不充分な子、話しあ

いが不充分な子、発言が少なかった子に、励

ましの言葉を与えたり、原因を考えたりする。
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Ⅲ 実 践 Bll(理科 )

(1)単元 すなぐるま

(2)本 時の目標

0砂車の回り方は、砂車の羽根に当たる砂の

量によって変わることを理解し、砂の量と

羽根の押され方(力D関係を考察する。

0友達の考えを聞き、自分の考えを深める。

(3)展  開

仮

説

学習 1砂 を多く落とした時 と少なく落とし

課題 |た 時では、 どちらが速く回るか。

教師の発問 児童の活動

1.ど ちらが速 く 11.課題 をつかみ

回るでしょう。 1 予想する。

(個一グー全 )1 多い→速い ?

2.調べ るにはど 12.条件を考え孔

うしたらよいれ 1 場所→はし

(個一グー全 )1 高さ→高く

穴 →人小

3.落 とす砂の量 3.や っば り多 く

落 とした方が速

く回った。早 く

砂力対よくなった。

検

証

を変えて回 り方

を調べよう。

(グ )

4fぜ速 く[コ るθ)

でしょう。

(グー全 )

4.考え話し合う。

多いと重いか ら

羽綬を押す力が

強いのだろう。

|

14.多
く落 とす と

結
果

の
考
察

実
験
計
画



-

Ⅳ 指導の結果と考察

0課題が児童か らでたものであり、焦点化した

言葉であったせいか、児童は、課題 をしっか

りつかみ、す ぐ個人思考し、書 き、予想バズ

も自信を持って発言した。

O教師のゆさぶ り方の研究が不充分なため、児

童は教師のゆさぶ りにのってこなかった。

O協力し合って仲よく実験 し、実験は 100%成

功実験がおわったグループか ら自然に解決バ

ズができ、正しい答がでた。

Oバ ズをしたあとは、 2人または 4人がいっし

よに立って発表するため、たくさんの児童が

よく発言できた。

O「なぜ、そう思 うか」を、 もう少 し入れて個

人思考させ、バズさせ た方がよか ったのでは

ないかの

O展開の 4に つぃては、 2人の児童が気がつい

ただけで、やは リシーソーの学習 をとばして

砂車に入 ったか ら無理だったのだろうか。い

や 、 電F、 手ごたえを感じさせたらよ

か ったのではないか。

V バズ学習のとりくみにおける児童の声

反省と今後の問題

0考 えたら(個人思考 )勉強がよくわかる

ようになってきま tノ たO

O一 斉学習の時は、なにかわか らなくて困

ったけれど、バズ学習をしだしてか ら、

なにかよくわかってうれしいです。

Oこ れか らも、もっともっと、バズ学習を

したいです。

0グループバズのあと2人または 4人で発

表するのは、元気よく言えてよいです。

0バ ズ学習をしていると、みんなと仲よく

なれてとってもうれしいです。

0バ ズ学習をしだしてか ら、発表がよくで

きるようになりました。

Oぼ くは、もっとがんばりたいです。わた

しも、 もっとがんばりたいです。

0わ たしが先に意見を言うのに○○くんが

先に言うくせがでて困 ります。

。①の人が言うの を待っていたら、先生が

「はい、やめて」 と言ってので困りま塊

先生、もう少しバズをする時間を下さい。

ゴ1で3_3_li  l

Ⅵ 今後の課題

0個人思考を深める場 をどう設定 したらよい力ゝ

O話 し合いの深め方 を、 どう展開させ るか。

0よ い課題 とは、いかにあるべ きか。

Ⅶ 変わりつつあるN君

一斉学習の時のN君  (4月 )

暴力、友人か らの批判、内面は神経質、

時々泣 く尋ねても黙 って言わない。 5月 ま

で要保護家庭、 4人兄弟、狭い 1二 2部屋

に、 6人暮 し、父病弱 ざみでお酒好 き。

バズ学習をしだしてか ら、また給食時等教

師とよく話すようになってか ら、 N君の顔

に明 るさがみ られるようになり、暴力はな

くな り、友人か らの批半Jも 少なくな り、学

習に積極的に参加 し、発表 も大変元気よく

できるようになってきた。事後テス トの用

紙をくばったとたんに「あつ、やすぃな瑚

と言いだしたN君、変わ りつつあるN君、

今後 も、教師のN君に対する愛情まわ りの

N君に対す る正しい見方、考え方を育てる

ことに努力していきたい。人間の能力、意

欲は、集団の中で伸びてい るとい うことの

事実にたって努力していきたい。
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楽 しく話 し合 える子 どもた ちをめ ざ して

<第 一 歩>|

バズ学習は、ひとりひとりの子 どもを生かす

ために、大切な効果をもたらすことを教わった。

子どもたちと共に学び合い、前進したいと夢を

持 ちなが らも、反面、不安の方が大きかった。

｀
お互いに相手をだいじにして協力しょうとす

る態度がなければバズ学習の意味がない、 とい

うことか らすれば、自己中心的な子どもたちの

実態にはあまりにも開 きがあ りす ぎる。

-42名 の子 どもの姿ニ

(1)だれかれ となしに話 しかける子。

(2)教師の質問には小声で答えるが、友だちと

話せない子。

(3)自 分に都合が悪 くなると、友だらの名のみ

を言ってくる子。

(4)グ ループ内でいつ も先に国出しをする子。

(5)グループでは話し合いに参加す るが、みん

なの前では言えない子。

(6)休 憩時にはよくしゃべ るが、教室では話せ

ない。など

こうした開きを少しで もせばめ、特にもの言

わぬ子 を言 える子にとい うひとつの目的をもっ

て、先ず、人間関係 をほぐすことか らはじめた。

<K子 と共に>

K子は上記の うち(2)の存在で、わたしの話し

かけにも一度で答えたことはない。数回重ねる

とかすかに答えるのが入学当時の姿であった。

このK子 とK子に似た他の消極的な子どもたち

に、ぃきな り話し合わせ ることは尚のこと心 を

閉ざしてしまうことになり、次のことを試みた。
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◎一日の うちのよいことを出し合 うc

男女で 2人組 をつくっているが、K子 には

人数の都合 もあ り、 リーダーもできやさし

さのあるT子 と組ませた。この T子にわた

しか ら「 K子 さんは、話がじょうずに聞け

ていた」 とか、「おかずがじょうずにくば

れていた」 と、みんなの前で言わせ、学級

全体で認めるようつ とめたc

数 日後、K子 を呼んで喜びを聞 くと、みん

なの前で、「 T子 さんは、やさしくしてく

れてですJと 、言 うことができた。

◎ しりとりあそび

ふたりでみつけてできるだけおとなしいほ

うが言う。

◎おはじきあそび

◎おにごっこ

◎ 2人の意見発表は手をつないでいっしょに

言 う。

K子は自分 を認めてもらうことか ら少 しずつ

顔 をはころばしかけ、そばにT子がい ることで

みんなの前でも国を開きだした。

しかし、学習の場ではやは り話し合 うという

望ましい姿はあまり見受けることができない。

そこで考えなければいけないのが、 2人でみつ

けられ るやさしい課題である。

さんざょが およぐときに うごかすのは

どこでしょう。

きていますか



実際目の前に具体物を置き、はっきりとらえ

られる解答をお互いに確かめ合 うことで、 2人

の話し合いとした。そして、 2人のたしかめ合

いをしたことにつぃて、

「 2人ともよく見ていましたね」

「 K子さんは、おはじきをひとつひとつおさえ

てかぞえていましたよ。だから正しくかぞえ

られたのですJ

など、態度面をみんなの前ではめるようにし

て、喜びを持たす方向につとめた。…。…………

K子 を中心にしたとりくみが長い蘭かかった

が、 1学期未には、K子 も発言回数を増してき

た。このK子ののびは、 K子 自身の努力もさる

ことながら、グルァプの子どもを中心に、学級

の子どもたちも、聞くこと、待つこと、認める

ことなどの学習が深まった。

<Aグループの話し合い>

花が しぼんだあとは、 どうなるだろ う。

個人思考
―

かれてしまう。

たねができる。

みができる。

観察をしなが ら、グループでの話し合い一――

緑色のたねの先に、まだかれた花みた

いなのがついてい るよ。

やあ、ほんまや。 これ もついてるで。

花がしぼんだあとに、緑色のたねがで

きるのやな。

そうや、この上の方があとか ら咲いた

やろ。それで緑色 してい るもん。

B 茶色になってるのは花がはよう咲いた

ほ うやな。

D

A

3

A

D

C

黒いたねが 5つ もはいってる。 (茶色

の実をつぶしてみた )

緑色のもつぶしてみよか。

白いな。

黒いのと形は同じや。
‐

緑色のがらいとのましたらt茶色にな

って、ほんまのたねになるんやな。

緑色のをみというのや。

Ｂ

　

Ｄ

グループの話し合いにより、個人では気がつ

かなかったことを見つけ、教え合い、見せ合い

なが ら自分たらで学習しょうとした。その中で

も、 Bが前述の K子で、 グループによって楽 し

く観察し、意見を述べていた。

<子どもたちの心を、大切に>

まだまだ自我の強い子 どもたらのい る中で、

時には助け合い、認め合っている姿を、わたし

自身がす るどく観察し、共に一歩一歩前進 して

いきたい 6

O花がしばんで落ちたあとに、緑色の小 さ

くてやわらかい実ができるが、育つにつ

れて、茶色 くな り、力ゝた くなる。

O茶色にならた実の中には、黒 くてかたい

たねがあり、まいたたねとよく似ている。

グループ勉強はす きです。 りかのしいそ

うの勉強で、わたしがわか らないときに、

Sさ んが、「同じぐらいのねんどを作 った

らえん とちが うかJと いいました。グルー

プの子らが考えて「 そうやで」 といってく

れました。わかったか ら手 をあげて、先生

があててくれてのを待 ちました。

緑色のたねと茶色のたねができている。

たねいうのは黒いのやからt緑色のは

ちが うと思 う。

たねは、 こんなかわの中にはいっ

のがそうやで。
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理 科 学 習 に よ る全 員参加 の
バ ズ学 習 をめ ざ して

1. は  じ  め  :こ

バズ学習によって、学習意欲 を高め、学習内

容 を、より深めてぃくためには、まず第 1に、

児童が積極的に、話し合いに参加して進めてい

けるかどうかに、 かかってい ると思 う。

遊びの中においては、 どの子 も、自分の意のま

まに、伸び伸びと話し合い活動を進めてい るの

に、一歩教室へ入 ると、 とたんに無気力になり

何 も言えなかった り、 たとえ話し合いをしてい

るようにみえても、中味のない無意味なもので

あったり、出来 る子だけの意見の交換や、押 し

つけが、たびたびみ られ、一言も発言のできな

い、いわゆ る お`客さん、をつくってしまって

い る。

あの遊びの中での伸び伸びとした話し合い活動

を、なんとか教室の中へ もちこみたい。教室の

中の全ての子が、その子な りに学習に取 り組み

自分の意見をもち、みんなの前ではっきりいえ

るようになってほしいものだと、理科学習を通

して、全員参加の学習へ取 りくんだ。

特に理科の教科を選んだのは

国語…読解力のある子とない子の差。

算数…理解力、応用力のある子とない子の九

社会…経験の豊富な子、乏 しい子の差。

な どか ら、発言しにくい場合があるが、理科の

場合、実験・観察など、直接変イしが取 らえられ

ることか ら、 自分の発見 したことが、比較的 ど

の子も、いいやすいのではないかと、考えたか

らである。

ここでは、発言しにくいAく んの場合を、取

り上げて、少しつづではあるが、進歩していく
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過程を追ってみたいと思う。

2。 理 科 学 習 に お け る A君の歩み

① Aく んの様子

Aく んは、幼児期に大きな病気をし、やや言

語が、はっきりしない。そのため、発言しても

聞きとりにくかったり、調子はずれに大きな声

になったりt発言のし方も、断片的であるため

時々、友達の間から、笑いがおこる。

したがって、本人も気にして、よけい発表がで

きなくなるという悪循環が続いていた。

私は、まず第一にA君の発表を、わらわない学

級づくりにと力を入れた。A君が、発表したら

その勇気をたたえ、はげますことにより、しだ

ぃにクラスの中も、A君を認めはげます雰囲気

になってきた。

また、クラス全体には、話し合い活動の基礎で

ある
｀
聞き方、話し方、の訓1練 をすすめていっ

た。

②  6月 、水にとける物、 とけない物の学習

ここでは、溶解 とは、個体が状態を変えたこ

とであることを、理解させるために、チ ョーク

の粉、 さとう、チーズの粉、味の素 を観察 させ

水に溶か して、その変イヒをみ るとい う指導過程

の中で、 自分のみつけたことを、たくさんお友

だらに、話そうとい う態度的目標 を、ねらった。

T : このそれぞれの粉は、何だろう。 (予想

バズ )

Cl: さとうだと思います。それは、なめてみ

た ら、甘かったか らです。

C2: ぼくは、 よくわか りません。

C3: 自いこなだか ら、これはしおだと思います。

子克



A:さ とうだ。

また、 グループ内で、ボソリと一言い えるく

らいで、全体の場では、だまってしまう。

さらに、聞き方、話 し方の訓練 を徹底し、班長

中心の話 し合い活動をすすめる。

③  7月 、ゴム風船の学習

この単元では、ゴム風船遊びを通じて、空気

の存在や、その性質 を保求 させ るものである。

そこで、空気・水・砂の入ったゴム風船 3コ を

提示し、何が入つてい るか、話し合わせた8

A : これ、つめたいか ら水やで。

これは、砂かな、ザラザラしている。

やあ、かる―い。何 も入ってへんわ。

自分のみつけたことが、以前よりたくさん、

話ヾ るようになってきた。相変わらず、言い方

は、断片的ではあったが・………・・。

A君の母親の声 つぶやきノートか ら

参観日の授業 をみせていただき、かわっ

た勉強のやり方だなあと思いました。

いつも、わかったのか、わか らないのか、

はっきうしない顔をして授業をうけている

わが子が、今日は、にこにこしなが ら、楽

しそうに勉強していました。

こんな顔を、はじめてみました。

うちの子にとっては、いい勉強のやり方だ

と思います。

④ 9月、雨水のゆくえの学習

ここでは、降った雨は、どうなるのかという

課題で、話し合いをさせてみた。

班長 :降 った雨はどうなると思いますか。

C4く ん、いってください。

C4:ぼ くは、土の中にすいこまれると思いま

す。                ´

C5:私 は、川にながれて、海へ行くと思いま

す。

A: ぼくは、太陽のエネルギーですいこまれ

ると層tう 。

グループごとの結果 を全体に発表す る時、A

くんの番になった。

ゆっくりと、たどたどしいものであったが、

「 ぼく ら6Dは ノし¬01ま だな。

たいようのエネルギーで、そらにすいこまれ

てい くのだと、思います」

と、はじめて、正しい話型で発表ができたので

ある。

友だちの日記か ら

きょう、Aく んが、みんなの前で、はっ

びょうをした。はながつまったみたいで、

へんな声だったけど、びっくりした。

たいようのエネルギーってなんだろうと

思ったら、先生が、ねつのことだとおしえ

てくれた。テレビのかいじゅうのエネルギ

ーみたいで、たのしくなった。

雨の りよこうが、よくわかった。

このように、何 も言えなかったAく んが、 グ

ループの中の お`客さん、か ら、 どうにか脱皮

し、話し合いに参加できるようにな りつつある

ことを、 クラスの子供たちも、認めてくれてい

る。そして、「今 日は、 Aく ん、ようはっぴょ

うしょうなあ」 とか、「 Aく ん、がんばっとる

なあ」 と、はげます声が、 きけるようになって

きた。   '

3.さ もヽ こ に

理科学習の予想の段階では、比較的、全員参

加の目標が、達成できた。また、その時々の課

題のよしあしで、参加の望めない時もあった。

今後、全員参加のできる課題について、学んで

行きたいと意を新たにしている。
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全 員参加 の学習 をあ ざ して

亜 攀 級 の 実 態

在籍 41名、特に学習に参加出来にくい児童

3名、 (男 子 2名、女子 1名 )

K児、 H児………知能が劣 る。

A子………知能は中位に近いが、社会性がなく

内攻的で、素直 さに欠け、性格的に問題があ る。

l学期には、登校拒否で、 しばしば学校 を休ん

でいる。                ‐

然 し、 この子達は、運動場で遊んでいるとき

や、家に帰ったときなど、人なみ以上に大きな

声 でものを言 ってい る。それが、教室に入った

とたん、急に人が変 ったように口をとざし、 も

のが言えなくなるのは、なぜだろうか。 ものを

言わない子を作ったのは、子供に発言す る機会

を与えなかった指導法に、主な原因があるので

はないだろうか。

そこで、バズグループによる、話し合いの機

会 を与えることにより、人間関係の緊張を解 き

児童の劣等感、差別感 をとり除きたい。そして

ひ とりの落ちこぼれもなく、学習に参加 させ、

学習効果 をあげたいと考えた。

I グ ル ー プ の 編 成

(1)知能偏差値

(2)学力偏差値

(3)性 格

(4)ソ シオナ トリック (友人関係 )

以上の 4点か ら、男女混合、 4名 の異質集団

とした。又、集団間は、なるべ く等質になるよ

うくふ うし、特に学習に参加しにくい 3名の児

童は、やさしく親切なリーダーの仲間に入れて

や り、又、A子に対 しては、ソシオナ トリック
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を重視 して、気の合 う好 きな友達 といっしょに

してやるよう考慮して編成 した。

尚、 この集団は、時々編成がえをして、特定

の者だけでなく、 クラスの誰 とでも、望ましい

集団が もてるよう留意 してい る。

皿 全員参 加 させ るための努力 点

(1)何でも言える、ふん意気づくり

(受容的、あたたかい人間関係 )

学年当初は、能力の低い発表の出来にくい子

が立つと、「はよ言いよう」 とか、「時間が立

つやんか」 とか言って、いやな顔を見せていた。

そこで、そうした児童にはきびしく注意 を与え

教師 自身が、子供の間違い発言を大事にして、

発言した勇気をほめ、満足感 を与えるように心

がけた。すると子供達は、だんだん教師 を見習

つて、 この頃では、人をさげすむようなことば

や態度 を見せなくな り、グループの仲間が、発

表につまって困ってい る時は、小さい声で教え

てやったり、つけ加えた り、代って言ってあげ

た りして、助け合 う気風が芽生えてきたЭ

(2)学習の中に、気楽に話し合える場 を作 る

ペアで話し合わせた り、 グループで、「 ○○

さん、 どう思 う」 とたずねかけ、 自分が話 さな

ければな らない立場に立たせ、全員が話せ るよ

うにした。

又、全体バズの時は、班長だけでなく、番号

を決めて、順番に、 グループ代表発言をさせ る

ようにした。始めの うちは、 自分の番が回って

きて も、だまって立って、なかなか言えなか っ

もたが、此の頃では、仲間に教えられなが ら、全

員が、何 と力)発表できるようになってきた。



(3)話 し合いの訓練 を身につける

(聞 く態度 )

0耳 をすまして聞く。…・・・友だちに話せ るよ

うに聞こう。

O話す人の目を見 る。……日でお話を聞こう。

O自分の考えとくらべなが ら聞 く。

低学年では、集中して話を聞くとい うこと

は、なかなか困難である。相手が言ったこ

とを言わせて見た り、聞き方の立派な子を

ほめたり、発表者が、「○○さん、 こちら

を向いて聞いてください」 と注意をうなが

し、全員が聞いているかよく確かめてか ら

話させ るよう言|1練 しているが、まだまだ徹

底 しかねてい る。

(話す態度 )

0み んなの方を向いて話す。

〇話をひとりじめしないで、かわるがわる話

す。

Oわ か らないことは、たずね る。

子供たちは、平素の習慣で、教師の方を向

いて発表 しがちである。 これでは子供同志

の対話が出来に くいので、必 らずみんなの

方 を向いて、話させ るようにしている。

又、子供たちは、まだまだ自己中心的で

相手のことが考えられず、発表 をひとりじ

めにす る傾向が強い。 1日 2回 以上発表し

た者は、他の人に発表 をゆず り、全員が発

表で きるよう留意 してい る。

(4)身体 を通しての学習、教具 を使 っての学習

視覚に訴えての学習 を、出来 るだけ取 り入れ、

くり返し反復練習す る中で、学習の定着 を図っ

てい る。

(5)毎 日終会時に、点検表により、一日の反省

をグループ毎に行ない、仲間意識 をもたせ るよ

うに してぃる。

Ⅳ A子 の作文

A子の母親か ら

V おわ りに

一学期には、登校拒否をして、手こず らせた

A子だったが、 この頃ではゝ態度 も明 るく、に

こにこ笑顔が見 られ るようにな り、朝の挨拶 も

自分の方か らして くれ るように変って きた。K

児や亜児 も、仲間に支えられ教えられなが ら、

ぼつぼつ学習に参加している。

バズの取 り組みについて、問題は山積してい

る。足 もとか ら一歩一歩積みあげていきたい。

わたしは、みんなの前でだったら、あん

まりはっぴょうが、できなかったけど、グ

ループのときは、よくはっぴょうができて

「よかったなあ」と思いました。

でも、みんなの前で、あんまりはらびょう

しなかったことが、くやしいです。■

それから、 2人で糸でんわをして、わか

ったことがたくさんあって、ゎたしは、「よ

かったなあ」 と、思いました。

また、はんの子は、わたしがわからないこ

とを、たくさん教えてくれたことも、たい

へんうれしかったです。それで、はんちょ

うは、「やさしいなあ」と、思いました。

原くんは、はん・ちょうです。だか ら、話

し合いのとき、うまくみんなのいけんをま

とめて、「えらいなあ」と、思いました6

参観日に、「先生、 この頃よろこんで、

学校へ行 き出しました。そして、学校であ

ったことを、家でよく話します。

今日も『 勉強見にこなおこるで……… 』と

言って家 を出ました」 と、 うれしそうに、

話されました。
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子栄

たせて活動 してい る。

これは、バズ学習を進める上で大切な、分レー

プ内の人間関係をよくす るためである。

O班長 (1日 の生活調べ )

O連絡帳係 (連絡 をした り、連絡帳点検 )

Oプ リント係 (プ リント配布 と収集 )

0整頓係 (机、椅 チ等の整頓 )

あるグループは、 自分たちで、連絡帳を点検

した印をつけるように決めてい る。

次の用意を知 らせ る係を決めたグループもあっ

た。

Ⅲ グルー プバズの 進 め方

① グループ内で発表する順序を決めておく。

(だいたい発表回数の少ない子を先にする )

② わからない子のときは、むりやり言わせな

いで、次の子が発表する。それを参考にさせる。

③ 全体バズでは、その時間あまり発表してい

ない子が、グループバズの結果を発表する。

(初期は、日まねでもよいから、その子に発

表させ、だんだんと発表に慣れさせる )

④  lつのグループが発表 しているときは、そ

のグループ全員が、満足するまで付け加えをす

る。それでも足りないときは、他のグループが

付け加える。

Ⅳ 算 数科 におけるバズ学習実践 fll

O単元 3の段のかけ算

O発問 絵を見てどんなことがわかります力、

O形式 個人思考→グループ→全体

あるグループの話し合いの内容

班長 H君、わかったこと言いよ。

活動 す るグル ー プ作 りをめ ざ して

第2学年 教諭 藤 本

I グ ルー プ編 成 に つ い て

全員参加の学習 を目ざすために、積極的に学

習する子 も、消極的な子 も、 どちらも生かせ る

グループ編成 をしたい。

その上、話し合い をスムーズに、かつ活発に進

行 させ るために、社会相互関係、学力、性格等

を考慮して編成しなければな らない。

Oグループ相互は、等質で、 1グループ内は

異質 とする。

02人バズと4人バズの場合を考えて、 1グ

ループを4人 とす る。

消極的な子を重視し、その子たちが、活動し

やすいグループ構成 を行なった。

Fll l A地区のM子 もH児 も、学級内ではおと

なしく、気 も小 さいので自分の意見がはっき

りと言えない。 しかし 2人は、家 も隣同志で

仲 もよく、下校時や地区内では活発にな り、

2人の間では、なにでも話しができる。それ

を生かして、 2人 を同じグループにした。

例 2 算数のおくれてい るT子、 F児 には、だ

れにでも親切で、いば らない I児やM児の と

な りにすわ らせた。わか らない ときには、解

き方などを教えてもらえるようにした。

例 3 活発すぎて、自分ひとりだけ進 もうとす

るY児には、 もうひとり活発なA子 と一緒に

させた。A子は、活発だけど、友だちの意見

も聞けるし、指導性があるので、 Y児 を抑市1

できると考え同じグループにした。

エ グ ル ー プ 活 動

それぞれのグループ内で、ひとりひと役 を持
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H児  (しばらくだまっていて、班長の さいそく

でやっと )ぼ くわか らへんのです。

K児  ぼくは、 きくの花が 3本づつさいてい る

ことが、わかった。

M子 わたしも、K君 と同や。

班長 わたしは、花が 3本づつとい うのと、 う

えきばらが 6つな らんどうことがわかっ

た。 H君、みんなが、言ったのんわかっ

たか。茜ってみ。

H児  うん。 きくの花が 3本づつやろ。うえ木

ばちが 6つあることがわかったんや。

H児は、 もたもたしなが ら、みんなの言った

ことを繰 り返 して言った。そして、全体バズで

は、H児が立 って発表 した。

以前は、立って も何 も言わずに、ただ黙って立

っているだけであったが、何回もお うむ返 しの

ように、話してい るうちに、少しずつ言えるよ

うになってきている。

しか し、まだH児は、学習意欲があまりなく

自分か ら進んで「 わか らない」 と言えないで、

話し合いに参カロしないことが多い。

V バズ学 習 を 進 め る な か で の

児 童 の 声 と 親 の 声

○ぼくは、Mち ゃんとな らんでいます。Mち

ゃんと、よくべんきょうができるか らとて

も楽 しいです。

L/11ち ゃんだけとちがって、はんの 子たらと

べんきょうするのは楽 しいです。

とくに、話し合いの ときは、よいいけんが

で るので、よいべんきょうになるし、人の

いけんが、よくわか ります。

ぼくは、楽 しくべんきょうできるはんにな

れてよか ったです。

で もときどきふざけた りして、はんちょう

の言 うことを聞かなかったり、先生のお話

しを聞かなかったので、ぼくはわ るいなあ

と思いました。

そして、はんの子は、ぼくが、わすれ もの

をしても、よくかくしてくれます。

ぼくのはんは、 4人 ともなかよしですふ

ちょっと前、前に出て発表す るときがあ り

ました。はんで、だれが出るか話し合 って

いると、いつ もだまっていて、あまりはっ

ぴょうしない、 Hく んが、

「 ぼくが、で るわ」

といって、 とんで前へ行 きました。その と

き、ぼくとMち ゃんとYち ゃんは、びっく

りしたり、 あされた りして、 ちょっとま、

「 ぽかん」 としていました。そして、その

あとで、みんなで、大わ らいをしました。

01学期は家に帰っても、なかなか勉強 をし

ないで、わたしが

「勉強は」

と、聞くと

「 日記と漢字、あとでするJ

と、いって、遊びに行ってしまい、困って

いました。

でも、 2学期頃からは、学校帰ると

「勉強しよ」 といって、机に向っています。

また、「仲よし勉強だJと いって、友達と

一緒にしています。

この間、もらってきた学級通信「 ピーター

パン」を読んだ後、

「 グループでする勉強どうや」

と聞くと

「 うん、ぼく、グループ勉強すきや」

と、 うれしそうに言っていました。

今、習っている、 e、 deの勉強がおもし

ろいと、いっしょうけんめいです。いつま

でも勉強がおもしろいと思う子でいてはし

い 。
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が )班での上手なバズ学習ができず、 1人発表

を独占したり、また、ふざけてしまったりす る。

休み時間でも、友だらのいやが ることを平気で

し、同班の友だらか らも、また、他の班の友だ

らからも排斥の状態が激しくなって きたJ一―

のが 1つ。 もう 1つ の班は一一一 男女間の対立

が激しく、その場その場の適切な話し合いがで

きなくなって きていた。一一一 のである。

III 班 編 成 へ の 取 り組 み

初めの班編成は、児童か らの意見 。希望を聞

かず、教師の方で、知能・性質・友だら関係 e

運動能力を考えながら、一方的に決めたの しか

し、上のような結果をつくってしまった今、教

師の一方的なや り方では、い くら「良し」 と考

えて も、児童間の心のつなが りは、分か りかね

るものがあることに気づいた。

(1)そ こで、ソシオナ トリックテス トを行なっ

た。M男 は、被排斥数 18で あった。クラス全

体、相互排斥は もちろん、排斥 0被排斥の組み

合わせ も避け、能力等質で、バズ学習に取 り組

んで 2回 目の班編成 を行なった。人数 も、 1回

目は 506人 組みにしていたが、話し合いに無

理が見 られたため、 4人にした。 (男女は 1回

目と同じく同数 )

(2)編成替えをして、順調な出発をしたのだが

1か月が過 ぎようとしているとき、M男 のい る

班に問題が起 きてきた。指導性があり、細かい

ところまでよく気のつくD「lttN子 は、M男 の行

動が気にな り、国やか ましいほど注意を与える

のである。そのため、M男 はます ます反抗心を

班 編 成 へ の取 り組 み と今 後 の課 題

第 3学年 教諭 寺 沢 寿美子

教壇に立ちて 4年 目、今年本校に赴任して初

めて本科になり、学級経営も何 もわからず四苦

八苦しながら、その中でバズ学習に取 り組んで

8か 月足 らず。まだまだ明るい見通しを持てな

いまま、今日に至っているのが現状である。

初めは、バズ学習の意味もわか らず、他の学

級の研究授業を見て、ようやくどんなものか感

じだけがつかめたというような状態で、自分の

学級のバズ学習をスター トした。

I 話 し合 もヽ の 方 法

このように、全く伺 も知らない私が、まず壁

に当ったのが「話し合いの方法」である。他に

何の指導もなしに、ただ「班で話し合いなざ」

と言っていたので、自然、「 自由会話法Jに な

っていた。班ごとの話し合いの結果を見ると、

まずまずのできばえで、満足していたのだが、

机間巡視を深めていくと、発表していない もの

がいることに気づいた。そこで、班長の指示で

llk番に意見や感想を述べたり、結果を報告した

りする「輪番法Jを説明し、各班「輪番法」で

やるように指導した。

I 班 編 成 への取 り組みのき っか け

話し合いの上手な班を賞めたり、全体の場で

もう一度やらせるなど、話し合い方が一応定着

してきた6月 の初め、 (班編成 506人組みの

6班中 )2つの班がしっくりしていない様子が

目に入ってきた。その原因としては
-1児

童 (M男 )が、 (発表内容は科学的なものの考

え方ができていて、いいものを持 っているのだ
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起 こしていたず らをし、 N子 もますます気にか

か るといった具合の悪循環をおこしていた。後

半、 トラブルが起 きたその都度、直接指導 をし

ていったが、全`決 しないまま 1学期 を終えてし

まった。今になってみると、 もっと早 く班替え

をしてやった方がよか ったのではないかと反省

している。           ‐

(3)1学期のようなことがあったため、ソシォ

ナ トリックテス トも、小学 3年生に とっては、

その時のほんの少 しの感情で左右され ることが

あ り、そのまま鶏呑みにできないと思 った。そ

れで、 2学期の初めの班編成は、まず班長決定

に立候補制 をとり(立候補の足 らずは推薦制 を

行 った )、 班員は、班長 と班員になるものの相

互選択で決めてい った。班編成にとりかか って

か ら全部終了までに 3時 間を費やしたが、子 ど,

もたちはとてもいきいきしていた。ただ、 1つ

の問題 を残したのは、相互選択の前に、全員の

場で、「 クラス全体の こともよく考えてす るよ

うにJと 言 っておいたに もかかわ らず、 1つの

班だけ、他の班と比べて知能の劣 った班になっ

てしまった。バズ学習の困難 をきたすような時

には、その班を特別指導す ることにして出発 し

た。

人間関係は、 日増しに好ましくなってい った。

しか し、やは り知能の差があまり大 きくては、

どの班に も同じ課題 を与えても、初めのうらは

興味 をもら、バズ学習をやっているのだが、だ

んだんとついていけなくな り、少々の教師の特

別指導 をして も、バズ学習が困難にな ってきた。

児童の自主的な班編成は、人間関係においては

今までにない効果を納めたが、事前の能力等質

の指導を徹底していなか ったため、 この班編成

も行 き詰まってきた。

(4)そ こで 10月 14日 もう一度、班長立候補

制か ら始め、班長が決まった時点で、即、班長

会議を開き、 Fク ラス全体のことを考えるJと

いう視点で考え、一応腹案を持たせ合った上で

全体の場で前と同じ相互選択を行う.た。.そ して

現在、その班編成で授業を行ちてい.る よ ‐

Ⅳ 現在 の状態

人間関係と知能差での班編成上の問題は一応

解決した現在、児童に「バズ学習について」の

感想を聞いてみると

○みんなの意見がわか るようになって きて亀

何かす っきりした感じ。

○前の班の人に、「 N君 は発表 しないでこ|ま

る」 と問いていたけど、今の班ではそんな

ことはない。ち よっと意見が少ない ときも

あるけど、いつも発表 してい る。   :
○友だらが意見 を言 って聰その意見がヒント

を与えてくれるか ら、わか らなしヽ勉強で も

よくわか るようになってきた。   :
○班のみんなと私 と、 ときどきバズのときξ

冗談 を言うことがある。

9バ ズ学習のときに、擁長が問題 を言ってく

れ るのでよくかか って、テス トの点 もよく

なった。

V 今 後 の 鞣 鰈

一応班編成上の問題が解決した今、次の問題

に上ってきたのが、「話し合いの質」である。

上の感想にも出てきてい るが、バズ学習率にさ

わ力ゞしさが力目わったり、 むだ話しが力目わうた の

してきた。            ・

自分の話 していることが櫂手にゎか るとい うこ

と、自分の話したことによって相手が何かを考

えるとい うこと、さらに自分の議したことによ

って相手がイ可かを知 り、
:何

かを倉」造 していくよ

うな質の高い話し合いにするためにはどうした

らいいのか、具体的な方法 。実践を今後の課題

としたい。
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(2)即時評価

今 までの評価は期末に行なわれ、それによっ

て児童の成績が評定 され自己調整の資料 として

よ り優劣の段階づけとして うけとられ失敗のあ

とを見るだけに終 ってしまっていたが、自己評

価をしなが ら自己を調整していかなければな ら

ないか ら毎日毎 日の学習を即時に評価 していく

べ きである。

(3)多 面的な評価

各教科の目標 を理解面と態度面に分けて評価

も分折的診断的なものにする。評価の内容が一

方的に偏向していると子 どもは、その内容に関

した学習 しかしない ことがある。又点取 り主義

にな ったり協力して学習する態度作 りに問題が

起 きる。常に評価は一間一間に対決す ることで

自分の学習の実状 を確認 し自分の誤ったところ

を知って今後の学習への心構えをつくるように

したい。

亜 評 価 の 実 際

(1)日 標の具体化

新しい単元に入 る前に教材研究 をし課題の構

成 をす る。 (3年理科ほうさんの とけ方の単元

により )

0ほ うさんとはどんなものだろう。

0ほ うさんと塩のとけ方をくらべよう。

0と けのこったほうさんをとかすにはどうし

た らよいだろう。

Oほ うさんのとける量は水の温度によってど

のように変わるだろう。

0こ いいほ うさん水は、冷えるとどうなるだ

ろ う。

ひ と りひ と りを生かす
バ ズ 学 習 の評 価 に つ し` て

は じ め 1こ

今までの評価は、あま りに も、児童生徒の優

劣の判定や選抜的な機能に片寄 り過 ぎていたと

思 う。 これか らの評価 lよ 指導 :こ 先立 って、ある

いは指導の さ中で行なわれなければな らない。

そして評価をどのように単元展開の授業の中で

生かすかの指導法 を考える必要がある。

したがって評価 iFCは 2つの側面があ りその一

つは目標にて らして、 どうい う子どもが、 どの

ように、それを実現していったか とい うことと

もう一つは、その実現に対 して教師の指導が ど

のように、かかわ り合 えたか ということがあ る

と思う。

Ⅲ 新 し もヽ 評 価

(1)調整機能的な自己評価

ひとりひとりを伸ばす教育 とはひとりひとり

自ら伸びようと努める人間をつ くる教育であり

1日 も早く教師か ら独立して自ら学習を進めて

い くように自分自身を援助することであると考

えると自己教育が必要にな り自己評価ができる

ことが、指導の最終日標になる。

教育の評価は指導の目標がどれほど達成 され

たかを半J断 し達成状況を知 ることによって教育

計画や指導活動の適否を判断 しその改善を図 る

ことにあるといえる。

だか ら教師は指導計 LEl一 実践一評価 とい うサイ

クル、児童は目標一学習一評価 とい うサイクル

にしたがって進 められ るべ きである。そこに自

己調整機能 としての自己評価が大切になって く

ると居tう 。
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Oほ うさん水 をうすめる|こ はどうす るか。

(2)事前テス ト

課題が決まると、児童が課題に対してどのよ

うに考 えているかを調査的にテス トした。

3学期教材でもあ り、ほとんどの児童は、ほう

さんを知 ってお らず、アルコールランプも使 っ

たことのない全 く未知な従 って同じスタニ トラ

インに立 った学習だった。

そして、 とけるとい うことへの見方は、な く

な る。つぶにな ってきえてしまう。 とけて水に

なってしまう。水とまじって見えに くくな る。

つぶみたいに小さくなって消える。 とい うとら

え方 をしており、「溶ける」 と、「 まざる」の

混同や溶液は透明であり溶けて見えな くなって

も消滅したのではない ことを、おさえる必要 を

感 じた。

(3)学習後の自己評価 (態度 )

3年生で学習を深めるためには人の意見 を聞

く態度の必要を感じ毎時間。

① 発表している人の顔を見て聞いたか。

② へんだと思ったことを質問したか。

③ 自分の意見とどうだったか くらべながら

聞いたか。

を○×でさせていった。そして必ず○○グルー

プと・同じで・違って・つけ加えての前おきを

入れて発表するようにした。同じ意見への時間

的なロスも少なくなっていった。

課題に対する評価はこの時間よくわかったこ

と、 もっと調べたいことを書かせていき、次時

へ発展させるようひとりひとりの課題用紙は提

出させ点検していった。

グループの話し合いの参加度の評価も

① グループの友だちは、問題のとき方につ

いて熱心に話し合いましたか。

② リーダーはみんなが話し合えるように心

がけましたか。

について一日の反省の時グループ毎にさせ、明

日への グループとしてのとりくみを話し合 うよ

うにさせた。

(4)事後テス ト

単元全体が終わ ると事前テス トと同じテス ト

を事後に行い進歩の状況 を自分で知 り、わか ら

ない点 を話し合い再確認し定着をはかるように

努めさせた。

(5)作文を書 く

ほうさんの とけ方の学習 を通しての作文を書

きひとりひとりの児童 を知 ると共に児童の学習

への整理 をはかった。

ほうさんのとけ方の勉強 をして K児
べんきょうの前にテス トをした時、ほう

さんの ことは、伺 も知 らなかったけれどは

じめてわかったことは、ほうさんは水にと

けるがあまりほうさんが多いととけ残 りが

できるとい うことです。とけの こったほう

さんは、まぜた り水をふやして もとけまし

た。そしてはじめて学校でアルコールラン

プを使 ってあたためた らサジに 21ばい ぐ

らいになると今までとうめいにとけていた

のが、にごってきた。水のときは 2は い ぐ

らいでに ごった。だか らあたためてもい く

らで もとけるのではないことがわか った。

次にぼくはほうさんをひやしてもとけた

のが出てこないと思 ったわけは、いったん

とけたものはもういくらひやしても出てこない

と思 ったか らです。けれど実さいにしてみ

たら自いつぶみたいなんが出て きた。はじ

めはどろっとして何かわか らなかったけど

かわかす とはうさんみたいにな りました。

だか らほうさんはとけてしまって、みえな

くなっても水にとけているんだと気力滝)き ました。

(6)問題点

児童の自己評価 をどのように認めるか。
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亜 バズをとり入れた理科指導

「土」の教材で、バズをとり入れたりすると

お互いの経験を交換しあいながら視野を広くす

ることができるし、又:そ れぞれの角度から観

察した結果を話し合うことにょってt自分の見

方の誤 りや、見方の不十分であったことがゎか

る。その結果、児童たちの学習は拡大深化し、

理科学習の目標である科学的思考力や態度の芽

が養われるのではないかと思 う。

もらろんバズ学習 をとり入れるといってもt

3年生のね らいとするところは自分たちで話し

合いの結果 をまとめた り、話し合いの結果か ら

解決方法 を発見した りするとい う生産的な思考

が要求 され るので、話し合いをみんなのものに

す るためのルールなど、話し合いのしつけに重

点 をおいて指導してきた。

Ⅱ 単元「土」の指導計画

(1)指導プログラム (課題形式 )

第 1次 全体計画をたてる。

第 2次 土は場所によらて、どう違うだろう。

第 3次 土の粒の大小にょって、 しずみ方は

どう違 うだろう。

第 4次 砂・ 土・ 粘土によって、水のかわき

方はどう違 うだろう。

第 5次 砂・土・粘土では水のしみこみ方は

どう違 うだろう。
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○指導計画を立てるとき、 とくに苦労した点

は課題作 りである。みんなによくゎか る課

題作 りに努めて、 自分なりに考えてみたが

なかなかよい課題が浮かんでこない。 tヽ ろ

いろと考えたあげ くの果てが、上にあげた

課題である。

(2)分団の編成

① 4人グループで、男女各 2名 とする。た

だし、人数の関係上、男 1名女 3名のグルー

プもある。

② 分団間は、等質、分国内は異質の組み合

わせとする。

③ バズ長は分団のメンバーの互選による。

麗 指導の結果と考察

(1)指導の結果

① 土の観察や土による水のかわき方、通し

方などの実験が、興味深くできた。

② 砂の多い土や粘土の多い土を、水によっ

て調べる実験で、土の量や容器の大きさを一

定にする必要に気づき、実験をすることがで

きた。

③ 砂と粘土とで透水性の実験を行なった結

果をもとにして、水のしみ込み方の速い土や

おそしヽ土がどのような組成をしているかを考

えることができた。

(2)態度的なものについての結果

① バズ長といってもまだ司会の仕方になれ



ていないので、話し合いを活発にした り、分

団の考えをまとめることなど不場‖れであったも

② 聞 く、話す態度 をしつけるには、 2人バ

ズがよいようであったが、活発に話し合いが

できるのは、 4人バズの方である。

Ⅳ 反省 と今後 の問題

(1)学カテストについて

03年生では、まだ、バズすることに 十分馴

れていないし、教師のがかにも、中学年で

とり入れるバズに対して、未熟なところも

あった。従 って、 とり入れたバズも、バズ

をす る方法などをわか らせたり、話し合い

のルールなど徹底 させたり、いわゆ るバズ

での話し合いの初歩的な訓1練 に重点がおか

れたために、学カテス トの結果は、 一斉と

の比較において、 十分す ぐれてい るとい う

ことは百いに くい。

(2)学級内の人間関係について

O児童 と児童のつなが り、教師 と児童 との関

係が親密になってい くことがある程度わか

ってきたように思 う。

(3)今後の問題

① バズ学習の効果をあげるためには、よい

学習集団を作る必要がある。

② よい学習集団を作るためにιよ、同でも言

える雰囲気にしなければならない。

③ バズのとり入れ方は、教静 教材により

異なるため、どこに、どのようなバズをいれ

るかの研究が必要である。

④ 話し合いの技術や方法を十分譲:練 するこ

とが大切である。

V 児童のパバ楊渕鍾mずはMは

一 T 勇一

ぼくは、バズ学習 をしだしてか ら、楽しく勉

強ができだしましたな とくに、理科のヽじotず ん

の時は、ひとりひとりがか りをきめて、みんな

でたすけ合っ てするので楽 しいです。

バズ学習のよいところは、いろいろと教えて も

らえることです。

2学 きは、ぼ くに とって、 うれしいことばか

りです。

その 1つは、体育会であいさつをす ることにな

った時、 グループの中の友だちが、
:あ

いさつ を

するもん くをい っしょになって考えて くれまし

た。その時は、 とてもうれしかったです。だか

ら、あいさつもじょうずにいえました。

もう1つはも この前のグループがえの時、ぼく

は、バズ長にえらばれました。    ‐

はじめは、 とて も心配でしたが、今では、分レー

プのみんながたすけ合 って、ほかのグループに

まけないようがんばっています。

一H 女一

わたしは、はじめ、理科の勉強の時間が一番

す きでした。なぜかとい うと、実験の時、分レー

プのみんなでたすけ合って、実験 したか らです。

でも、バズ学習 をしだしてか らは、 どの勉強の

時間 も楽しいです。なぜかとい うと、わか らな

い時はたずねると教えて くれ るし、ひとりひと

りいろんな考え方をしているとい うことも、 よ

くわか ります。

それに、今まで、いたず らばか りしていたY

君が、 グループのたすけ合いでよくなったこと

です。で も、まだまだ、いたず
:ら

はなおってい

ないので、何 とか、みんなの力でよくしてあげ

たいですら

× × × ×

このように、 どの子もバズ学習 をしだしてか

らは、勉強す る意欲がでてきているようなので

今後の問題 としてあげている 4つ のことを、学

校、又は、学年で研究 し、 とりくんでいきたい

と思 う。               :
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4月 以来、学級担任をして きて、早 8ケ 月が

きてしまいました6

はじめての学級担任に、喜びと、 とまどいを感

じなが ら、四苦八苦毎日を必死になって、子ど

もたちと、すごしています。

次々と出て くる学級の問題、 どう対処しょうか

と、右往左往しなが ら、でも子どもたちの顔 を

みて、何だかホノと安心 した り、カ ッとな って

みた りの連続で、実際には、私 自身がとりくん

でいるバズ学習は、頭の中で考えているように

は、進んでいません。

しかし、ノドズ学習で得た知識によって、私の

なやみが、解決 され ることもあります。

次に、 Y児の生活 を、追いなが ら、バズ学習方

式 を考えてみたいと思います。

1。 1学 期 の Y児 の よ う す

4月 当初よりY児は、欠席がめだら、クラス

の中でも存在位置が低か った。ソシオメ トリッ

クテス トによる排斥は、 0であるが、むろん、

選択 も0と い う状態であった。

親友は、 もちろんいな く、近所の友だらとも親

しく遊ばない様子だった。

学校では、無 口であり、授業中発表 したりす

ることは、ほとん どなか った。だか ら下 じきに

お人形 さんの絵 を書いては消し、書いては消し

してい るだけであった。

5月 の末には、無断で 4日 間の欠席が、あった。

2年生の時か ら、ず る休みをす ると、聞いてい

たので、あわてて家庭訪問するとt本人はどこ

かに、遊びに出かけて、不在でした。
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お母 さんと、話しをしていると

「 あの子は、 一度行かない といったら、私の言

うことな ど聞 きませんので………。なかなか

強情な子でしてね」

「 朝になると『 しんどい 』と、言いますので」

と、 子どものことに、協力的であ りません。

「 しんどい」 と、いっても医者にも行かず、た

だ体ませて、近所の小 さい子とあそんだ り、昼

過 ぎると、外に出てうろうろ遊ばせていた りで

お母 さん自身 も、子どもの身になって考えてい

て下さる様では、ありませんでした。

とにか くその日は、

「学校にだ :す は、ぜひ来させて下 さい」 と、た

のみ、私は、親にたのむだけでなく、 Y児 自身

に、学校は楽 しい所だとい うものを、与えてや

りたい と、痛切に感 じました。

それか らも、 Y児 は、しば らく登校す′るか と思

うと休み、 Y児の欠席のたびに、家をたずね、

本人と話したり、お母さんと話した り、 とにか

く、油断す ることな く、 Y児をみつめてきたわ

けである。

しかし、私、一人のY児に対する処置では、

学校におけるY児の行動は、以前 と変わ りな く

よく欠席 (ず る休み )を 、す るので、勉強は、

わか らず、発表す ることなく、家庭学習などに

は、日もくれず、 どんどんクラスの者か らとり

残 されてい く一方でした。 これではと、思 って

いた矢先、私事のため、 2週間 も休んでしまい

今後、私が学校に出た時は、 もう一学期 も終わ

りでした。

とうとう、 Y児にとって、これとい う解決策

Y児 の 成 長 を お つて

第3学年 教諭 塩  谷 糸己 子



もなく、一学期が、すぎてしまいました。

終業式か らの欠席は、夏体み中の登校 日まで、

引 きつづき、 2学期の始業式にも、姿をみせま

せんでした。

始業式の欠席には、心配して、かけつけてみる

と、押 し入れの中に入って、遊んでいるしまつ

です。

2。 2学 期 に な って

① Y児をとりまく学級集団づ くり

そんな Y児だったので、 Y児自身 も伸びな

が ら、 Y児 も、学級全員であ る集団の成長の

ために、特にグループづ くりとグループ内の

協力性 とい うものに、焦点 をあてて考えてい

った。

9月 、最初のグループは、 リーグーを学級

会で、すいせんして決めた。

おとなしいK君や、M君 も選ばれた。 Kや M

は、「 自分は、班長をや ってい く自信力なし」

とことわったが、「 ことわるくらいの勇気が

あればできる」 という友だらのはげましで、

一度やってみることに、おちついた。

リーダーに、 さらに自覚 をさせ るために、毎

週木曜目を、班長会議の日に決め、グループ

の強化 と、 リーダー育成に、あたった。

メンバーを組む前に、次のような、約束を子

どもたらとしておいて、学級会で考えさせた。

01人ぼっちの子を作 らないの

Oこ の子とな ら、勉強や発表にがんばれ ると

思える人 と、なること。

Oバ ズの勉強 をす るのに、よい と思える分レー

プにす ること。

案外、教師 1人 ぎめをす るよリスムーズにぃ

き、ぼくは、 どうしてもくに ゃくにゃす るか

ら、 I君 とは、ならんとこな、な どと考える

ことも、できていました。

Y児は、希望 も出さずにいたが、A子 をリ

―ダーにする 4人 グループに入 つた。

A子の社会性や、責任感の強 さが

「 Yさ ん、私 らの班にき」 とさそったのであ

ろう。

A子、 Y児、M子、 T子 と、比較的おとなし

い子たちばか りになった。

A子の負担^が、重すぎるような感じがした

が、 とにか くスター トにふみきった。

llI調 よくすべ り出した。一週間たった時点で

A子は、次のような日記 を書いてきた。

「 わたしたちの班は、よく発表できました。

班で、相談 した時、発表する子をllm番 にし

ています。それで、 Yさ んの発表す る番が

まわってきます。 Yさ んは、前の班にいた

時より、よく発表す るようにな りました。

発表する子を、llI番にきめてよかったと、

思います。

私 もよく発表できたし、班の子が、発表 し

てくれ ると、私まで発表 した気分になって

うれしいです」

② このごろの Y児 と、学級集団

Y児に対す るとりくみは、バズ学習の とり

くみによって、少しずつ、 自分のことだけに

せいっぱいだった意識が、友だちのことも、

考えられるように変わっていった。

もちろん、 Y児 自身 も、何かしらはが らかさ

が、出き、自分の考 もしっか りしだした。

学級集団は、ぼんやりしてい る友だらを、

はげまし、勇気づけてい くようになったふ

友だらどうしのささえが、たくさん生まれ、

バズすることによって得た子どもたちの収穫は大

きい。Y児の欠席も、 10月 には2日になった。

遅遅 とした歩みであるが、バズす ることによ

って、人間関係が深まりつつあるように思 う。

どうかす ると、 自己中心にな る子 どもたちで

ある。常に、 自分のこと、友だらのことに も

目を向けさせてさらに、がんばっていきたい。

ア9
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K男 を中心 とした4ばん。控え日で素直な性

/1aな ので、初めから落ち着 きがあり、よく注意

ができていた。話し合いにしても穏やかに進め

られ、以前おとなしくて、発嵩の少なか った子

が自分の意見が言えるようにな り、かな り満足

しなが ら学習 してい る様子が子 どもの表情に現

われていた。

そして自由勉強にも自分か ら取 り組み、や る気

が感じられた。

(2)指導性のない班

F男 は勉強はよくできるが、班 をまとめる力

に欠け、自分のことだけで精いっぱいであった。

常に班の ことを考えるようにと注意 していたが

性格はそう簡単にはなおらず、話し合いは うま

くいかなか った。

班の中で助け合い、協力することができに くく

発表の時 もめた りしていた。

そのためか、班での学習は遅れ気味で、学習の

定着も悪かった。

以 上の点か ら、班長の影響力は大きいものが

ある。従 って指導性があ り、班をまとめていけ

る班長 を育てていくことが大切であるc

Ⅲ Y男 の 変 革 の 過 程

4年生 とい う時期は、自我が強 く現われて く

る。自己主張が顕著で自分の非を認めにくい。

そこでお互い反発し合 ったり、協力しょうとい

う姿勢 をくずすようになっていく。

特に私の組は、家庭環境に恵まれない子や、

行動面に落 ら着 きのない子やわがままな子が多

いので衝突が絶えない。 ここでは態度の変革の

激しい Y男 についてその過程及び様子を書いて

バ ズ 学 習 に お け る人 間 関係 の 重 要 性

第 4学年 教諭  横 田 糸己

I バ ズ学 習 を始 めて

バズ学習に取 り組み出してまだ日が浅く、こ

れという実践はないが、学習の場において、遊

びの場と同じように人間関係が大きく左右して

いることに気づいた。一斉学習ではあまり見ら

れなかった、/im人 と個人とのつなが り、グルー

プ内でのつながりが、バパ学習では重要になっ

てくる。社会のみならず教育においても、触れ

合いが失われている現在、人1編 関係を育てるこ

の学習がうまく子ども達の中に定着すれば、か

な りの効果が上がるだろう。

そこで、今まで経験 したこと、や りつつある

ことなどを述べて、人間関係が学習に及ぼす影

響を考えてみたい。

亜 班  編  成

4人ないし 5人のグループを編成 してきた。

教師が考えてグループを編成 したときは、分け

プ間は等質、グループ内は異質 としたが、子ど

も達で編成す るときは、まず班長 を選び、その

班長が班員 を選んでいったので、必ずしも分レー

プ間が等質になっていた訳ではない。

しば らくす ると班の特長がわか つて くる。

(1).班長 を中心 としてまとまりがある班

T子 を班長 として出発した7はん。学習に意

欲 を示 さない H男 がいたが、だんだん態度が変

わってきた。初めは注意 を聞かず、悪 さをして

いたが、少しずつ学習がやれ、そうじも熱心に

や り出した。発表 を革男にさせたり、協力 し励

まし合 ってい ることがグループ日記 を見 るとよ

くゎか る。          ‐
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みたい。

(1)新学期当初の Y男

学校 を休みがらな、いわゆる登校拒否の子 ど

もであったg性格は内気で声 も小さくて反だち

も殆んどなか った。学級会で話し合った り、家

庭訪間、ハだキ等で励まし続けた。

(2)家庭環境

父親が病弱で経済的に苦しい上、兄弟 7人の

大家族。母親は子どもの世話に明け暮れ一人一

人の子の面倒 をじゅうぶん見 られない。

(3)態度の変化

4月 5月 は休みがらだったが、 6月 頃か ら明

るくな り、欠席す ることもなくなった。発表は

殆んどしてなかったが、本読みが自分か らでき

出した。漢字がていねいなのをほめ、良い点 を

認めさせた。話しを聞く姿勢、目のつけ所がす

ばらしくな り、組の中で一、 二番の学習態度に

なってきた。

(4)バ ズ学習におけるY男

比較的素直なので、友だらか ら排斥 されない。

誰にも優しいので、話し合いは抵抗なく進めら

れ る。目日は黙 っている方が多か ったが、積極的

に話し合いをし、今では、他の子を指導す るま

でに成長した。

グルニプの子の悪い点は注意し、進んで発言

をしてい る。全 く受身の学習態度で、い るかい

ないかわか らない子が、意欲的にグループをよ

くしょうとい う気持 らになったことは特筆に価

す る。

成績 も一学期よりは うんとよくな り、態度面が

見違えるようになつてい る。

今では組のみんなか ら好かれ る子になってい る。

Ⅳ バズ学習〔こよる学習態度 のA《臨

自分がよくわかったらそれでいいという考え

から、みんながよくわかり合う学習という考え

へと変わりつつある。確かに全員がわかる学習

という意識が芽ばえている6

(1)発表がよくできるようになったこと

ぼくはバズ学習をし始めてか ら、グループの

話し合いのとき発表をよくするようになりまし

た。 (中略 )け れど、H君はよくごそごそする

ので注意をしなければなりません。 III君 はぼく

たらのことをどう思っているのか、なぜごそご

そしたくなるのか知りたいです。

(2).対教師からグルニプ内へ

102年はグループでなかったので、ちょっ

とこまっていることがあった6そ れはわからな

いことがあると、いちいち先生に聞かなくては

ならない。そういうときは少しはずかしい。グ

ループになると、わからないことだと教えてく

れるし、わか らない子がいると教えてあげるこ

とができる。

以上はバズ学習のよい感想だが、注意すべき

点として、むだ話が多い。蘭くととがうまくで

きない。司会がうまくいかないなど。

V 通れ か らの 課 鍾

イ圏性を持った子どもが、それぞれ自分の考え

を出し、全く違った子どもの考えとぶつかる。

対立意見がはっきりと全員の前に提示される。

埋もれがらだった小数の意見も聞ける。

これらがバズ学習の利点だ。一人二人が意見を

持ち、それをグルニプの中に出して考え合 う過

程に大切な学習の態度が身についていく。

そこでは、相手を認め又、自分も認められると

いう相互作用がはたらく。自分だけでは学習が

成立しない。グループが組全員が動いてこそ初

めて本当の学習になることを常に話し、組の伸

間づくり、班づくりを進め、だれとでも、いつ

でもうまく話し合いがゃれる集出べと近づけて

し`きたい。      ‐
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1 4年 生 の 子 ど もた ち

集団生活にも慣れ、ひとりひとりが行動でき

る範囲も広 くなりともすれば自己中心的にふる

まう児童が目立ち少数の意見でまとまってしま

う場合が多い。そこで、ひとりひとりが認めら

れ相互の意見を交換する学習態勢を作 り、人間

関係を高めたいと考え、そのためにバズをとり

入れ全体の場で発言しにくい児童も小グループ

では自信をもって話し合いに参加し、互いに助

け合い協力しながら個々を伸ばし、グループを

高め、そして組全体が高まっていくという方向

に努めてきた。

その手だてとして

① グループ編成の考慮

② グループ日記の活用

③ ひとり調ベノートの利用等を考えた。

Ⅱ グ ルー プ編 成

グループ内は異質で全体では等質に、 6グ ル

ープは 4人で 2グループが 5人の編成、学力を

重きにおいて、ソシオメトリックを用い、分"
プでぃっしょに学習したくない子はなるべく避

けた。

その中で、おくれて目立たないM男 について配

慮した。M男 は自主性に乏しくグループの中で

す ら参カロしにくぃ。

A子は、組全体をまとめる力iま 弱いが/im人 に対
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しては、 うまくリー ドしていける。

そうい う点か らも二人 を同じグループにした。

A子の日記

「がんばってねM君」

国語の時間に先生が、

「各 自ノー トに書 き終わった ら話し合いをしな

さい」

とおっしゃった。

心の中で、

「 きょうこそうまくい くようがんばろ う」

とl思 った。

わたしもTさ んもH君 も書 き終わったc

M君は熱心に書いている。

今までのM君はいつもや る気がな くボ ォー とし

ていた。そんな時、

「 こうするんやでJ

といってあげていたけど、このごろはちが って

きた。みんなより書 き始めはおそ くなる時 もあ

るけどいっしょうけんめい先生の話 しを聞いて

自分の意見 を書いてい る。

がんばってねM君。

M君は宿題 もよく忘れていた。

たまに日記 を書いて も5行 くらいだったが今で

は毎日 2ペ ージぎっしり書いて くる。

また、発表の声 も大 きくな り自信がついてきた

ようである。



Ⅲ  グ ル ー プ 日記

グループロ記 をとおしての仲間づくり(2班 )

ろ きょうは、 さんかん日だった。

話し合いの時、 Y君がよく言ったのでよか っ

た。 Y君 とFさ んはあまり発表 をしなくてK

さんが多すぎたと思 う。

みんな同じように発表ができるようにしてい

きたい。         (S男 )

% 1時 間目が国語でした。

みんな 1回ずつ発表 しました。

Y君 もはんの話し合いによく参加で きるよう

にな りました。

Y君へ  これか らも自分の意見を言って く

ださい。

S君へ  人の ものをよくさわるので気をつ

けてはしい。

Fさ んへ みんなの意見 をまとめる時 もう少

しはやく。

私は、 しゃべ りすぎなので気をつけます。

(K子 )

% Kさ んは、発表のしすぎだと思 う。

だか らFさ んや S君やぼくはあまり発表がで

きない。ぼくは、勉強中遊んだ り、話しをき

かない時があるのでいけない と思 う。

(Y男 )

% うれしいことが 1つ あ ります。

それは、 Y君がグループ日記 を書いてくれた

ことです。わたしがY君にグループ日記をわ

たすと

「 1行か 2行 しか書いてこうへんぞ」

と言った。そしたらKさ んが、

「 自分の思 ったことをそのまま書いたらえん

や」

と言っていました。わたしもそう言お うと思

っていました。        (F子 )

‰  きょうは、バズをす ることが多かった。

だか らY君 も2・ 3回全体の時発表した。

ノー トにも書 くようになって書いたことをは

っきり言 うし、理由もつけたして言 っていま

す。みんなだいぶ発表できるようになった。

これか らもこのようにしたいです。(S男 )

この班は特に、 Y君について考えている。

そして悪いことばか りでな くよいことが書ける

グループ日記になってきたのである。

なお、発表の多少があるため学級で話し合 って

それぞれ番号 をつけ順番制にしてい くことにな

った。

ほかのこどもたらもバズ学習をすることによ

って、

Oバ ズ学習 をしていない時は、自分の意見が

あってい る力>ち が っているか 自信がなかっ

たけれどみんなで話し合 うと自信がついて

きた。

O自 分の考えがちがっていてもなぜちが って

い るか話 し合いができる。  (H男 )

。自分だけの意見だと少ししか答が出ないけ

どグループで話しあうといろいろな意見が

で る。 (E子 )

0は ん全員で考えたことだか らと思 った ら勇

熱 で`て発表もよくできるようになっi亀 (A子)

0仲がよくえ動 っゝた子とも仲よくなった。 (N/J)

しかし、 よいことば力)り ではな く意見がまとま

りに くか ったり、雑談がふえるとい うことなど

考えていかなければな らない所 もある。

Ⅳ ひとり調ベノー ト

ひとりひとりがはっきりとした自分の考えを

もつには、授業の中の短かいIII間 ではまとまり

に くい蒔がある。

そんな時は、ひとり調ベ ノー トを使 って気づい

たこと、疑問点を調べたこと、研究したことな

ど自由に書いている。

まだ不慣れで活用す るところまではいっていな

いが自主的に利用していけるようにしていきたい。
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習 課 題 設 定 の 一考 察

I 学 習課 題の重要 さ

私たちは、毎日の学習指導において、課題の

与え方の大切さを、いやという程感じている
9:

子どもの思考が上すべりしたり片寄ってしまっ

た りしてどうにもな らない時、また、 自分の問

題 として意欲的に追求 を進める時な ど、課題の

適否が学習 を左右す るとい ってもよいのでなか

ろ うか6では、その課/11は どのよう.に して設定

すればよいのであろうか。

亜 課 題 設 定 の しか た

学習課題は、その時間の学習目標達成のため

に与えるものであるが、子どもに とってはね ら

い ともいえるものである。ひとつの教材 を進め

る場合、1課題 をどうしぼり、 どうおろしてい く

かとぃうことによって、子どもの取 り組み方 0

深め方が大 きく開いて くるであろう。

特に国語科の場合、教師だけがね らいをはっ

きり知 って、子 どもは伺のためにこうしてい る

のか とい うことが、はっきりしていないとい う

場合が生 じてくる率が高いのでなかろうか。

そこで、国語科では、 自分で考えて話し合 う活

動が多いので、

O見通しを立てて考えさせ られ る課題

0意見の対立のあ りそうな課題

Oよ くわかる具体性のある課題

0広げることのできる課題 (次への発展 )

な どを考えて、課題 を設定す ることにした。そ

して、単に教師か ら与えるものだけでな く、児

童自らが問題意識 を持 ち、追求 しょうとす るも

の を考 え合わせて、学習の全体計画の場で設定
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一 国 語 科 の 場 合一

第 4学年 教諭

することにした。

岩 村 喜代子

Ⅲ  実 際 指 導 Ell

(1)文学的作品の場合

(小学新国語  4年 卜1 飛びこめ 光村 )

本教材の場合、子どもの感動・共鳴 。疑問点

など、第一次の感想 を大事にして深めたい と考

えた。

そこで、課題の設定 も、児童の感動 と教師の感

動 (教材研究による指導のね らい )と をかみ合

わせて設定した。

学 習 課 題

0感想 と全体計画

0帰 りの旅の、船中の人々はどん

な気持 ちだろう。

0少年は、なぜ さるの行動にむき

になったのだろう。

0かんばんの上の人々は、なぜだ

まって少年 を見てい るのだろう。

O父親が、い きな りむすこに鉄抱

を向けて、「海へ、海へす ぐ飛

びこむんだ。 うつぞ」 と、 さけ

んだのはなぜだろう。

O息 をふき返した少年 を見て、父

親が、 うめき出したのはなぜだ

ろ う。

O作者のいいたい ことは何だろう。

0感想 を書こう。

時 間

1

1

量

この課題によって進め、学習指導にあたって



は、課題 を深めるうちに、文の表現やその裏に

あ るもの を読みとらせ、作者 の意図に もふれ る

ようにと進めた。           '・

「今度は○○さんたちの問題について考えるん

だね」 と自分たちの問題解決 として、楽しん

で読みを深めることができた。

(2)説明的文章の場合

(小学国語 4年下 方言と共通語 )

説明的文章は、何 をどう説明してい るか とい

うことを、 ことばとことば 0文 と文・段落と段

落の関係 をしっか りおさえて読みとることが大

切である。そして最後に筆者のいいたい ことを

確実におさえることである。

そこで、課題設定にあたっては、まず筆者の

いいたいことは何かということを考えさせた後

文章を5つ の段落に分け、児童の読みとりとか

らみ合わせて設定 した。

説明的文章は、文学的作品の場合 と比べ ると、

教師の考えを強 く打 ち出した傾向が強い。

学 習 課 題 時 間

0全体計画

0ふ た りのことばが正しく通じな

かったのはなぜか。

O方言とは何か。共通語とは何か。

O共通語がなぜ必要になってきた

のだろう。

O方言のよい ところ

0ま とめの文に書いてあることは

何か。

O自 分の町の方言あつめ

量

見

l

l

(1)

とい うように組んでみた。実証授業は 5時間計

lMJだ ったので、第 2時の課題 をふ くらませ、最

後のE-3間 をはぶいて取 り扱 った。第 5時の学習

では、筆者のいいたいことを確認し、全文のま

とめをした。

説明的文章については、OHPや テープレコー

ダーなどの教育機器が、子どもの思考を助け理

解 を深めるのに役立つことが、実証授業の結果

か らもよくわかる。特にC位 の子 どもが、 ぐん

と興味を持 って学習に取 りくんできたことが、

満足度の結果に表明されてい る。

課題学習に対す る児童の受け止め方の一文 を

あげてみよう。

Ⅵ  実 践 上 雹 聞 鱚 点

何 とか方向は決まったとい うものの、学習課

題にどんな発間できりこみ、 どのように児童に

取 り組ませ るかとい うことに、また大 きな問ぎ

があ る。一方、児童の課題に対す る態度や、人

間関係面の態度 を育てるということにも冒意 し

なければならない。

バズ学習研究の仲間に入れて もらってまだ日

が浅い。子 どもの悪考 をゆさぶ る課題の設定 と

適切な指導 を求めて、考え、迷い、伸間 と話し

合 う毎日である。

85

わたしは、一時間 0-時間の課題につい

て、文 をよく読んで考えた。かんたんな様

な気がして取 りかか るが、自分でしらべ、

はんで話し合 って、全体に発表するとt私

たらが正しし`と思 ちてしヽ ること力ゞらがうこ

とがある。つけ加えてよくなることもある

が、ちがうと残念に思 う。

はんの中ではそう思わないのは、はんの意・

見は自分の意見だ と考えるか らだろう。正

しく考えた時はものすごくうれしい。やは

り、課題 lraっ いてよく考えることが大切だ

と思 う。 (H子 )



I Fバズ学習」に、教師・児

童共に悩みの日々

4月 に塩田先生の著書 を読み、バズ学習につ

いての概要を知 り、教室で実践してみたが、 子

どもも教師 も初めての試みで思 うよう授業が進

まない。毎 日毎日、重い授業の連続。その間の

困難な点 と取 り組みについて述べてみよう。

(1)グ ループの話し合い を真剣に協力 してやれ

ない。

◎話 し合いの方法 を具体的に示す。

<話 し合いの進め方>
Oわか らないことは「そこが、わかりませえ′1

とはっきり言 う。

0話 し合 うことが らについて、必ず全員が自

分の考えを述べ る。 (グ ループバズの前に

個人思考で、 自分の考えを持たせ る )

O「声の ものさし」 を示 し、他のグループに

迷惑 をかけずに話 し合 う。

0の声 目を閉じる。

1の声 とな りの人とだけ聞こえる。

2の声 グループの中だけで聞こえる。

3の 声 組のみんなに聞こえる。

4の声 号礼の声。

5の声 室外で出す声。

0グループ内で出し合 った考えをまとめられ
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るようにする。

<聞 き 方>
O相手の顔 を見て聞 く。

0発表者の気持 ちを考えなが ら聞く。

0自 分の考えをしっか り持ち、比べなが ら聞

く。

0友だらによい質問・意見 を言えた人を、グ

ループノー トに記録する。

以上1、 話 し方、聞き方は、順 をおって段階的

に指導す る。

(2)バ ズ学習では、教材がお くれがちになる。

<教師仰Iの階意点>
0綿密な教材研究  発間の意図をはっきり

させ る。適切な課選 を与える。

O教材の選択。

Oバ ズ長の訓1練か らグループでの話 し合いを

短時間で実のあるものにさせ る。  横道

を正す。手ばや く全員の考えを引 き出す。

出された考えを皆でまとめるよう指示する。

※ 1学期間は、期待 したほどの進歩はみ られ

なか ったが、 どうにかグループ全員の考え

が出されるようになった。

まだ指導に抜けてい る点があるか もしれな

いが繰 り返 し何度 も指導 してい くより仕方

がないと考えた。夏休みに よ学期の反省 し

てみたが全 く頼 りない感 じで一杯であった

バ ズ 学 習 を実 践 して

ループの話し合いを意欲的にさすには

効果的なバズ学習をするには。



が、 2学期になって、子どもの様子が目に

見えて変わっていった。 もちろん学習態度

も良 くなり、家庭学習で自由勉強をする子

どもが増え、進んで漢字練習、日記をつづ

けるなど学習面に自主性がみえてきた。

一 ―

―

一 一 ―

―

一

― 一 一 一 児 童 の
作 文 一

わたしは、グループ学習をして、何の役

に立つのかなと、初めはとても不思議でし

た。

でも、今はそうは思いません。初めに自分

でよく考えて、次にグループで話 し合 うの

です。グループで話し合 うと、いろいろな

意見がでて、まちがってい る発表 もほかの

子が質問 して、まちがっていることに気が

1付 きます。

|ひ とりの考えより2人・ 2人の考えより3

1人・ 4人の方がいいと思いました。

で も今の私のグループは、少 しいけないと

思います。それは、4F_本君が注意 しても聞

いてくれないことです。その ことで一日の

反省の表作 りや話し合 ったことを発表す る

順番の三角形のふだも作 りました。 このこ

ともグループで話 してるといい ことを考え

つ くのだな。 と思いました。前に見た本で

も、 1本の本だったらかん単に折れ るけど

2本・ 3本・ 4本 となると、なかなか折れ

ないということが書いてあ りました。グル

ープは、それと同じだと思います。力を合

わせて、なかよくしたいです。

ユ 実態 と考 察 (調査人数 34人 )

O発表がしやすくなり、学習に喜こび、意欲

を示す児童が多くなり、学習に参加してい

る児童が多くなった。

自分で自分の考えをしっか り持て るように

なったと評価す る児童 もいる。一-15人

0グループ内で対話の仕方を知 り言語表現が

豊かになり、又自分の考えをふ くらませ る

ことを知 り、プラスと自覚す る児童 もでて

くる。 ― 一一―一一一-9人
0こ とばを通 して、相手の考え方 を知 り、又

気持ちを考え、相手を深 く知 ってい く。そ

の中で、人間関係が深まり、仲間意識 も強

め、友だちのよさを肌で感 じることができ

た。

友だちがふえた。 一一 ―――一-9人
0グループを組んでも、rlJ個的な性格のため

ひとりの方がよい と考える児童 もいる。

一一一― 一ヽ一― -2人
0磨 き合おうとせず、助けてもらえることで

グループはいいな。と頼 ってい る児童 もい

る。 2人

※「わかるJこ とが、大切とよく言われる。

それには、わかり合う過程を大切にしなけ

ればいけないことを、バズ学習を実践して

学びました。わかり合う過程は、人間関係

を高めます。それは、遊びの中と学習の中

の両方から求めてこそ、ひとりひとりを大

切にした学級集団となると考えます。

<今後の問題点>
0課題の設定のし方。

0い かにして、本当に、ひとりひとりの学力

を伸ばすか。―一―一評価のし方と結びつけ

て。

0グループに対 してのあまえを捨て、厳 しさ

を持 たせ る。

☆目差す レールは敷かれて、その上をゆっ

くり動 き始めたばか りです。

87



ゴ三タト白勺に と り く

1。 教 師 の 機 え

「教師が教えるとい う構えを積極的に うち出

す と、子 どもの方は消極的にな り受身の姿勢に

な るもそして学習者 としての主体性 を失いやす

い。子 どもの自主的な積極的な姿勢 をもりあげ

ようと思えば、教師はあま りに教 え込むとい う

構 えをもってはな らないJ.と 常に私自身に問い

かけ言いきかせて歩んできました。

教師が変わ ることによってこそ、子どもの変

革 も期待できましょう。教育は子どもを変革す

ることであるといわれます。

4月 以来わずか半年余。従来の一斉学習 を再検

討 し、バズ学習 をとり入れなが ら、ひとりひと

りが自主的に学習に とりくんでい くことを念 じ

て指導 してきました。

2.闘 う子 を育 て る

「 わか らないところがあった ら『 ゎか りませ

ん 』といいなさい」「 わか らない ことがあった

ら、 どしどし質問 しなさい」 と子 どもたちにい

い、「問 う子 を育て るJ努力をしてきました。

しか し学級の中で「わか らない」 とい う者は、

どちらか といえば、元気のいい子であり明朗な

子 どもの場合が多いのです。内気で目立たない

子やはずかしが り屋やていさいをかまうような

子か らは、なかなか出て きませんでした。

そこで、先ず生活バズか ら入 りました。

『 そうじの しかたについて考える』とい う課題

で話し合いました。

自分の分担場所はわか っていても、 自分は ど

こを、どんな道具で、 どんな方法です るのか、

はっきりしていません。わからないことは、 グ
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曲
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ループ内で出 し合い、子どもたち同志で解決 し

ました。目あてがわかれば、 もう遊んでおれま

せん。怠けていた り、遊 び半分のそ うじのしか

たをしていた子は、恵け心 も多少はあったで し

ょうが、「す ることがわ力>ら なか った」 としヽ う

原因の多いのに、はじめて気がつ きました。

『 学級の遊 びについて 』『 学級文庫の利用につ

いて 』『 日番の仕事について 』『 給食当番の こ

と』などについても、話し合いました。

生活バズでは、質問す ることが気軽にでき活

溌に行なわれました。

次に学習面では、 グループバズの質問を大事に

してきました。全体で発言 しない子も、 グルー

プ内では気安 く話せ るのです。そこか ら漸次全

体へ と広げてきましたが、問題は多く、なかな

か うまく運びません。

5年算数「約数の意味」の学習で、『 約数 とは

あ る整数 をわ り切 ることのできる整数 をもとの

整数の約数 といいます 』と、教科書通 りを発表

したグループがあ りました。他つグループでは

教科書に書いてある意味がまだぴんとこないの

です。わ り切 ることのできるということが問題

になっているグループが多かったのです。

「 それは、 もっとわか りやすくい うと、どうい

うことですか」

との質問に対 して説明ができませんでした。教

科書の どこに書いてあるか見つもすたのはよかっ

たのですが、自分の ものになっていないのです。

他の グループの子が、黒板に進み出て、次のよ

うに書いて説明 しました。

Cl□÷□=□

Lこれを約数という。
C2わ り算でわり切れ た時のわる数のことです



ね。

Clはい、そうです。

C3す ると、答が小数の時 も、わる数を約数と

い うのですか。

C4答が小数ではいけないのだと思ぃます。

C5わ られる数 もわる数も、答 も整数の時 と考

えたらいいのですか。

C4そ うです。

C6式にか くと、よくゎか りました。

わる数 をわ られる数の約数 とい うのです。

C7整数 をあ る数でわ って答が整数の時のわる

数 を、もとの数の約数 とい うのです。

この話し合いで、全員が納得 し、わか り合

いました。

子どもたちにとって「ゎか らない」とい

うことは、むずかしいものなのでしょうか。

「ゎかったょうに錯覚している者」「ゎか

つたふりをしている者」を明らかにヒノて、

「 もっとわか つあわなければならないJと

しヽ わ心を子どもたらに教えてきました。

自ら問い、追求する態度が主体性をうむ必

要籍だと考
霊
からです。

___」
3.自 己 に 挑 戦 す る

教師が変わ ると同時に、子どもたちも変わら

なιすればな りません。自ら学ぶ姿勢へ と自己を

変 えてい くためには、 自分の心 とのたたかい を

続けてい くことが大事です。

をこで、ひとりひとり目標 をきめ、自分はどこ

までやりぬ くことができるか、友だらや先生に

注意 され るのでな く、自分で反省 じみんなの前

に出す ことができるよう努力させています。

目標は、背面黒板に全員掲示 し、相互理解 し

ています。次に一例 をあげます。

OS児 算数の予習をどんどんやってい く。一

単元がすむと問題集で復習し実力をつける。

OK児 毎日予習復習を2時間する
°
。

・OA児  机の上、部屋のせいとんをする。毎

日 1時間は予習復習する。反省表につける。

<目記の中より>
S児 きょうは、自分でもよく勉強できたと思

った。 (3時間 )

社会予習「機械工業のようすJ OHPに う

つして発表するように、 トラペンで用紙にか

いてまとめた。算数予習 17018ペ ージ。

算数は教科書にやり方がのらているので、そ

れを読むとわかる。理科予習 28,29ペ ー

ジ。ホームテス ト4教科。国語自由在…e… …

合格点より上でょぃ点がとれた。

問題集のしゅ算。特に理科の音というところ

は、まだ覚えていないのに 100点 とった。

(ぎ くは、予習 していると楽 しくて、 どんど

んやっていける。きょうのような日が続 くよ

うにがんばりたい。
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算 数 の バ ズ 学 習 :こ つ り で

第 5学年 教諭 猪 沢 久 夫

とがで きるようになる。

//

1。 算数科学習における)群 習と課題

バズ学習は子どもの自発的な学習への参加を

一つの目標としている以上、その学習に出され

る課題の内容如何によって、自発的な参加やグ

ループメンバーの協力がみられ、能率的に学習

が進められる時と一部の子どもの活動に終って

何の効果 も期待できない時とがある。

そこでどんな内容の課題をどんな方法で与える

かが重要なポイントとなる。まだ十分な研究 を

していないが、こんにらまで、自分ながらうま

くいったと思った課題の内容をあげてみると、

O子 どもの力に応じていくつかの解き方が考

えられ、あれ も、これも正しい中で一番正

しい、その中で一番いいのはどれか、その

理由のいえる課題

0あ ることが らがわかったら、その方法を使

って、考えてみると、次の学習へ と発展性

のある課題

。既習の知識や経験をもとにして、新しい方

法がわか る、そしてそれを使ったら闘題 も

できる課題

2.実  践  例

① 題 材

② 目 標

分数の大小 くらべ (

腕 )

異分母の分数の大小 をくらべ

るのに通分 して、 くらべ るこ
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１

一
２

井
」戴

２

一
３

③ 展 開

0異分母

異分子

の大小

の くら

べ方を

考える

1・ 看凛と告
確のテープ

では どちら

が長いで し

ょつ。

(個  人 )

0各 自が自由な

発想にしたが

って比較の し

かたを考える

※予想

・ 小数にして

・ 数直線に位置

づける

●センチメー ト

ルになおして

◎分母のF「

~3じ
分

数になおして

くらべ る。

(通分 )

Oわか りやすい

もの

O操作の簡単な

もの

O差 もいいあら

わすことので

きるもの

02三が |よ

っきり

あ らわ

せ るも

のを考

える

(グループ )

2.どの方法

がよいかに

ついて話し

あいなさい

(全  体 )

教師の発間 1 児童の活動ね らい



4.練習問題

をしょう

0練習問題 をす

る

④ 指導過程の記録の一端

06人が 1グループを編成 し、本時の学習課

題にとりくむ。

0個人  グループ (各 自の解法を紹介 しあ

い、批半Jし あう)

o教師は机間巡視、どのグループがどのよう

な解法をみつけているかチエックする。

④ :競 =0:66駕
÷
m=o・ 5晟

争
茂>券 醜

○:m=モ醐  :競 =:m :競 >:解

⑥ ζ
醜 幸 67" 

券
醜=50":駕 >;鵞

o数直線上に位置づけたもの

二 二 二 十 引  こ 二 ‐
― = :競 >:醜

0各グループか らバズ長により解法について

発表  (OHP、 小黒板 を利用 )

C10の方法について、分母をおなじにします

と子は1,告は:になり、各醜の方が長い
です。

C2ど ちらも6分のにすればいいということが

わか りません。

Cl見 たら何 とな くわかったのです。

(ざわめく )

C7わ たしたちのグループでは「 三二・六」 で

やっと6をみつけました。

ぼくも、わたしも、 という声多い。

モや:と 同じ大 きさを表わす分数 をノー ト

に書いてごらん、次のようにして

そ={:,一 ,一 ダ…}

号={:,― ,,… }

Co全員 納得す る。

O④～○までの解法の発表をおわり、なぜそ

の方法がよいのかグループごとに相談す る。

※その結果、小数に直す方がわか りやすい と

い う意見 と、分母 を同じに して くらべ る方

がいいとい う意見が出た。

Cloそ れでは子mと 与凛ではどちらがどれだけ
長いか、小数に直した方がいいといった人

答えて くだ さい。

C60.16……競長いです。

C9では分母 を同じにしてくらべた方がいいと

考えた人答えてください。

C14

T

:mの方が告茂より、:鵞長いです。
4と おりの方法が見 っかったが、 どの方法

がいいということにな りますか。

全員三分母 を同じにする方法 と答える。

通分 0共通な分母の意味について理解 さす

1考 察

グループバズにより個人思考 をたかめ、全

体バズにより、分母のちが う2つ以上の分数

を分母の同じ分数に直すことを通分するとい

い、そして通分 された分母を共通な分母 とい

うことをバズ学習によ り具体的に会得するこ

とができたが、まだ他人の考え方をただ聞い

たにすぎないという気力す る児童もあ り、人ま

かせになってはいけないという態度を身の すさせ乙

3. ま  と  め

今後も子どもの実態をしっかりつかんで、子

どもの問題意識をすいあげながら学習を展開し

子どもが全力投球で課題にたち向い、子どもど

うしのみがき合いにょって課題を解決し、より

高次なものへ向っていくよう努力し、子どもた

ちが、バズ学習の中で自主性、積極性、思考性

学習意欲が高められ、人間関係もよりよく深め

られていくことをねがっている。

0公倍数

のみつ

け方を

考える

3.通分の仕

方について

考えてみよ

う

(全  体 )

釜
紙
嚇
嚇

＜

＜

　

一一
　

〓

ｏ

　

　

　

２

一
３

１

一
２

)→

)

Ｏ
　

　

⑤

Ｃ

　

Ｔ

Ｃ

　

Ｔ
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成 功 した課 題 り失 敗 した課 題

第 5学年 教諭 山 本 重 信

亜 理 科 学 習 に 於 け る 課 題

児童がいきい きと学習 し、今までの生活・学

習経験か ら根拠のある仮説が生まれ、その実証

のための観察や実験の くふ うがされ る。その結

果、事象の原理・法則が認知でき、学習中の社

会相互作用 e学習後の満足度の高い課題、この

ような課題 を良い課題だと思 う。

しか し、教材を研究 し、児童の顔を思い浮か

べなが ら事前テス トを参考にして、課題を作成

してもうまく運ばぬことが多い。

そこで、成功した課題、失敗 した課題 を分析 し

よりよい課題作 りに努めたい。

成功した課題

水栽培 したあぶ らなを、

図のような箱の中に入れ

ると根はどの方向に伸び

るだろう。

個人学習→ グループ→全

体、全体バズで次のような

話し合いが行なわれた。

下のイの方向に伸びると思 う。そのわけは

草 ひきをす ると、根は横へ も少 しはでてい

るが、たいてい下が多いか ら。

つけ加 えて、根は茎や葉をささえているの

だか ら、下へ伸びると思 う。

92

C3芽や茎が明るいほうへ伸びるのだか ら。

根は反対のウの方へ伸びると思 う。

C4僕は半分同じで半分違 う。芽や茎が明 るい

ほ うへ伸びるか ら根は一番暗いアの方へ伸

びると思 う。

C5つ け加えて、茎が光の方へ伸びたら鶴根は

アの方へ伸びるほうが茎をささえるのにつ

ごう力ゞよいずごろう。

以上のょ うに 3つの意見が、直態でな く堵れ

ぞれ根拠のある仮説 をたてることができた。脅

のため子ども達は結果 を見たいとい う気持か ら

早 く成長させるくふ うもで きた。

◎課題に意欲的に取 り組めた理由

① レデ ィネスの平均 と多様性

O全員に草GIの経験があり、根の伸び方を

観察している。

O芽・葉・茎の向日性を学著した直後であ

る。

0根の役 目 を理解 してい る。

② l本のくるいもない植物の性態に感動し

ていた。

植物は同じように栽培 しても、ほんの少

しの違いで同じ結果がでない と思 っていた

だ とえば、みんな同じようにさつまい もを

挿 して も、大 きいのや小さいのが入 る。

ところが、図のようなあぶ らなの向日性の

Cl

C2

実験 をして驚いた。

100本 のあぶ らな

がt窓の方を向い



ていたそれを逆にして 1日 おくと、 100本 がす

べて窓の方を向いた。

この驚きがまだ残つていたのだろう。

③ 実験装置が平易で誰にも取り組みやすい。

④ 焦点イヒ 課題がはっきりしていた。

Ⅲ 失 敗 した 課 題  ‐

本校附近には適当な地層はない、ところが校

舎の増築のため、防火壁の

基礎 として約 2醜堀 られた。

そこに不完全だが左図のよ

うな地層が表われた。

そこでこの地層 を観察 して

次のような課題 を出した。

ところが、さっばり反応がない、あわてて、

「何がどのようにしてJと つけ加えたが、だめ

だった。観察には「地層だ」「土が何銑」「小

石の層が何
"J「

されいな砂だ」と言っていた

が、

◎失敗の原因

①  レデ ィネスができていない。

0西播地方には、山地の切 り通 しな どに地

層は無い と言 ってよい。 したがって子ど

も達は、地層は珍 らしいが、その原因な

ど考えたことがない。

04年生の「川の流れ」の学習が、身につ

いていない。本校では、適当な傾斜地が

ないせいもあって

してい る。侵食、運般はよく

図のような

装置で、便

食運般亀推

積の学習を

観察‐できる

1 のだが、1推積を見のがしてしまう。

(「川の流れ」の実験場を作る設計ま

でしたのだが、予算不足でまだ日の目

を見ていない )

② 教師の研究不足        ‐

工事場に表われた地層を教材に利用 しよう

としなつま悪くないと思うが児童の実態を考慮しなか

った。

◎やりなおし

大昔の小宅地方のようすを想像 して作 る

子ども達は、遊び時間 も忘れて、海・台山

金輸山、水をためるために堤防を作 ったりした。

大水の時地層はできるか と発間す る

Cl曲力鶏すずられ土や石が水に流されてつ もる。

Ｃ

　

Ｃ

Ｃ

　

Ｃ

　

Ｃ

谷 もけず られ る。

小宅まで くると急に広 くなって、水の流れ

が弱 って、つもる。         |

大水の時は、石も流 されてくる。

学校の地層は、揖保り||や 。

揖保川が、ここらあた りを流れまわ ってい

たんだ。              ‐

どろ水のどろもしまいには底に沈んで、 どC7

ろの層になると思 う。

以上のょうにして、やっと学習活動 を高める

ことが出来た。

Ⅳ ま と め

良い課題 |ま 、教材の目的と子どもの能力との

接点だと思う。したがって事前の調査は、児童

の単なる知識の調査に終 らず生活経験及び、は

っきり論理 をふまえた生活経験であるかどうか

をみぬいておくことが大切だと思 う。またきょ

うの学習の要点をしっか り押えることが明日の

学習課願のレデ ィネスでありξ学習活動を活発

にさせる基礎だと思う。

この地層は、

のだろう。

にして出
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情 報 を整 理 し問題 解 決 す るバ ズ 学 習

第 6学年 教諭 三  浦  昭  子

1.情報整理の必要

学習の主体は個人である。課題がバズで解決

で きて も、考えようとしないものは、す ぐ友に

聞 き、依頼心ばか りが、助長され、個々の能力

が、高ま らない。そういうことか ら、まず自分

が課題にしんけんに取 り組み、自己の情報 をあ

つめることに努力 させた。 ところが、次の段階

で、 グループや全体の相互作用によって、得ら

れ る情報が、多様イヒす るので、バズにおいて、

その情報をどのように、整理 し、問題解決に役

立てなければな らないかが、必要になって来 る。

このことにっいて、算数科で、実践 している一

部 をのべてみたい。

情報整理について

1)M児 のノー トか ら

(実践記翻

学習課題

自分の考え

0は じめ ブロック全部が、い くつある

か数えた。全部で 56個

0図 をよく見 ると、 2個ずつふえている。

数え方を求めるのだか ら、 2個ずつふ

やす。はじめ 2個だか ら、 2倍 03倍

・ 4倍 とふやして求めた。

2■-416-+8-+10+12+14=56

グループの考え

(Aさ んの考え )

(7+6+5+4+3+1)X2=56

ひとすじの高さはい くつか数 える。 1

つずつ少ない。同じ数が 2倍になって

(図 1)

√

「

'

下底 14 上底 2

〔Kさ んの考え 〕

「
∫- 71番ア]Fの

出し,

い るか ら、 2金彗に

2.

(図 2) (14+2

16×

高 さ 7
1)× 7÷ 2=56

〔Uさ んの考え 〕

かいだんの形を長方

形にして考える。か

いだん状は長方形の

うだが、長方形の面
積 を出 してそれ を 2

でわ る。

'■-2=二 56

グループの考 えとして、 どれを全体バズに出

すか、話 し合いの結果 (図 1)(図 2)の考 え

を出すことにまとまった。全体バズヘの出 し方

は、 クリアシー トに図式 し、○・亜OPで Uが説

明する。

T たくさんの考え方が出て来ましたね。この

中で予早く考えられる方法は、どれでしょ

り。

かしヽアごん

クの全体

状にある、カ

の数 を求めよ

■
均
¨
勒
出す。

て
　
つ
　
　
　
ノＡ

　

　ヽ
を
　
６

出

を

　

を

き

積

５

で
　
ぇ

　

ｏ　
分
　
い
　
一回
　
〓

プ
　
考
　
る
　
部
　
て

　

　ヽ
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一

た

い

の

つ

て

Ｘ

ル

つ

て

Ａ

持

し
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撮
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に

(全体での考え )

(図 3)
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Ｃ

　

Ｃ

Ｃ

　

Ｔ

図 3の考え方です。かんたんに出せます。

図 1の 考え方で、台形の公式 をつかって考

えてい く方法です。図 3の場合うまく合 え

ばいいけど、合わなか った ら困 ります。

図 2の考え方 もよろしい。

考え方のよい ものか ら、llk位 をつけなさい。

その結果、図 1の考え方が多 く、図 3の考

え方、図 2の考え方のllkに なった。自分の

ノー トをもう一度見なおし、よい方法に二

重まるをつけさせた。考えの不十分な場合

は、 よい考え方を朱書させ、自分の ものに

す るよう励ましていった。

情報 を整理す るためには、友だらの情報 をし

っか り聞 き、自己の情報 と比べながら、合理的

な考え方で、おこなうことが、大切である。

(2)ノ ー トの整理

学校でのノー トは、共通のものを持 ち、次の

様につか っている。

② 自分の考えは、出来るだけ文章化させ、

筋道たてた考えを書く。

④ 情報交換の時、す早く要点を書く。

② 自分の考えの不充分なところは、赤鉛筆

で、つけくわえる。

○ 先行経験をいかし、公式の活用を考え、

あてはめてい くよう考える。

等、共通理解をし、それにもとずいて、情報 を

あつめ整理す るよう、努力 してい る。

3。 個々の高まりをめざして

情報交換の時、わか らないところは、徹底的

に追求 してい く姿勢 が大事である。自分の情

報が得 られない場合は、わか らない ところは、

どこかをはっきりおさえて、 ノー トに書 き、グ

ループバズで、「 どこまでわか ってい るか、 ど

こがわか らないかJを具714的 に質問 してい くよ

うさせてい る。

又、意見の くいちがいのある場合、お互の考

えをのべ合い、話 し合いを重ねなが ら、まちが

いは正していくよう、させている。

4。 自己評価

情報の整理の仕方について、自己評価 をさせ

ることは、大切である。自己評価によって、意

欲的に学習に取 り組む態度が出来、思考の高ま

りが得られる。

きびしく自己を点検し、現時点よリー歩向上

し、手ざわよく、情報の整理がなされ、問題解

決できるようになる。

自己評価用紙(1.で きにくい 2ふつう 3.よ い )

1.自 分で考えてノー トできたか。 麗

2.友 だちの意見 を聞いてまとめたか。i冒量

3.よ い考え方がわか ったか。   型

5。  ま〕滅bり :こ

I  K児 の作文

この間、相似形のテストをしたが、少 し

もわか らなかった。相似形の意味や拡大 す

ることを、 これか ら勉強 してい くのだ。

ぼくは、教科書のFna題 をしっか り読んで考

えをノー トに書いてみた。角の大 きさが、

同じで辺が、 2倍 03倍や参 ,1に なって

い るものは、 もとの形 と同じ形であるとい

うことがわかったので、 ノー トに書いた。

あした学習す る課題が、「大小 2つの三角

形や四角形について、形が同じであること

を確めよう」だから、角が同じになってい

るか、辺の長 さは、 どうか、はかってみた。

角は同じ大 きさだった。辺の長さはもとの

長 さが 3伽で、拡大 された方が、 6翻だっ

たので(2倍になってい ることが、わかっ

た。ノー トに書いた。 一以下略一

以上ったない歩みの一端である。子どもたら

は、情報の整理 をす ることになれて来たが、中

に自主的に整理出来に くい ものがみ られる。

今後 グループの協力によって、がんば らせたい。
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ひとりひとりを伸ばすバズ学習

―子どもと伴に伸びた教師の記録二

第 o学年 教諭  平  野 博

テ ストがあって教育がない。他人 をけお とす

ことがあっても協力す ることはない。個々ば ら

ばらで知識一辺倒のエゴイステ ィクな人間形成

塩田先生の日か ら次 々にと、飛び出す現代教育

の批半」。

塩田先生 と私との出会いは、まことに強烈で

印象深い ものであった。

学級経営の原点を「 ひとりひとりの子が、目を

かがやかして、学習にとり組むバズ学習」に置

いて、 日々真剣に切 りむすぼうと決心 した。

以下、私の失敗だ らけの足跡である。

Ⅲ な ぜ 発 表 で き な い か

発表できない原因を、子どもの側に立って考

えることか ら始めることにした。

(1)子 どもの原因分析

発表で きぬ原因 教師の要因分析

の発表意欲 をそがせ、気お くれさせている状況

が この調査結果 として、私に うったえた。

(2)だ らだら学習か ら、 きびきびした学習へ

1時間 をバズ活動で終始す るとい うようなと

らえ方が もしあるとすればそれはまちがいであ

る。一般的な一斉学習の中にバズ活動を、入れ

るという見方が正 しい。

塩田先生のご指導は、更にむだをはぶいた、

きびしい学習 を要求 された。

①  l回 30秒バズを試みる

Oバ ズを効率よくとり入れるために、 1回

のバズ時間を30秒 としてみた。最初の

頃は、 4人グループだったので、子ども

たちもすぐなれた。私の目算通リバズは

活気をおびた。

0 4

第

F児 大事なことを頭の中で考え、パ

ッといえるようになる。

M児 今まで、心の中でいおうか、 ど

うしょう力)と 迷 っていたが、 1

人 7秒なのでそんなひまない。

H児 皆がハキハキ言えるようになっ

たので充分で きだした。

人グループか ら、 6人 グループヘ

2学期か ら、高学年 としての 6人 グル

―プヘ と構成人員を変更。

06人の 30秒バズの感想

A・ H児

6人の 30秒バズは 1人 5秒なので、

よほど、 きびんに しなければで きないと

思 う。

長所 テキパキ と勉強がすすめられ る。

:こめじ1ま

（
感

　

想

）

0問 題がわか らぬ

O答がわか らぬ

0考 えがまとまらぬ

いい方がわか らぬ

人に先にいわれ る

0人に笑われないか

自信がない

答に不安

O課題が不適切

O企一教育の累績

O個々ばらば らの

学習で学級に心

のつなが り不足

O相互作用のない

友だち関係が個

人を萎縮 さす

一斉学習での、優秀児独占の学習が、子ども
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短所  1人 1人が意見 をい うだけで、人

の意見 を批半Jし たり感想 をのべ る

ことができないので、時間 を伸ば

したい。

以上の学習か ら得たもの

030秒 でバズを成功させ るには、

△人が本を読んでいるとき頭の中でまとめ

ておく。

△課題について予習 をしっか りしてわかっ

た所、わか らない所 をあらかじめはっき

り、 させてお く。

△グループの中で 1人が長 く話 さない。

△ 人 の意見で自分が賛成の ときつけカロえる

△みんなにわか りやすい話し方をす る。

② l分バズから、2分バズヘ

SOF児

(1分 バズ

言えるが、

てしまう。

)1分だった らみんなが意見 を

それをまとめてい ると時間がき

(2分バズ )1人 1人意見がいえる。 1人

20秒 だか ら、考える時間がたくさんあり

足 らない所をつけ加えたりt多い所を省い

たりできて、よくまとまったいい意見が出

るc

学習のすすめ方について、子 どもの意見

を聞き、子 どもとともに歩むようになって

私 と子 どもの心は通い合 らた。何よりも、

育友会参観目に、成績の中以下の親の顔に

笑顔が見 られ、出席率のよくなったのが う

れ しい。

KOM児

全体で発表す るときは、勇気がな くてわ

か っていても言えない子がいるが、バズ学

習だと6人 くらい しか聞いてないのでよく

言える。

H・ A児

グループ全員発表、あまりできない子に

1」豪あ書見を慧」あ1娘 :ぎふぃてぁげるとよい。
グルニプ皆で考える課題を班の人にゎかり

|やすくいい直し、説明し合うとよい。

課題意識をもち、自主的に学習に取り組

むことは、ひとリ
ー
ひとりの子 どもが、

「「
学習

す る必要性 を主体的にもら課題解決へ意欲

をもつことには力>な らない。そして もう自

分 1人 とい う集団の中の疎外感はない。グ

ループ全員が一つのゴ~ルヘ手 をとらて進

んでい る。

これこそ、バズ学習のよさではないか。

③ 子ども自身で作った評定尺度 ‐  1

問題 もわか

り意見 も深

め られわか

らない子に

教えられ る

問題がわ

か り意見

が深めら

れて発表

で きる人

問題はわ

かってい

るが意見

の深め ら

れぬ人

話しの

要点が

あまりよ

くまと

まらぬ

ひとりひとりの作った評価の観点は、又 1人

の子 どもの発展的成長のパ軍メTタ ーだ。

Ⅳ 茫 景翼兆瘍晰ぬでの発表

K・ 菫さんは 1年生か らまだ 1度 も発表

は しない し、本 も読んだこともありません。

最初みんなでKさ ん と遊びました。そして

やさしく皆で教えた り、はげましました。

今 日Kさ んは「発表 したいなあJと 始めて

いいました。H君のいらたあとKさ んにあ

てると、 H君の意見 をもとにして言 って く

れたのです。皆は「できるじゃないかJと

Kさ んの手や肩にさわりましたも

KO壼児の母が夜私の所へ電話してくれた。

グループの子らが電話し、K児が喜んで話した

という。母の明るい声に喜びを感じた。
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主 として国語指導 (説明文 )を通して

1. 自主的な学習態度を育てるために

(1)学習が意欲的であること。

(2)個人学習が十分できてい ること。

(3)グ ループで励まし合 うこと。

(4)学習方法や課題がよくわかってい ること。

以上のことができてい ると自然、児童は活発

に学習する。

2. 全体計画 と課題の分析

単元「 自然 を守 る」の教材 を通して

まず教材の とらえ方 として、 自然 を守 るとは

どんなことか。全体の構成がどのようになって

い るかを考えねばな らぬ。即ち第 1章か ら第 3

章に分けて作者が論じてい ることを追求し、各

章 ごとの課題を考察す る。

(1)作者がいいたいことは何か。

(2)人間生活と自然界か ら、 めぐみを受けてい

るのはこ どんなことか。

(3)自 然の改造 と破かいは、 どんなつなが りが

あるか。

三つの観点からプリテス トして学習課題を考

えた。

5.学習課題

1.自 然を守 るとは、 どんなことか。

2.各章の要点は何か。何が、どのように。

3.各章の要点か ら小見出しは何か。

4.筆者は、何がいいたいのか。

4.実際授業を通して(2)各章の段落の要点は何

か。また 1章の要約した学習について自己反省

してい る。観点は次の通 り。

(1)課題がわか ったか。

(2)発間の意味がわか ったか。

(3)課題の消イヒ量

◎ 1時間 1時間

授業後に反省

して○印をつ

け る

自主 的 な学 習 態 度 を育 て る た め の

バ ズ を と り入 れ た 学 習 指 導

第6学年 教諭 君5 安 義 之

(観点基準 )

`2 非常によくで きた。

1 まあまあできた。

O 普通

-1 余 りできなかった。

-2 全 くできなかった。

OK児の日記か ら

各 自が反省 して (-1)、 (-2)が ないよ

うにグループ内で課題 を確認しあってい る。

5。 学習活動を高めるために

学習活動に対す る全般的な態度評価観点

(1)課題に対す る興味、関心。

(2)課題に対す る集中度、持続性。

(3)発言は、よくできたか。

(4)人の意見がよく聞けたか。

児童が積極的な学習 そす るためllCは 、児童自

身の反省 と教師の指導 l■
_が いっしょになって効

果があが る。そのためには、予習バズや復習バ

個人で学習したあとで、 グループバズを

してみんなの意見を出 し合 う。一つの課題

をまとめるのでよい。ひとりではわか らな

い ところもあるのでよい学習の仕方だと思

う。それに、ほかの子の意見を聞 くと参考

になるので、課題をまとめやすい。 グルー

プバズがすんで、全体の とき普通の学習 と

ちがってグループの代表が意見を出し、そ

れについて他のグループの意見も出し合 う

のでよい学習の仕方だと思 う。
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ズを大切にしている。

6.説明文の要点のとらえ方

文章全体を読んで、だいたいのあら筋や大意

をつかむ。次に全体 をい くつかの段落に分ける。

(1)あ ら筋に必要なところ。

(2)あ ら筋や説明のもとになるところ。

(3)結果や答えにな るところ。

(4)全体のまとめにな るところ。

以上に気をつけて個人思考する態度 を養 って

い る。

自然 を守るの第 1章の要点を児童は下のように

まとめられた。

O人間にとって自然は限 りない資源の宝庫

0人間はいろいろな方法で自然に手を加 える

0人間だけが自然の資源を思 う存分利用 した

り改造した りす る力 とらえを備えてい る

0人間が思いのままに資源を手当た りしだい

に自分たちの ものにしてよいだろうか

全体 バズで文章の構成 を組み立てるようにな

った。

ス バズ学習のステツプ個人、グループ、全体

課題追求 として

(1)段落の中心 をおさえる段落

(2)日 常生活 と比較して考えさせ る段階

(3)文章の組み立てか らつかむ段階

か ら読解するようにしてい る。その時バズ長

の役割やグループの人間関係や友交関係によっ

て学習の高まりがちがって くる。

0さ んの日記か ら

私の班はバズ学習の時たまにMさ んが参

加しない ごとがあ ります。班長の人や司会

の人があてると言 ってくれるのですがこあ

ま りわか りません。それでみんなで もう少

し大 きい声でと言 うと少し言って くれます。

グループでは朝の学習の とき、わたしたら

のグループではみんなで本読みをした りし

ています。

これか らも協力してい きたいです。

8.ま とめと今後の課題

説明文では、けむ りの行 くえ、 自然を守 るの

教材 を通して、読解す る方法や学習訓練をかさ

ねて来たな特に自己反省記録や学習ノー トの書

き方をかえ、個人、 グループ、全体 とらんをつ

くり、 1時間の学習参加がよくわか るようにな

った。

復習バズや単元の全体計画、課題が明記され

ているので自主的に学習にとりくめるようにな

った。

グループで意見を比べ合い文章の要約 も能率 よ

くできるようになった。

(1)学習の目的 (課題 )がわか ってい ること

(2)グループバズに調べたことがみとめ られ る

こと。

(3)と もだらの考えのよい ところを参考にして

まとめること。

(4)グループのチームヮークが ょくなったこと

自己評価す ることによって次時の学習が自主

的にな り、いきい きとして くる。

今後の課題 として、物語文のような心情をゆ

さぶるための学習 ステップをつ くリグループバ

ズが高まるような指導 を研究 したい。

（
ま
た
）

（
こ

の

よ

う

に

）

（
し
か
し
）

(自 然 と人間生活 〔小見出し〕)

加 入

え間

て は

手

人
間

に
と

っ

て
自
然
と
は
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生活 バズ を重 視

1。 児 竜の 実態 と問 題 点

本学級の児童は、 4.5。 6年の 7名 (男 4名 、

女 3名 )。 知能は、非常にf_Iく I Q 62が 1名 、

50以下 4名 、測定不能 2名。

自己本意の言動が多 く、相手の気持 ちを考える

ことができにくい者 もいる。又相手の話を聞き

とることもむずかしい者がいる。従つて話し合

いができにくいもそこで、身近な暮 しの中の問

題についてバズを行い、話し合いの訓練をする

と共に、生活について、計画し、実践し、反省

して、人まねでなく、自分の考え、自分の意見、

自分の実行力を確かなものにしていかなければ

ならない。

2。 整 活バ ズの ね ら もヽ

(1)主体性を確立し、責任を果せる子に育てる。

(2)仲 間と協調し、連帯意識を高めてい く。

(3)相手の立場を考え、友達を大切にする人間

関係を育てる。

3.具 体 的 努 力

(1)相 手のことばを、復「昌できるように聞きと

りの練習をする。(特に S児・Mtte A児 )

(2)相手の気持ちや、考えについて、 自分の意

見をもつ。

(3)自 分の思っていることが、はっさり言える。

(4)相 手を攻めずに、なぜそうしたのかを考え

てあげる。

素直に、反省ができる。

(6)正 しい判断力を身につけ、実践ができる。

た めに

特殊学級高学年 教諭 福

4.実  践  例

(1)朝 の会  〈雨降 りの日の遊び〉

0こ だま会 (週番のこと )ど きまったことを

言います。今 日は、雨降 りだから教室で静

かにして、あばれないよ うにして下 さい。

(0。 Y学級委員長 )

〈課 題 〉

どうしたら、暴れないで静かにできるでしょ

うか。グループで話し合って下さい。

★男子グループ (4人 )

世話係～MA(llB番にする )

MA……O君、どうしたらよいと思いますか。

cY… …。ぼく、 トランプ持ってきているか ら、

みんなで トランプしよ う。

ЦA・・。一 S君 は、どうしますか。

S.Y… …ぼくは、本が読みたいんです。

ЦA…。。・Yら ゃんは、どうしますか。

■M……ぼく、ねんどする。

QY… …・S君、 トランプ教えたるから、 トラン

プしよう。おもしういでo

SeY… 。・θほんならする。

LM。・・…ぼくせえへん。ねんどや。

ЦA… …ぼ くも、 トランプよせてな。

QY・ ……おおぜいの方がおもしろいで。 Yら ゃ

ん もよったらええのになあ。

■M… … トランプむずかしいできらいや。ねん

どするんや。

〈まとめる〉

鴫A… …。ぼくらの班は、 トランプします。で も

Yち ゃんはねんどです。

子節田

仲間意識や連帯感を育て
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☆女子 グループ (3人 )

世話係～ S.H

SoH…… Aさ ん、何がしたいですか。

AH… …・何 しょ。わか らへん。

S.H……考えておいて ください。 Yさ んは何が

したいですか。

IK……本を読みます。         1

S.H… …私は、おじゃみ持ってきてるか らおじ

ゃみせえへんかし

人H… …ほた、私 もす るわ。

SoII・ ……Yさ んは、やっば り本を読むの。

IK……おじゃみおもしろいか。ほな、やって

みようかしら。

〈まとめる〉

SeH……私 らの班はおじやみをし/ま す。

委員長～それでは、体みの時、決めた とお りに

上手に遊んで ください。遊んだあと、

きちんと後片付けして下さいc

◎中にはYち ゃんのよ うに仲間に入 りにくい子

がいるが・0… 0。  みんなと遊ぼ うとい う気持

ちに向けて行 きたい。

(2)|・ 終 りの会  今 日のFnt題 について

司 会～ QY(こ だま会の当番 )

QY… …今 日の反省をします。問題はあ りませ

んか。

S.Y・ ……Yち ゃんが、廊下走ったんです。

OoY:・・… Yち ゃん、ど うして走ったんですか。

■M…… S君 がおわえたか らです。 S君 も走っ

たったんです。

QY…… S君 は交通係 りで しょ。そんなことし

ていいんですか。

S君・Yち ゃん……もう、これか らしません。

ごめんなさい。

0。Y……これか ら、気をつけて下 さい。他に。

Ц A……Yち ゃんが、 よびすてにしたんです。

0.Y・……Yち ゃん、なぜですか。

■M… …・「
。……‥…・」

OJ…… Yち ゃん。みんな名前がありますか ら

名前を大切によんで下さい。    ‐

Y]圧………|ま い。

◎ みんなで話 し合 うことにより、 自覚が少 し

ずつではあるが、高め られてきたように思 う。

5。 生 活 バ ズ に よ り、 よ くな った 点

(1)相 手の話が聞けだした。

(2)人 まねでなく、自分で考えよ うとする態度

が、少 しずつみえだした。

(3)け んかが少なくなった。言い返 しているこ

ともあるが、 反省のい ろが見える。

(4)割 に、素直になってきた。

(5)学習において も、友だちのつまず きなど、

小先生になって、教えてくれる子がふえだし

た。

(6)ワ ンマンで、ボス的傾向の強い CYも 、み

んなの意見を落ちついて聞けだした。

6。 今 後 の 問 題 点

(1)リ ーダーが、中々育らにくい。

O話 の進め方がわか らない。

。ことばが、スラスラ言えにくい。

0友だら同志の援助を大切にさせたい。

(2)グ ループか らιまみ出しやすい Yと S。

O根気力、 自告J心 が乏 しく、協調 lD_に も欠け

やすい Yと Sに は、遊びを通 して、仲間意

識を培ってや らねばな らない。

O随時、女子グループの子 と交替させ、分レー

プ編成を固定 しないよ うにする。

(3)教科学習の中でバズを生か したい。

O話 し合いは大分場‖れてきたよ うだが、その

日の情緒の如何によって、思 うようにいか

ない場合 もある。

O教科は、能力に応じ進度がまちまらだが、

国語等、共通教材でバズ学習を取 り入れて

思考力を練っていきたい。
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相 互 作 用 を求 め て

I 子 ど も の よ う す

精神年令 3才～ 8才の子 ども7名 を、 2又 は

3の グループに分け、それぞれの能力に応 じて

数量領域の学習を進めている。 その うち、一番

年令の低いM児 (3才 )と Y児 (4才 )は 、 1

つの課題に長 くて10分、時には最初か ら「 せえ

へん。わた し勉強するんや」 とノー トに自分の

頭文字だけ知ってい る「わ」ばか りを書 き出す

始末。

言語領域では、 F児を交えて 3人 が、「わた

しが先生な」 と、張 り合いを持 ち、それ も交替

しなが ら 1時間中、学習を進める事ができ、教

えなかったのに、M児が書 き並べる「み」をY

児が書けるのには、驚かされた。

子ども同志の相互作用が、学習を進 める中で

すばらしく働 き合ったわけである。

しか し数量領域では、教師対児童の場 を多 く

持たない と、学習が継続 しにくい現状である。

Ⅱ 本 時 の ね ら い

0積木遊びを通 して、形や大きさを意識しても

のを構成した り、形によって分ける。

O積木を重ねて「 高い」「低い」「 どっちが高

い」等、量に対 しての感覚 を練 る。

O相手のものを比較し合った り、いっしょに学

習しょうとする態度をうける。

Ⅲ  教 師 の か ま え

(1)積木遊びで楽しみなが ら、形や量に対 して、

基礎的な知的感覚を養 うよ うにする。
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(2)遊 んだ後は、必ず自分が片づけるように働

きかける。 その中で教師は集団づ くりの学習を

進める。

(3)他の 4名 も2つ のグループに別れて図形の

学習を進めてい るのでなるべ くふたりが相互作

用をしなが ら学習を進めるよ うに、助言をす る。

Ⅳ  展 開 の 実 践     :

T 「 Lfち ゃんとYち ゃんは、積木遊びをしま

しょうか」 〈他の児童 2名 が、「 え′_わ 。 し

たい」 と言った。「 Fち ゃん らは、色紙で、

これ と同じもようを作 りましょう」 と課題を

与えると、「 する」 とすぐ納得 した。

T 積本で何を作ろうかな?ふ た りで相談して

ごらん。

Y 人形。

M きりん。

T じゃ、作ってごらん。(他のグループ指導〉

M児は 1年 前はt積木遊び も出来なかっ

たが、今では好 きになってい る。学級全員

がままごと遊びをする時は、必ず積木 と粘

tを 持ち出し、 ものをつ くるので、その楽

しみがわかったのだろう。

本時はふた りだけなので、つ くるものを

相談する時、肩 ぐみをさせた。話しずきの

M児は笑顔で反応を示 した。ふた りのふれ

合いの出発 も成功。

M EEEElと ただ立万体を並べてそ鈴上に、

板を置 く¢み。 自己中心性の強いふた りは協

子

<つ み 木 遊 び
｀>

精 薄 中度 と軽 度 の ふ た りの



同で 1つ の ものを、つ くることが出来ない。

T 立方体をさして、 これなんの形 ?

M さんか く。 〈時には、しか くと反応する〉

T Yち ゃん、 これ何の形 ?

Y しか く。

T そうですぃMち ゃん、しか く言ってごらん。

Yち ゃん いいのが出来たね。 シーソー遊び

をしよ うか。

M OOOも す る。

T じゃ、ふた りでしてごらん。 く他のグルー

プ指導 〉

Y Mち ゃん、 うしろに坐 りよ。

〈うしろの意味がわからずくずしてしまう〉

Y Mち ゃん、もういっぺん、つ くろうな。

M どないするん ?〈 Y児黙って作る〉

Y児 が、「 人形できた」 と呼びに来た時、

10分経過。このまま続けることは無理であ

り、ふた りのふれ合いを持たせるため「シー

ソー遊びをしなさい」では受身的になるの

で、Y児に働 き力式ナた。 自分 もやってみよう

と意欲を湧かせた上で、ふた りの相互作用

の場へ と持っていったわけである。

しか し、この方法は回 りくどいか も知れ

ないし、 8分程で止めてしまった。

T この積本このまましておいていいかしらん。

YM あかん。いけません。

T じゃ、この棚には電つこれね。この棚には

受つこれ……と実物を置いて、集合づくりへ

と働 きかけた。

LI す ぐはじめる。 しかし、 1つずつ運ぶ。

Y~Mち ゃん、こないして、持ったらええで。

M タンタンタタタ……と歌を回ずさむ。

Y これ、 ここやな。

M そうや。

T そうそ う。ふた りともえらいよ。

Y Mち ゃん、これ違 うで。

M どれ ?

同じ形による集合づくりだがヾ案外関心

を持って行 う。おはじきを使 って行った場

合す ぐあきたが、形が大 きく体を動か して

するので興味 も長続 きするのだろうか。Y

児が違いを発見 しM児が反応 した時は素晴

しかった。 町 ちゃん、よく見つけたdと

励 ましのことばが出たのは勿論。

棚の上の積木が背より高く積み重ねられ

ていくと「やあ !」 と歓声をあげた。

T きれいにかたづいたね。どちらが高い?

MY こっち。 〈正しく指さす 〉

T どちらが低い ?

Y こっちの万が低いです。

M こっち。

以上の実践は、今 までのふた りの数量指導の

中で、ほんの少 しずつではあるが相互作用をし

なが ら学習を進めた事例である。

「 これでよいのだろうか」「 もっとよい方法

はないものだろうか」 と、考え、参考書 も開い

てみるのだが、「 この具体物を使ってこうすれ

ばよい」 との特効薬はない。

なんといっても、子どもの反応に学ぶのが一

番である。教師と児童 との 1対 1の指導のみで

は、子どもの伸び率の低いことは事実である。

それぞれの能力が違い、わずか 7名 をグルー

プわけする故に、相手を限定 してしまうことは

その子の人格形成に大 きな影響を与えないだろ

うか と考えさせ られることもある。

迷いと喜びが交錯する日々である。
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